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第一章







　　　　　～～～




　闇やみ夜よの中の、さらに深い闇の森――

　窓一つない小屋の中では、不安定なランプの明かりに照らし出された二つの影かげがある。

　互たがいの素す性じようは知らない同士。判わかっているのは、それぞれの立場だけ。

　一人は武器商人、一人はその客――

　それ以上の情報が無いまま、ここでこうして出会っている。

　それもそのはず、表立っては売買できない物の商談なのだから。

「アンタ、銃じゆうが欲ほしいんだって？　だったら、おすすめはコイツだ。一丁で金貨二枚だ」

　武器商人の男はそう言って、木箱の中から一丁の長銃を取り出した。

「金二、でいいのか？　市価の半額以下じゃないか」

「まぁ、実はちょっとした曰いわく付つきでな……つい最近、こんな闇市場に流れるようになった物で、話によると、あのインデッグ卿きようがこっそり溜ため込んでいた物らしいんだ」

　武器商人は、顔を麻あさ布ぬので覆おおっているため表情は見えないものの、その声と、わずかに見える目だけでも、とても楽しそうに笑っているのがよく判る。

　そんな武器商人の言葉を聞いて、客の男は、怪け訝げんな顔を隠かくさず言った。

「……そんな代しろ物ものを、アンタは手に入れたって言うのか？」

　インデッグ卿といえば、つい半月ほど前のこと――

　最新戦せん艦かんを率いて辺へん鄙ぴなニヴ島という小島に進軍したものの、圧あつ倒とう的てき優位な戦力差がありながら、逆に圧倒されるほどの完全敗北を喫し、戦死していた。

　しかも、インデッグ卿の戦死とほぼ同時に、卿が治めていたテトラ州では民衆蜂ほう起きが発生し、そこでは民衆の代表とされる者が領主に代わって政治を執とり行おこなっている。

　現在、このニヴ島とテトラ州は、形式的には帝てい国こくに属するものでありながら、実質的には帝国から独立した、などと言われている。

　要するに、混乱に乗じて持ち出された代物、ということか。

　対する武器商人は、客の疑念に気付いているのかいないのか、

「まぁ怪あやしく感じるのも当然だ。そもそも、この話、まるまる信じてもらおうなんて思っちゃいないしな」

「はぁ？」

　およそ交渉中とは思えないような言葉を吐いた武器商人に対して、客の疑念はますます強まった。

「俺おれは、この業界じゃ新参だ。だから、いきなり『俺という人』を信用してもらおうなんて思っちゃいない。まずは、この『商品』を信用してもらえればいい」

　武器商人はそう言って、スッと客に向かって長銃を差し出すと、

「コレをひとつ、タダでやろう。それで実際に使ってみて、良かったら改めて買いに来てくれ」

「は？　そ、それでいいのか？　商人がタダで物を――しかも銃だ。そんな高価な物をくれるだなんて、聞いたことがない」

　と困こん惑わくする客に対して、武器商人は飄ひよう々ひようとした様子で、

「これは要するに、『宣伝』だ。どんなにいい物を作ったとしても、それを知ってもらえなければ誰だれも買ってくれやしない。だからこそ、知ってもらうための努力をするのさ」

　武器商人の言葉は理に適っている。少なくとも、酔狂で言い出したわけではないようだが……。

「……それでも、損は損だ」

「なぁに、最後は俺の得になる。この銃を使った人たちが評判を広めてくれれば、俺の客が増えていく。この銃のことが知しれ渡わたりさえすれば、今度はタダじゃなく、ちゃんと金を払はらってでも欲しいと思ってもらえるだろうって自信もある。結果的に、俺は大きく儲もうけられるのさ」

　武器商人の自信に溢あふれた言葉に、客は完全に絶句していた。

　だが、しばらくして、「……ふふっ」と漏もらすように笑うと、

「判った。この銃はタダでもらっておこう。……だが、もし仮にこの武器が良い物だったとしたら、俺はむしろ評判を広めたりはしないだろうな」

「と言うと？」

「決まってるだろう。敵になるかもしれない奴やつに、良い武器は勧すすめられないってことさ」

「あ～ちゃっちゃ……」

　武器商人は、顔を覆う麻布越ごしに後頭部を掻かきながら、

「まぁでも、そうなったら逆に、きっとアンタが買かい占しめてくれるから、問題ないさ」

「……だろうな」

　客は苦く笑しようしながら、小屋の扉とびらに手を掛かけてきた。

「毎度あり」

　その背中に、武器商人はそう声を掛けてきた。

　きっと、毎度の取引相手になるだろうと勘付かれてしまったのだろう。改めて、客は苦笑していた。




「ふぅ～、暑い暑い」

　武器商人は、顔に巻いていた麻布を外していった。質の悪い麻布がチクチクしていたものだから、さっきからずっと顔がむず痒がゆくて堪たまらなかった。

「おつかれ～」「お疲つかれ様さま、リョウ」

　そんなリョウの顔を見やりながら、小屋の裏手から、ニーナとミレイユが姿を現した。

「まったくもう、相変わらず、突とつ拍ぴよう子しもない交こう渉しようをしてみせるんだから」

　と、ニーナが見慣れた苦笑を見せてくると、ミレイユも呆あきれたように続けて、

「普ふ通つうに売ったら金貨が幾いくらなのか。考えれば考えるほど、私には真似まねできないわ」

「いや、まぁ、お褒ほめにあずかり光栄だな」

　と、リョウは照てれ隠かくしするように笑うと、

「さて。そう言うお二人さんこそ、俺には真似できないことをやってくれたわけだ」

　と話を進めた。

　まずは、ニーナがお得意の『直感』がはたらき、それに従って客を選別したこと。

　九分九厘りんの成功が約束された、ティルニーナ・トワの直感――

　まるで『魔ま法ほう』みたい。

　そう呟つぶやいていたのは、誰だったか。

　ともあれ。

　今回は、まさに「この交渉を受けてみよう」という直感がはたらいたことで、こうして今、手応えのある交渉を遂とげることができたのだ。

　現実に、この結果が出るのは数日先になるだろうが、リョウには、既すでに上手うまくいったという確信があった。

　そして、もうひとつ。

　今まさに、ミレイユも得意分野で活かつ躍やくしてもらっていたのだ。

「ミレイユ、あの客の情報を教えてもらえるか」

　リョウの問い――というより確かく認にんに対し、ミレイユは、コホンと小さく空から咳せきをしてから、

「あの人は『グイベル州』を基き盤ばんにしている商人よ。確か、名前はサクソン。元々は綿花の取引をしていたはずなのだけど……。今は、そういう人まで武器取引をしているのね」

　少し寂さびしげに呟いた。
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　世界最大にして最強の交易会社：ハーメスト商会の社長令孫であるミレイユ――ミレイユ・フォン・ハーメストは、まさに産まれたときから経済の社交界に放ほうり込こまれ、そこで徹てつ底てい的てきに人間関係を築き上げてきた。

『たった一度きりしか会えない者でも、その名と顔を忘れるな』

　祖父であり社長であるアレモス・ヴァン・ハーメストから厳命されたこと。

　ミレイユは、それを遵じゆん守しゆしている――それほどの能力があるのだ。

　そんなこと、ミレイユにしかできやしない。

「なるほどなぁ……」

　と、リョウは考え込みながら声を漏らしていた。

「何か、気になることでもあるのかしら？」

「ん？　あぁ、いやまぁ……」

　リョウは、後頭部を撫なでるように掻きながら、

「その『ぐいべる州』ってのは、どこにあるんだ？」

「……あぁ」

　リョウには過去の記き憶おくが――この世界の知識が、無い。

　それどころか、『突とつ然ぜん空から降ってきた』なんていう話すら聞こえてくるほどだ。

「そうね。明日のおじい様との交渉にも関わることだし、少し説明をした方が良いわね」

「あぁ、明日は、石炭の売買についての交渉だったな」

「いろいろ、忙いそがしくなってきたわね」

「まぁ、俺自身が望んだことだしな。楽しんでやっていくさ」

　今、リョウは、『武器商人の真似まね事ごと』と、『石炭の売買』を進めようとしていた。

　それこそが、今後ともニヴ島を発展させていくために必要なこと――

　そしてなにより――

　貿易王へと続く道なのだ。
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　ニヴ島は、変わった。

　インデッグとの戦せん闘とうに勝利したことで、激変していた。

「何が」と問われれば、「全てが」と答えるだろう。

　それほどまでに、何もかもが変わった――今もなお変わり続けている。

　真しん珠じゆ売買の復活――

　螺ら鈿でん細ざい工くの販はん路ろ拡大――

　装そう甲こう戦せん艦かんの獲かく得とく――

　銃の獲得――

　住民の生活レベルの向上――

　列挙していこうにも暇いとまが無いほどなのだ。

　一言で言えば……

「強くなった」

　と、そう答えるべきだろう。

　ニーナはそう思うし、きっと、この島に関かん与よした全ての人が、ニーナと同じことを感じているんじゃないかと思う。

　じゃあ、具体的に何がどれだけ変わったのか……

　それは、もうすぐ帳ちよう簿ぼをまとめ終わる予定だから、そのときに改めて確認するとして。

　とりあえず、現在進行中の課題二つについて、確認しておこうと思った。

　つまり、銃商人としての活動と、そして、石炭売買の交渉だ。

　そのいずれも、ニヴ島の今後の防衛力を強化していくために必要なことなのだけど……

　リョウが銃商人となった経けい緯いを思い起こすと、ニーナは、今でも苦笑が漏れてしまう。

　そもそもの発ほつ端たんは、インデッグ率いるテトラ州立海軍に勝利したこと――




　インデッグ軍が放置した船の中や、白旗を上げて投降してきた兵士たちの装備品、そこには、二五〇丁にも及およぶ銃と、大量の弾だん丸がんがあった。

　と言っても、問題があった。

　先の戦闘での混乱もあって、無事に使えそうな銃は七〇丁ほどしかなかったのだ。

「七〇もあれば、この島を守るには十分かな。限られた物量なんだから、しっかり有効活用しないとね」

　実を言うと、ニーナは現状の数字に満足していた。

　ミレイユも「そうね」と同意して、

「銃だけじゃなくて、装甲戦艦も港に停てい泊はくしている。実際に戦うかどうかは別にしても、相手を牽けん制せいできると思うわ。……使わないに越こしたことはないのだけれど」

「うん。そだね」

　正直言って、実際には戦いたくない。いろんなモノが壊こわれてしまうから、嫌いやだ。戦わずに済めば、それに越したことはない。

　だからと言って、「戦争が嫌だ」とか「戦争が憎にくい」って言ってるだけじゃ、何にもならない。

　戦わなくちゃいけない場面は、きっとこれからもいっぱいあるだろう。

　自分たちは、そこで逃にげるわけにも、負けるわけにも、いかないのだから。

　だからこそ、強くならなくちゃいけないのだ。

　そんなニーナの決意を知ってか知らずか、リョウは、いつもの飄々とした調子で、

「そうだな。せっかくだし有効活用しないとな」

　と頷うなずいてから、突然、手近にあった銃をバラバラに分解し始めたのだ。

「ちょっ……え、リョ、リョウ!?」「何をしてるの!?」

　思わずリョウを止めようとして駆かけ寄よろうとするニーナとミレイユ。

「あぁコラ騒さわぐなって。動き回ると、部品がどっか行っちまうじゃないか」

　対するリョウは、まったくもって普ふ段だんと変わらず飄々としていた。

「い、いったい何をするつもりなの？　せっかくの銃が……。これでニヴ島を守ろうっていうときに……」

「それ一つで、金貨五枚は下らないような高級品なのよ？　なのに、こんな、いきなり壊しちゃって……」

　顔色悪く、ニーナとミレイユが震ふるえ声ごえで呟くものの、そんな様子もどこ吹ふく風かぜ、

「ん？　いやいや、壊しちゃいないぞ」

　リョウは苦笑しながら、分解する手を止めることなく話を続けた。

「俺は、この『銃』ってヤツがえらく気に入ってな。どうしても、コレがどういう構造なのか知りたくなったんだ」

「そ、そんな理由で……」

「もちろん別の理由もあるさ。この銃だって大切な商品だ」

「じゃ、じゃあ、なんでこんな、バラバラにしちゃって……」

「なぁに、バラバラにしても、後で直せばいいのさ」

「あ、なんだ。直せるんだね」

「いや、どうだろうなぁ？」

「「えー……」」

　ニーナもミレイユも声を揃そろえて、もう呆あきれ果はてて言葉が出なかった。

「今は、直せるかどうか判らん。だから、これから直せるようになるために、こうやってバラバラにしてるんだよ」

「……う、うん？」

「つまりだな――」

　リョウは一いつ旦たん、銃を分解している手を止めて、ワクワクと楽しんでいる瞳ひとみをニーナたちに向けた。

「ここで、銃の構造を理解しておきたいのさ。そのためには、既に壊れている銃を調べたってしょうがない。何せ俺たちは、それのどこが壊れてるかすら判らないんだからな。だから、正常に使える銃を分解する必要がある。そして、大事なのはそこからだ」

　と、リョウはいっそう表情を輝かがやかせて、

「銃の構造という『情報』を知り、それを皆みなにも教え込むことができたら、どうなるか。今現在壊れている銃を直すことによって、更さらに一八〇の銃も使えるようになるんだ。それどころか、世界中の壊れた銃をかき集めて、それを直すことだってできるようになる。どうだ凄すごいだろっ？　一気に在庫が何倍にもなるんだ！　ニヴ島は一気に強くなるぞ！」

「……凄い」

　そんなことまで考えているなんて、思いもしなかった。いつもリョウは、自分たちよりずっと先の方を見み据すえているんだ。

　そして、リョウは、その更に先を見据えていた。

「俺は、この銃を使って、武器商人の真似事をしようと思ってる。武器の『情報』を仕入れて、それを今後の活動に役立てたいんだ」

「情報を？」

「あぁ。この銃を使って武器商人として名を売っていけば、世界のどこで武器が必要とされているか、そういう情報を最先端で仕入れられるようになる。武器の購こう入にゆうは、すなわち戦せん闘とう行こう為いの準備だ。その情報をいち早く知っておけば、むしろ、大規模な戦闘が起こる前に潰つぶすことができるかもしれない、ってな」

　そんな大それたことを、自信ありげに、そして楽しそうに語るリョウ。

　……リョウは『儲けたい』だけじゃない、そのお金を使って――みんなの『儲けたい』という気持ちを上手く呼び起こして、そして、この世界を変えていきたいんだ。

　凄い。凄すぎる。

　ニーナもミレイユも、もう声が出せずに、ジッとリョウのことを見つめていた。

　リョウは、ジッと真しん剣けんな目で、手元の銃を見つめていた。

　するとリョウは、独り言のようにぼそりと呟いた。

「……ちゃちゃちゃ。どうやって直したもんかなぁ」

　急きゆう募ぼ！

　銃を組み立てられる人材！




　……さて。

　ニヴ島は、もう一つ、重大な武器を手に入れていた。

　最新式の装甲戦艦――最強の船だ。

　ただ、たとえ最強と謳うたわれている装甲戦艦であっても、燃料である石炭がなければ動かない。

　一応、装甲戦艦にもマストと帆ほは装備されているから、風力で進むこともできる。だけど、蒸気機関を乗せているため重量が増しているこの戦艦は、風力に限って言えば、普通の帆はん船せんよりも能力が劣おとってしまうのだ。

　石炭なんて、ニヴ島には無い。それどころか、帝国内でも、内陸部の一部の地域でしか採さい掘くつできないような代物なのだ。

「無いなら買えば良い」

　と、何ともなしに言うリョウだったけど……

「そう簡単にはいかないよ。石炭は、禁売品になっているんだから」

「禁売品？　……禁輸品とは違ちがうのか？」

「そうね」とミレイユが答える。「完全に、民間での売り買いが禁止されているのよ。あのハーメスト商会ですら、帝国との間でしか売買することができないの。もし石炭が欲しいのなら、帝国を相手に交渉しないといけない」

「うん？　ちょいと待ってくれ」

　と、リョウは軽い調子で言うと、

「じゃあ、ハーメスト商会は、石炭自体は持っているってことか？」

「え？　えぇ、そうね。炭鉱をいくつか持っているわ」

「ほぉう、炭鉱をねぇ」

「だけど、そこで取れた石炭は、帝国にしか売ってはいけない……」

　そこまで言って、ミレイユは、

「一つ言っておくのだけれど――」

　と付け加えた。

「意外に思うかもしれないけれど、おじい様は絶対に法を破らないのよ。帝国に働きかけて理り不ふ尽じんな法律を作らせることはあっても、自ら法を破ったりはしないの。だから、石炭が禁売品である以上、おじい様は、誰に対しても石炭を売ることはないわ」

「なるほどなぁ……」

　と、リョウはしばらく考え込むように、地面を眺ながめ続けていた。

　その様子を、ニーナとミレイユは、黙だまって見守っていた。

　正直言って、次にリョウが何を言い出すのか、楽しみで楽しみで仕方がなかったのだ。

「……よし判った！」

　とリョウは晴れやかな顔を上げた途と端たん、

「「何が？」」

　と、ニーナとミレイユの声が重なっていた。つい二人して見つめ合って、お互い苦笑しながら、リョウに先を促うながした。

「ミレイユ。ちょっとハーメスト商会の社長さんと交渉したいことがあるんだ。日程を組んでもらえないか？」

「え？　えぇと、それは、できなくはないけれど……せめて、どういう交渉をする気なのか、教えてもらえないかしら？」

「あぁ、そりゃそうだな。すまんすまん、つい楽しくなって浮うかれてた」

　リョウは、本当に楽しそうに言いながら、

「ちょっと、あとでクラウにも確認したいことがあるが、まぁこんな感じだ……」

　そう言って、ニーナとミレイユに説明してきた内容は、法律を破らずに禁売品を手に入れることができる方法――まさに法律の穴を突つくような策だった。

「どうだ、いけると思うか？」

　というリョウの問いに、

「わ、私は、そういう頭を使うのは良くわかんないけど……行ける気がする」

　と答えるニーナと、

「おじい様は、合理的に儲けを考える人よ。今回の案だったら、行けるわ」

　と答えるミレイユ。

「二人にそう言われると、やっぱ嬉うれしいな。有あり難がとう」

　そんなことを、平然とした顔で言ってくるものだから、ついニーナもミレイユも、釣つられて嬉しくなってしまうのだ。

　……本当に、人たらしなんだから。
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　ドネストル帝国テトラ州トルーズ市――

　帝国最大の商業都市、その中心部にある、街がい壁へきに囲まれた小高い丘おか。

　上層階級が暮らすその地域の中で、ひと際広大な敷しき地ちを誇ほこる豪ごう邸ていがある。

　言わずと知れた、『経済皇こう帝てい』：アレモス・ヴァン・ハーメストの別べつ邸ていだ。

　その一室――豪ごう奢しやな応接室に、アレモスは居た。

　世界経済を支配する巨きよ大だい交易会社：ハーメスト商会も、テトラ州の政変とニヴ島独立とを契けい機きに、様々な変化に見み舞まわれた。

　まずは、愚おろかしいことに、『インデッグを倒たおせたのだからハーメスト商会も倒せるだろう』などと考えてしまった輩やからが出てきたこと。

　その者たちは、とても嘆なげかわしいことに、ハーメスト商会を『悪』と断じ、自らを『正義』と信じるあまり、己おのれの力までも過信し、そして、相手の力を見下していた。

　その程度の存在は、ほんの少し、経済的に絞しぼり上あげただけで挫くじけ、ついには手のひらを返して媚こびてきた。

　結局、何がしたかったのか……。

　ハーメスト商会を『悪』と決め付け、それに抵てい抗こうする者を褒ほめ称たたえ、翻ひるがえって、共に抵抗する自分自身を自画自賛する。

　果ては、ハーメスト商会を否定することこそが目的となり、それだけで満足する。

　信念が無いのだ。

　そんな愚おろか者ものに、ハーメストは微み塵じんも崩くずされることはない。

　……はたして。

　今日、これからここにやってくる者たちは、どうだろうか？

　アレモスは、孫まご娘むすめたちの訪問を待ち構えていた。

　石炭を求めて、交渉がしたいのだと言う。

　単純に言うならば、それがハーメスト商会の利益になるのなら、交渉を受ける。それは、相手がどのような存在であれ、その態度を変えることはない。

　だが、今回の件、そう単純には事は進まない。

　石炭は、法律によって禁売品とされているのだ。

　帝国から特別に指定された業者のみが、帝国との取引のみを許されるのだ。と言っても、その業者というのは、実質的にハーメスト商会しかないと言っても過言ではないのだが。

　更に加えて、ハーメスト商会は、自前の炭鉱もいくつか所有している。

　採算性を考こう慮りよしているがゆえに実際の稼か働どう率りつは低いのだが、それでも、帝国の産業発展に必要なエネルギーを賄まかなえるほどの支配力を有している。

　さて。

　ニヴ島を独立させたあの『英えい雄ゆう』は、どのような交渉で挑いどんでくるのか。

　最も簡単な方法は――愚ぐ者しやでさえ思いつく方法は、法を破り裏取引をして石炭を手に入れようとするものだ。

　しかし、アレモスは法を破らない。

　それは、法律が『正しさ』の証明となり、良くも悪くもひとつの『秩ちつ序じよ』を造り出すからだ。

『帝国で利用可能な貨か幣へいは、金貨、銀貨、銅貨とする。各おの々おのの交こう換かん比率は、その時々の交こう渉しように基もとづく』

『人の所有物を奪うばってはならない』

『土地は、帝国の所有物でありながら、個人の所有物である。ゆえに個人間での売買も可能である』

『売買は、物の移動がなくとも、双そう方ほうの意思の合がつ致ちのみで成立する』

『石炭は禁売品とする』

『小麦粉は禁輸品とする』

　等々――

　経済のために定められたこれらのルールの中で、アレモスは頂点に立つ。今のアレモスの地位を保障しているものは、帝国の法律なのだ。

　たとえ、自らの働きかけで法律そのものを変えてしまうことはあっても、法律を破ることはない。

　それは、自己の地位を否定することにもなりかねないのだから。

　だからこそ、アレモスは法を破らない。

　禁売品である石炭を、メルクリオス商会に与あたえることは、ないのだ。

　だが、当然とも言うべきか、この法律にも抜ぬけ道みちはある。

　たとえば、形式上だけでも、メルクリオス商会がハーメスト商会の傘さん下かに入る。

　あるいは、装甲戦艦をハーメスト商会との共有にする。

　そうすれば、もしハーメスト商会の所有する石炭があの男に与えられたとしても、それはあくまでハーメスト商会の内部組織の間で石炭の移行が生じているだけで、体外的な売買は発生していない、と主張をすることが可能だ。

　あの『英雄』は――ミレイユが共に進もうとする男は、そのような法律の穴を発見するに至っているのだろうか……

　アレモスは、ふと口角が上がっていることに、自分でも気付いていなかった。




「まさか、こんなに早くここに戻もどって来ることになるなんて思わなかったわ――」

　と、ミレイユは苦笑交じりに呟いていた。

「しかも、あのおじい様を相手に商売の交渉をするためだなんて」

　正直言って、この家を飛び出したときのミレイユは、無む謀ぼうなところも大きかった。

　結局、アレモスがミレイユのための『給きゆう与よ』として用意してくれた船や資金がなかったら、ニヴ島の件も勝利できたとは限らない。

　まだ自分の力で立てているわけじゃない。自分はまだ、おじい様に比ひ肩けんできるような存在じゃない。

　そんな想おもいが、自宅の門を目の前にしてミレイユに二の足を踏ふませてしまう。

　すると、ミレイユの両りよう肩かたが、同時にそれぞれポンと叩たたかれた。

「だいじょぶだいじょぶ。早くいこ」

　と、バカっぽいくらい無む邪じや気きに言ってくるニーナ。

「どれくらいの石炭が手に入るのか、楽しみだなぁ」

　と、自信たっぷり堂々と突き進んでいくリョウ。

「……あなたたちには、緊きん張ちよう感というものがないのかしら」

　ミレイユは、思わず呆れながら呟いた。

「んー？　まぁ別に悪いことも起こらなそうだし、大だい丈じよう夫ぶだよ」

　とニーナが言えば、

「そう言うミレイユが、前もってアレモスじいさんのことを話してくれたんだぞ。あれだけ教えてもらえたなら、余よ裕ゆうでもいられるさ」

　とリョウが言う。

　どちらも適当なことを言っているようで、そのくせ、妙みような説得力がある。

　実際、ミレイユも、リョウがこれからどういう交渉をするつもりなのか、先に聞いてはいたのだけど。

　……だけど、普通は思い付かないわよ。おじい様の性格を考えながら、有効な法律の穴を突いていき、あくまで合法的に石炭を手に入れる方法なんて。

「それに――」

　とリョウは続けて、

「今回の件、あのクラウからも『合法』のお墨すみ付つきが貰もらえたんだ。大丈夫に決まってる」

「……あれは、本当にありがたかったわ」

　もはや、すっかり仲間に加えられているクラウ。だけど、帝国警察であるフラガラックの隊長という立場上、あまりメルクリオス商会に肩かた入いれするわけにもいかないだろうに。

　なのに、こうして事ある毎ごとに、リョウやミレイユたちのことを助けてくれる。

　彼かの女じよもきっと、リョウに惹ひかれた者の一人なのだろう。

　……リョウだったら、おじい様のことも魅み了りようしてしまうかもしれないわね。

　そんな場面を想像してしまうと、つい口くちの端はが緩ゆるんでしまう。そのお陰かげで、緊張は解けたような気がした。

　ミレイユは、ニーナとリョウに目配せしながら、一つ頷き、そして門をくぐった。




「単刀直入に用件を話せ」

　別邸の応接間にて。

　大きな円えん卓たくを挟はさむように、リョウたちがアレモスの前までやってきた。

「石炭が欲しい」

　リョウは、本当に単刀直入に答えてきた。

「禁売品を、私が売るとでも？　そこにいる我わが社しやの元社員は、私の性格について何も話していなかったのか？」

　アレモスは声に不快感を乗せた。表情も険しく、それだけで並の商人は自分の主張を覆くつがえしてしまうほどのものなのだ。

「いいや。いろいろ教えてくれたさ」

　リョウは、まったく意に介かいした風もなく飄々として、

「だからこそ、石炭を売買せずに、ハーメスト商会の所有する石炭が欲しいんだ」

「どういう意味だ？」

　……さて。この男は、どのような方法で法を掻かい潜くぐろうとする？

　アレモスがリョウを値ね踏ぶみする中で、リョウは言った。




「石炭の出る鉱山ごと、買い取りたい」




「鉱山ごと、だと？」

「あぁ。鉱山を――土地の売買をしたいんだ」

　リョウはとても楽しそうに、

「法律には、『石炭を禁売品とする』とは書かれていたが、『鉱山の売買』までは禁止されていなかった。それどころか、土地については、『個人間でも普通に売買ができる』という定めもあるくらいだ。だから、俺は、ハーメスト商会と、鉱山を含ふくめた土地の売買をしたいと思っているんだ」

「…………」

　アレモスは、絶句しそうになるのを誤ご魔ま化かすように、口元に手を当てて考え込むフリをした。

　口元に手を当てていて正解だった。

　もし口元を隠していなかったら、アレモスは、孫娘の前でも見せたことのない笑えみを見せていた羽目になっていただろうから。

「そこまで言うのなら、どうせ、欲ほしい鉱山の目め処ども立てているのだろう？」

　アレモスは、少しでも主導権を取とり戻もどすべく、先回りするように問いただした。

「あぁ。途と轍てつもなく良質な石炭が取れるってことで有名な鉱山が欲しくてな」

「……言ってみろ」

　リョウは、この場の空気を楽しむかのように、わざとらしく一呼吸置いてから、

「ダラガッカ」

　アレモスの予想だにしなかった地名を口にした。

「ダラガッカ、だと？」

「あぁ、ダラガッカだ。舌を噛かみそうな名前で大変だから、あまり連呼したくないんだけどな」

　リョウは冗じよう談だんめかして言うが、アレモスとしては笑えない。

「あの辺境の地が、本当に欲しいのか？」

　確かに、あそこの石炭の質は高い。
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　だが……

　ダラガッカは、陸の孤こ島とうだ。

　周囲を険しい山に囲まれ、その鋭するどすぎる斜しや面めんは登山することすら困難を極きわめる。常識的に考えれば、陸路は存在しない。

　唯ゆい一いつの道として使えるのは、ダラグ川という川のみ。

　だがその川も、ほぼ一直線で、淀よどみなく海まで流れ込んでいる。

　川底は浅く、小こ舟ぶねでさえも座ざ礁しようの危険があり、航行が極めて難しい。

　……何より、あそこの住民は、厄やつ介かいだ。

　所有権こそアレモスにあれ、占せん有ゆう権けんは住民どもにある。

　所有権者として、彼かれらを排はい除じよする権利は自分にある。だが、実質的には、その権利を行使できないのだ。

　アレモスをして、採算が取れずに開かい拓たくを断念し、これまで放置を続けている地だ。

　だというのに、この男は……

「いいんだよ、そこで。むしろそこがいいんだ」

　リョウは、飄ひよう々ひようと言い切った。

「あのハーメスト商会ですら諦あきらめた土地を、俺おれたちが改善していくんだ。その過程にさえも、意味がある。もちろんその計画も、既に考えてあるぞ」

「……ほぅ」

「せっかくだから、今、教えておこう」

　そう言って、リョウは包つつみ隠かくさず、細部に至るまで、ダラガッカの改良計画を話して聞かせてきた。

　そして話し終えると、

「さて。買取の価格は、言い値で構わない。これから発展する策がある以上、儲もうけられるのは確実だからな。それに、こっちにはニヴ島の発展で得た資金があるから、それなりの額なら……」

「金貨一五〇〇」

　アレモスは、リョウの言葉を遮さえぎるように言い放った。

　この額は、およそ、帝国の南端にあるセルウィウス州の年間徴税額にも匹敵する。

　通常であれば、一商会がぽんと出せるものではない。

　……通常であれば、な。

　ある意味、ここまで主導権を握にぎられたことに対する、ささやかな抵抗のようなものだ。

「金貨一五〇〇かぁ、そいつはまた、大きな額だ」

　リョウが、ここで初めて困こん惑わくしたような顔を見せた。

　それだけでも、アレモスは、ちょっと面白おもしろいものを見られた気になれた。

　アレモスは続けて、自分が考えた策をリョウに向かって提示した。

「ダラガッカの売買には、金貨一五〇〇を払はらってもらう。これは微塵も下げるつもりはない。だが、それと同時に、私はお前に、金貨一五〇〇の融ゆう資しをしたい」

「……お」

「お前の策に乗らせてもらおう。その代わり、お前の策が上手くいったときには、融資の額に応じて、見返りを貰う」

　それを聞いたリョウは、ちらりと、ニーナとミレイユに目配せをしていた。

　ただ、二人とも、リョウに全権委任をしているのだろう、すぐに頷きを返していた。

「判わかった。交こう渉しよう成立だ」

　リョウは笑え顔がおで立ち上がると、アレモスに向けて手を差し出してきた。

「ふん。せいぜい期待させてもらおう。楽に稼かせげるに越したことはないからな」

　アレモスは、リョウの手を握り返した。
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　テトラ州とグイベル州との州境は、まるで剣けんが立ち並んでいるかのような険しい山々と、幅はばの広い川とで形成されている。

　炭鉱があるダラガッカは、そんな山の奥おくにある。

　常識的に考えて、陸路はない。

　山やま越ごえをしようものなら、もはや登山と言うより岩がん壁ぺき登りとでも言うべきことをしなければならなくなるのだ。

　炭鉱へと続く路みちは、一筋の川：ダラグ川があるのみ。

　時間としては、河口（すなわち海）からであれば半日ほど、そこからしばらく平野地帯を遡そ上じようし、山やま裾すそからであれば三時間ほどで、ダラガッカに辿たどり着つける。

　……というアレモスの話なのだが。

　事はそう単純に進んだりはしない、ということも聞かされていた。

　まず第一に、川かわ幅はばが広い。

　ダラグ川の河口付近は、一〇〇ｍほどに広がっている。渓けい谷こくに入ればそこまで広くはないものの、平均三〇ｍほどの川幅を維い持じしている。歴史的にも、この川を挟んでの戦いは幾いく度どとなく繰くり返かえされていて、その諍いさかいがそのまま州境となっているようなものらしい。

　ついで第二に、水深が浅い。

　これは、川幅の広さにも関係しているのかもしれないが、全体的に底が浅い。

　深い所では一ｍ近くあるものの、平均的に見れば五〇cmもないらしい。

　そのため、川を通過できる船の大きさが、必然的に限られてしまう。

　せいぜいが、六人漕こぎの櫂かい船せんを浮かべられる程度……もし漕いだら揺ゆれて底を擦するという。そこに更に石炭でも積もうものなら、船底が壊れること確実だろう。

　こんな状じよう況きようにもかかわらず、それでも石炭を運びたいと言うのなら、莫ばく大だいな数の小舟を使って、一艘そう一艘、ゆっくり警けい戒かいしながら航行していかざるを得ない。

　現に、『深い所を選んで川の中央を進んでいたら座礁してしまったが、岸は五〇ｍも先だった』などという事態も起こっている。

　雨で増水すればあるいは……と思わなくもないが、浅くて広いこの川は、それなりに雨が降ったところで、深さはさほど変わらず、むしろ川の幅が広がるだけだという。

　この状況、いかにハーメスト商会であろうとも――むしろ利益を追求するハーメスト商会だからこそ――ダラガッカ鉱山では採算が取れず、放置するしかなかったのだ。

　それを踏まえた上で、リョウたちは、総勢三〇〇人が一〇〇艘を超こえるボートに乗り込むという大所帯を駆り出して、ダラグ川を遡上していた。

　だが実は、これらの舟ふねは、石炭を運うん搬ぱんするために連れてきたものじゃない。

　それとは別の目的があって、いろいろ掻かき集あつめてきた舟なのだ。

　お陰で、素材も形もてんでバラバラの船が集められていた。ただ、これらの舟には共通点があって……

「……こいつ、まだ沈しずんだりしねぇだろうなぁ」

　ブロムスが複雑そうな顔をしながら、ゲシゲシと船底を踏みつけていた。その度たびにミシミシと不気味な音が鳴っていて、ブロムスは足を上げたまま固まってしまった。

「ちょっと！　ブロムスは重いから、一番大丈夫そうな舟に乗せてあげてるんだよ。あんまり暴れないでよね」

　すかさずニーナが叱しかって、

「へいへい。……ったく、コレで一番大丈夫そうとはねぇ」

　そんなふうにブロムスが愚ぐ痴ちをこぼす通りに、ここに集められた舟は、ボロボロという共通点があった。

　ニヴ島やらトルーズ市やらで、今にも破は棄きされそうだった舟をリョウが集めてきたのだ。

　何のために……というのは、既すでにみんなには伝えてある。

　要は、ダラグ川の問題点を解決するため――とりわけ座礁の危険を無くすためだ。

　そのためには、できる限りの大人数が必要だったし、ボロボロの舟が大量にあると便利だと、リョウは考えたのだ。

　今、リョウ、ニーナ、ミレイユ、ブロムスを筆頭にして、川の両岸をなぞるように、舟を遡上させていた。

　慎しん重ちように、いっそ櫂を川底に突き刺さすような意識をもって、ゆっくり進めていく。

「しっかし、こんな面めん倒どうな下準備をしてまで、行く価値があるってことなんだよな、そのダラガッカ鉱山ってのはよぉ」

　ブロムスが確かく認にんするように聞いてきた。

「そこで採れる石炭は、質でも量でも、間ま違ちがいなく世界最高レベルよ――」

　と、ミレイユが説明する。

「ただ、こうしてまさに苦労しているように、採掘と運搬のコストが高すぎるから、利益が算出できなかったのよ。それに……」

「それに？」

「ダラガッカの住民たちが、徹てつ底てい的てきに抵抗してくるのよ。『龍りゆう神じんの棲すむ山に立ち入るな』ってね。現に、ハーメスト商会が本格的な採掘を始めようとしたときには、まったく立ち入りができなかったわ」

「うへぇ……。いくら最高級品でも、それが手に入らないってんじゃあ意味ねぇや」

　ブロムスは、うんざりしたように呟つぶやきを漏もらしながら、櫂を持つ手が止まっていた。

　それを見たニーナは、可笑おかしそうに笑って、

「でも私たちは、ちゃんと手に入る目処が立ったから、今ここでこうして苦労してるんじゃん、ね」

　そう言って、リョウに視線を向けてきた。

「あぁ、まぁな」

　リョウも笑顔を返す。

　そんな会話をしているうちに、仲間の中から声が上がった。

「リョウさん！　座礁しちゃいました」

　それを聞いたリョウは、

「でかした！」

　と大喜びして、

「そんじゃ、説明した通りに頼たのむぞ。みんなも、底を擦って沈ちん没ぼつしそうになったらよろしくな。くれぐれも、座礁以外の理由では沈しずむなよ～！」

　リョウの言葉を受けて、座礁をやらかした舟に乗っていた仲間は、積荷からスコップを取り出してから、川岸に飛び移った。

　そして、すかさず川岸にスコップを突き刺して、石や土をすくって舟の中に放り込んでいった。

　そうして、この舟は、川の流れに流されないほど重くなった。

「こっちも乗り上げました！」

「俺もだ！」

　と、その後もだいたい一〇〇ｍごとに次々と声が上がっていった。みんな同じように、舟に土や石を積み込んで、重たく動かないようにしていく。

　そのせいでダラグ川は、座礁した舟が邪じや魔まをして、真まっ直すぐ進めないようになってしまっていた。

　まぁ、もちろん、意図的にしていることなのだが。

　やがて――

　ほとんどのボロ舟が同じように沈められ、みんなが川岸で待機していると……

　下流から、またしても一〇〇艘ほどの舟がやってきていた。

　あれらも、リョウが手配したものだが、あちらは普ふ通つうに航行できる舟ばかり。先行して船を沈めていた仲間が帰るための舟、そして、これからリョウたちが、本格的にダラガッカを目指す舟だ。

　新しく現れた舟たちは、先に座礁した舟を面倒くさそうに避さけながら、だが、まったく座礁することなく、リョウたちの所までやって来た。

　……コイツはなかなか、想像以上に効果的かもしれないな。

　リョウは、自分の策が想像以上に有効だったことを実感して、笑みが漏れた。

　古い船を使って、座礁しそうな所を先に潰してしまおうという……

　と同時に、もう一つの効果も期待しているのだけど。

　その『もう一つ』の方に関しては、まだ目に見えた効果は見て取れない。また数日後に、確認しに来た方が良さそうだった。

　さておき。

　さすがに、人口三〇〇人のダラガッカをいきなり数百人で訪おとずれる気はないし、正直言って、この件にそこまで人を割さくことができるほど、今のリョウたちは暇ひまでもない。

　ここで、リョウ、ニーナ、ミレイユ、そしてブロムスだけを残して、他の仲間はニヴ島やメルクリオス商会の方に戻ってもらった。

　四人は、両りよう脇わきを険しい山々に挟まれた、谷底の川を遡さかのぼっていく。

　ここから先は、現状では小舟の数が足りず人海戦術ができないため、浅あさ瀬せが放置されたままだ。そこで、リョウとブロムスが漕ぎ手となって、慎重に渓谷を進んでゆく。

　木々は少なく、岩いわ肌はだが露ろ出しゆつしている。その岩肌も、ほとんどが赤く、そして所々、黒い。

　やがて、その山の斜面に、ぽつぽつと家が建てられているのが見えてきた。

　ダラガッカの集落だ。

　果たして、そもそも集落の中に入れてもらうことができるのか……

　ニーナは固かた唾ずを飲み込んだ。




「よくぞいらっしゃった、お客様方」

　早朝に出発して、今は夕刻。ようやくダラガッカの集落に着くと、会う人会う人、みんな揃そろって歓かん迎げいの言葉をくれた。

　ダラガッカに着いてから、既に一五〇を超える人に出会っている。その中で、誰だれ一人ひとりの例外もなく――老ろう若にやく男なん女によを問わずすべての人が――ニーナたちを歓迎していた。

　歓迎されるのは、悪い気はしないんだけど……

　ニーナは、得体の知れない薄うす気き味みの悪さを感じていた。

「ここは辺へん鄙ぴな村ゆえ、おもてなしと言うほどのことはできんが、ゆっくりしていってくだされ。一同、心より歓かん待たいさせていただくでな」

　予想外の言動を受けて皆みなが無言になる中、流石さすがのリョウも、少し警戒しながら「おう」としか返せていなかった。

「さぁさ、奥に『お社様』がいらっしゃいますで。挨あい拶さつしてってくださいな」

「さぁさぁ」「さぁさぁ」

　ニーナたちを囲っていた人ひと垣がきに、道が切り開かれる。

　そこには、有う無むを言わせない雰ふん囲い気きがある。

　笑顔がないのだ。

　表面的には笑っているのだが、それがすべて硬かたい。

　とりわけ子供に至っては、上手うまく笑顔が作れず頬ほおを引ひき攣つらせている子もいるほど。

『おもてなし』だとか『心から歓待』とか言いながら、その心はここにない。

「それじゃ折せつ角かくだし、そのお社さんに挨拶させてもらおうかね」

　と、リョウはお構いなしに集落の奥へと進んでいった。

　それを見て、慌あわててニーナとミレイユも後を追う。さりげなく、最さい後こう尾びをブロムスが守るように歩いてくれた。

　すると、その背後から子供の声で、「ねぇ、もう笑ってなくていい？」という声が漏れ聞こえてきた。そして、それを慌てて「し、しーっ」と咎とがめる母親の声。

「……なんか、大だい丈じよう夫ぶ、だよね？」

　ニーナは顔を引き攣らせながらリョウに聞いた。

「ん？　あんま気にすんなよ――」

　と、リョウは笑みを浮かべてきた。

「この村の連中にだって、何かしらの思おも惑わくくらいあるだろ。それが俺らの利益になるなら便乗するし、俺らを妨ぼう害がいするなら戦うさ」

「そだね……ふふっ」

　ニーナは思わず笑みが漏れていた。

「俺は、何か変なこと言ったか？」

「ううん。全然変じゃない……いつもと変わらないことを言ってくれたよ」

　と、ニーナは穏おだやかな笑みを見せる。

「ニーナはね、リョウがいつもと変わらないでいるお陰で、安心できたのよ」

　丁てい寧ねいなまでのお節せつ介かいで、ミレイユがニーナの心情を説明していた。

「べ、別にいいでしょ。怖こわがるくらい。……ちょっと、ここ、薄うす気き味み悪わるいんだもん」

「あら。悪いなんて言ってないわよ。私だって、この雰囲気は嫌いやだったもの」

「……だよね」

　思わず警戒を強めながら、ニーナたちは、『お社様』を目指して集落の奥へと向かった。




　静かな村だ。

　人が一ヶか所しよに集まってしまっていた、ということもあるのかもしれないけど、ここは、色々なものがゆっくりと、ゆったりと進んでいる気がした。

　トルーズ市なんかと比べれば、本当に何も無いと言ってしまえるほどだ。

　実りも少なければ、家か畜ちくにも乏とぼしい。

　ふと周りを見み渡わたせば、黒い石がゴロゴロ転がっている。この村で一番値段が高い物――石炭だ。なのに、それをまったく売ろうとしない。文字通り『路ろ傍ぼうの石』でしかない。

　乾かん田でんに植えられた稲いねが、夕ゆう陽ひに輝かがやきながら風に揺れる。

　カナカナカナ……と哀かなしげな声で鳴く虫たち。

　子供たちの声が、さっきとは違ちがって心から楽しそうに、辺りに響ひびいていた。地面に転がる黒い石を蹴け飛とばしながら、駆かけ回まわる。「どっちが早く着くか競争だ！」と笑い合う、顔の良く似た男の子たち。兄弟かな？　そのまま一いつ緒しよに、家に帰るんだろう。

　ニーナは、どこか、郷きよう愁しゆうのような想いに駆られていた。

　いつかどこかで見たことがある……

　いつもの既き視し感かんとは違う、不思議な感覚。

「おーいニーナァ。ボーッとしてっと置いてくぞ」

　ブロムスの声に、ニーナは慌てて「あ、ごめん。今行く」と後を追った。

　郷愁の理由は、判らないまま。




　集落の奥には、周囲の山々よりひと際きわ高い山が聳そびえていた。

　そして、その山を守護するかのように、大きな社が建っていた。

　巨きよ木ぼくを輪切りにしたような看板には、社の名前と思われる文字が書かれていた。リョウにはそれが読めないのだが、不思議なことに、その意味は解わかる。

『紅こう龍りゆう神じん殿でん』――紅あかき龍神を祭る社。

「なるほど。……龍神さまねぇ」

　リョウは思わず呟いていた。

『龍神』という言葉……と言うより『龍』という言葉か……それが頭をモヤモヤさせる。

　ふと頭に浮うかんだのは、龍を退治したという物語。

　いつだったか、耳にしたことがある……気がする。山に棲む龍を酒で酔よわせて、潰つぶれたところを斃たおした、とかなんとか。

「龍神……」

　ニーナが小さく呟きながら、リョウのことを見てきた。

　ニーナも、何やら思い当たることがあるようだ。

　いったい何に思い至ったのか、リョウはニーナに聞いてみようとした……そのとき、

「お社様だ」「お社様がいらっしゃったぞ」

　周りの住民が騒さわがしくなり、一いつ斉せいに社の方を見つめていた。

　リョウも釣られるように社を見やる。

　そこには、一人の少女が立っていた。

　長い黒くろ髪かみを揺らし、純白を基調としたローブを羽織っている。

　巫女みこ……のような存在だろうか。

　住民たちは、お社様と呼ばれる彼女の影かげを踏まないよう、サッと道を広げて膝ひざをつく。

　お社様は、やや小こ柄がらな体たい躯くをしているが、周りが跪ひざまずいていく中、のけぞるほどに胸を張っているため、なかなか偉えらそうに見える。

　事実として偉いのだろうが、少女の態度が必要以上に大おお仰ぎようであるため、可笑おかしくもある。

　リョウたちの前まで歩み寄り、そこでピタッと立ち止まると、開口一番、彼女は言った。

「貴方あなたたちを待ってたのであるぞ」

「え？」

　ニーナたちが驚おどろきの声を漏らして、互たがいの顔を見合わせた。誰だれかが彼女に情報を漏らした……なんていうわけがない。みんな揃って首を横に振ふる。

　リョウたちがここを訪れることは、どこにも一いつ切さい伝えていない――それどころか、表向きはニヴ島に向かっているかのような情報を撒まいていたというのに。

　なのに、この少女の言い振ぶりは、まるで――

「私はスゥリィ、貴方たちの目的は承知してるのであるぞ」

　少女は――スゥリィは、ちょっと誇ほこらしげに胸を張りながら、

「だけど承しよう諾だくはしない、故ゆえに、石炭は譲ゆずらないのであるぞ」

「……ほぅ」

　リョウは思わず感かん嘆たんの声を漏らした。

　コレはまるで、未来を予知しているかのような言い振りだ。

　……あるいは、それっぽい騙かたりを混ぜて、石炭目当ての来訪者に罠わなを仕し掛かけようとでもいうのか。

　いずれにせよ、面白い相手だ。

「スゥリィは、未来のことが判るのか」

　リョウは単刀直入に聞いた。正直、答えは期待していなかったのだが、

「未来のこととは限らないのであるぞ。ありとあらゆる『真実』を、龍神様がお言葉にして託たくしてくださるのであるぞ」

　想像以上の答えが返ってきた。

「へぇ。『龍神様』がねぇ」

「そうであるぞ」

　と、スゥリィは自じ慢まんげな表情を見せながら、

「龍神様のご神しん託たくに、間違いはない」

　力強く言い切った。

　その言葉に、住民たちもみな、満足げに頷うなずいている。

「みな、このご神託があるからこそ、これまで生きてこられたのであるぞ。なればこそ、今回もそのご神託にある通り、貴方たちに石炭を譲るわけにはいかないのであるぞ」

　迷いのない結論。

　ジッと真っ直ぐリョウを見つめる目は、得体の知れない自信に溢あふれている。

　……こいつは、妥だ協きようすることなんて一切ないんだろうなぁ。

　とはいえ。

「そうは言われてもな、ここまで来てオメオメと手ぶらで帰るわけにもいかんのだ」

「その通り、貴方たちには、すんなり帰ってもらっては困るのであるぞ」

　とスゥリィは頷いて、

「貴方たちは、今日、川沿いに建つ小屋に泊とまるべきなのであるぞ」

　より具体的なことを――未来のことを明言してきた。

　川沿いの小屋であれば、リョウたちもここに来るまでに見ていた。

　それは、屋根と壁かべがある、というだけの代しろ物もので、材料になっている木材も一目見てボロボロとしか言いようがなかった。

　そこに泊まれと言うのか、この巫女様は。

「そこに泊まると、何か良いことでもあるのか？」

「あるのであるぞ」

　スゥリィは独特の言い回しで即そく答とうすると、

「そこに貴方たちが泊まることで、このあとの災さい厄やくにおいて、死者を四人で抑えることができるのであるぞ」

　淡たん々たんとした調子で、そう言った。

　空気が冷たく張はり詰つめる。

　死者が出る……そんな予言めいたモノを投げつけられただけでなく、その人数までもが明言されている。しかも、最低限の数として、四人が死ぬというのだから。

　いったいどの『四人』が死ぬというのか……勘かん繰ぐらないわけにはいかない状況だ。

「……おい」

　と震ふるえる声を絞しぼり出したのはブロムスで、

「そりゃどういう意味だ、おいっ！」

「やめてブロムス！」

　スゥリィに掴つかみ掛かかりそうになるブロムスに対して、ニーナが言葉で咎めて、リョウが物理的に静止した。

　対するスゥリィは、体重が三倍はありそうなブロムスの恫どう喝かつに対しても、微び動どうだにせずジッと真っ直ぐリョウを見つめている。

　まるで、リョウの返事のみに意味を見み出いだしているかのように。

　いつの間にか、ニーナやミレイユ、そしてブロムスまでもが、その視線と期待をリョウに集めていた。

「なるほど。判った――」

　と、リョウは声を弾はずませると、

「こちとら舟を漕ぎっぱなしで疲つかれてたんだ。お言葉に甘あまえて、そこで休ませてもらうことにするよ」

　リョウがそう答えると、ニーナもミレイユもブロムスも「やっぱり」という感じで、諦め半分、納なつ得とく半分、そしてその全てをひっくるめて楽しんでいるかのような笑みを浮かべていた。

　リョウの意見に反対する者はいない。

　こういうとき、いつもならニーナが直感的に反対することもあるのだが、今回は反対がないようだった。

「それは良かったのであるぞ！」

　するとスゥリィは、まるで子供みたいに破願して、

「小屋には既に、歓待の料理が用意されているのであるぞ。祝祭に匹ひつ敵てきするほどの贅ぜい沢たくなのであるからして、是ぜ非ひに堪たん能のうすべきなのであるぞ」

「そりゃあ、至いたれり尽つくせりだ」

　それはつまり……

　確実に、今日、この時間に、来訪者が来ることが読まれていたということだ。

　いったいどこまで読まれているのやら。勘繰ったところで答えは出ないだろう。

　こうして一同は、ダラグ川の河か川せん敷しきに立つ小屋の中で、一夜を過ごすこととなった。

「健けん闘とうを祈いのるのであるぞ」

　背中に掛けられたスゥリィの言葉は――巫女が『健闘を祈る』だとは――皮肉なのか、本心なのか……
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　……計画通りだ。

　突とつ然ぜんの――しかし既に予見されていた――来訪者が、ダラグ川沿いにある小屋へと向かっていく。

　その背中を見やりながら、一人の男が心の中でほくそ笑んだ。

　コードネーム：『モタル』――敵組織の内部に入り込む、毒のような男。

　縁えんも所縁ゆかりも無い来訪者たちには悪いが、最低でも『四人死ぬ』という《預言》を頂いている以上、四人が死ぬのは確定だ。

　死者の数がそれを下回ることは、もはやありえない。

　あとは、不確定な要素として、その数が増えるかもしれないということだけ。

　願わくは、この集落の者全員が死に至るように。

　今夜、この集落に『仲間』を呼び込むことで、我々の計画は達成される。

　武器を持たない貧弱なヒツジの群れに、強きよう靭じんな武器を持つオオカミが数頭だけでも紛まぎれ込めば、そこはオオカミにとって気軽な餌えさ場ばでしかない。

　……良質な石炭を独どく占せんしようというのが悪いのだ。それどころか、その石炭を使わず、神聖不ふ可か侵しんの山と共にただ崇あがめ奉たてまつるだけ……

　何とも愚おろかしい。

　モタルは元より、この村の住民だった。だが、ほんの二週間前のこと、今の主に出会い、そして石炭の利便性を知ってしまった。

　だからこそ、この村の連中が資源を無む駄だにしていることの愚かしさが際きわ立だって憎にくらしい。

　科学的思考――要するに合理的思考ということをしていかなければ、これからの世界、生きてはゆけないのだ。

　そして、合理的な思考を繰り返した結果……

　この村には滅ほろんでもらう。

　その結論に至ったのだ。かつての同どう胞ほうを裏切ってまで。

　そのために、毒としてこの村に紛れ込んでいるのだから。

　それが、この世界の発展のためなのだから。
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　改めて見ると、川沿いの小屋は本当にボロボロだった。

　木材が欠け、腐くさり、傾かたむいている。隙すき間まも所々にあって、それも数cmに及およぶくらい大きなものもある。

　中には蝋ろう燭そくの明かりがあるようで、その光が四方八方に漏れている。

　薄うす暗ぐらい外から、明るい中が良く見える――小さな卓たくに沢たく山さんの料理が並べられていた。

　中に入って、改めて見渡してみる。

　一辺が五ｍほどの小ぢんまりとした小屋。その中心には小さな卓が置かれていて、その上に、こぼれんばかりの料理が置かれている。

　魚の刺さし身みに野菜の煮に付つけ、そして、血が滴したたるほど分厚いレアの肉などなど……

「ほぉ。本当に歓迎されてるんだな」

「歓迎って……う～ん」

　相変わらずリョウが呑のん気きなことを言うものだから、ニーナは苦く笑しようした。

　現実としては、こちらの行動が完全に読まれている、という薄気味悪い状況なのに。

「まさか、食べないわよね」

　ミレイユが確認するように聞いていたから、ニーナも頷いて、

「あんな話を聞かされた後だものね、さすがに食べるわけには……」

「うん？　みんな食べないなら、俺が貰もらうぞ」

「「……え？」」

　ニーナとミレイユが困惑してリョウを見ると、リョウは両手で料理を抱かかえながら、既にムシャムシャと何かを食べていた。

「……な……なっ……何してんの!?」

「何って、そりゃあ見ての通り、食事だろ」

「……そうじゃなくて」

　ニーナは頭を抱えながら、

「さっきあの子に……スゥリィに、『これから四人が死ぬ』なんて言われたばっかりなのに、その、料理に毒が入ってるかも、とか考えないの？」

「うん？　……いや、考えなかったな」

「えぇ……」

「スゥリィは、用意されてる料理を『堪能すべき』だと言ってただろ。それに、俺たちがこの小屋に泊まれば『良いことがある』と。もしスゥリィの『死』の言葉を信じるなら、そっちの言葉も信じるべきだと思ったのさ」

　スゥリィの不思議な力……それを当然の前提として受け入れて、その上で、そんな解かい釈しやくをしてみせるリョウ。

　普通の人には、こんな判断力も適応力もないだろう。

　相変わらず、『動揺』とか『困惑』みたいな言葉とは無む縁えんの人だ、と思う。

「……でも、信用ができるのかしらね。部分的に嘘うそを交えた可能性もあるのだから」

　ミレイユが問うと、

「ま、合理的な理由もあるぞ」

　リョウはそう言って、

「たとえば、この肉はウシだ。真っ赤な血が滴るほど新しん鮮せんなウシ肉を半生で焼いている。しかも、これはきっと丸々一頭分ある。要するに、住民自身の分は分けて置いてないのさ。……さて、みんなはこの地域を見て回って、こんな料理が出てくると思ったか？」

「あ……」なるほど、と思った。

「そうね。確かに、正直なところ思わないわね」

　ミレイユも、リョウの言いたいことが判ったのだろう。

「俺おれがもし村の人間で、来訪者を殺そうとするなら、もっと安上がりに殺すだろう。不必要に豪ごう華かな食事を作ってまでして、自分の生活を苦しめる必要もない。そもそも、最初から殺すつもりなら、あんな怪あやしい『ご神託』の話をする必要もない。いっそ嘘をつくなら、『石炭を譲ります』とでも言えば、相手は簡単に油断するだろうしな。あとは契けい約やく成立のお祝いとか言って、毒入りの酒でも飲ませればいい、ってことだ」

「つまり、コレは本当の本当に歓迎の意思だ、ってことか？」

　ブロムスが肉を指で摘つまみ上あげながら、思わず生なま唾つばを飲み込んでいた。本心は、食べたくて仕方ないんだろう。

「あるいは、この料理に、俺たちを殺す以外の使い道があるのか……とかな」

「な、なんだよ、それは」

　ブロムスが不安げに聞いていた。だけど、リョウは何も答えないままニヤリと笑って、改めて食事を続けた。

「ぐ……くうぅ……」と、ブロムスは唸うなり声ごえを上げると、「お、俺も食うぞ！　こんな匂においが籠こもった部屋で、食わずに一晩を越こせるか！」

　言うが早いか、ブロムスは卓に飛びついて、両手に料理を掴つかみ取とって食べ始めた。

「うまい……うますぎる！」

　そんな歓かん声せいを上げながら、次々と料理を頬ほお張ばっていくブロムス。

　それに負けじと、リョウまで勢いよく食べ始めた。

「わ、私もっ！」

　ニーナも耐たえ切れなくなって、卓に駆かけ寄よった。

　ここで食べないというのは苦行だ。

　美味おいしそうな匂においを漂ただよわせていた料理は、実際、すごく美味しいものばかりだった。

「……仕方ないわね」

　そう言いながら、ミレイユも卓に寄って来た。

　そして、どこからかナイフとフォークを取り出して、ひとり優ゆう雅がに食べ始めた。

　リョウもブロムスも、そしてミレイユのことを昔から知っているニーナも、一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られてしまった。

　思い起こしてみれば、食器の無い食事を一緒にするのは初めてだったけど……まさか自分用の食器を持ち歩いているなんて。

「……なによ」

　三人に見つめられながら食事をしていたミレイユが、一いつ旦たんその手を止めてから呟いた。

「あ、いや……さすがお嬢じよう様さま、と思ってな」

　と、言葉を絞しぼり出すようにリョウが言った。

「べ、別に良いでしょう？　食事のマナーが身に染しみ過ぎてしまっているんだもの。今さら粗そ野やな食べ方なんて、できないわ――」

　少し拗すねたように、そしてちょっと恥はずかしそうに、ミレイユは言った。

「――ニーナとは違ってね」

「んん？」

　ニーナはミレイユに向き直ると、敢あえて笑え顔がおを浮かべながら、

「それは、私が粗野な食べ方をしているって、そう言いたいのかな？」

「そうよ――」即答された。「――女の子にあるまじきレベルでね」

「そ、そんなこと、ないよ！」

　ニーナはこっそり、両手に掴んでいた骨付き肉や串くし焼やきを皿に戻もどしながら言い返した。

「ほっぺ」

　ミレイユがそう言ったけど、その意味が判わからず、ニーナは「ん？」と首を傾かしげた。

「ソースが付いてるわよ。……いったい、どんな食べ方をしたのかしらね？」

「ひぅ!?」

　ニーナは声にならない悲鳴を上げて、自分の頬をペチペチ叩たたいて確かめていった。自分で触さわっても、ひどく熱い。

　ただ、ソースがどこに付いているのか判らなくて、なかなか取ることができない。

「ここだぞ」

「え？　きゃ……」

　突然の声と同時に横から手が伸のびてきて、ニーナの頬に――口のすぐ近くに触ふれた。

　ニーナから遠ざかっていく手の指には、ソースが付いていて、その向こうには、笑顔のリョウ。

　リョウはソースの付いた自分の手を引っ込めながら、そのまま、なんと、指に付いたソースをペロリと舐なめ取ってしまった。

「～～～～っ!?」

　さっきより声にならない悲鳴を上げてしまうニーナ。

　今の自分の顔は、見なくても判る、本当に真っ赤になっているはずだ。

「あらあら。見せつけてくれるわね」

　ミレイユが面白おもしろそうにニーナを見やってくれば、

「おぅおぅ、おぅおぅ」

　と、ブロムスが『俺は判ってるんだぜ』とでも言いたげな顔で寄って来る。

「そ、そういうんじゃないってば！　もう」

　ニーナは気分を誤ご魔ま化かすように、手近にあった肉を思い切り頬張った。

「あら、ニーナ。またソースが付いちゃったわよ――」

「っ!?」

　ニーナは慌てて口元を触って確かめた……でも取れない……取れない……どうしよう!?

「――嘘よ」

「っっっ!?」

　ニーナは恨うらみを込めた視線をミレイユに向けた。

「……悪かったわよ。冗じよう談だんが過ぎたわ。でも、そんな目で見なくても良いじゃない。……今の貴女、とてもひどい顔よ」

「え？」

　ニーナは我に返って、辺りを見渡した。

　ミレイユは苦笑しながら、ブロムスはニヤニヤしながら、そしてリョウはなぜか楽しそうな笑顔で、ニーナのことを見つめていた。

「お二人さんは、やっぱ仲が良いんだなぁ。今のニーナの顔なんか、これまで俺がまったく見たことないようなモノだったしな」
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　リョウはそんなことを言ってきた。

「あ、うん。……まぁね」

　ニーナは答えながらも、顔を真っ直ぐリョウに向けられない。

　顔が本当に熱い。きっと、蝋燭の明かりでもバレるくらいに真っ赤になってるだろう。

　……もう。こんな状態じゃ、眠ねむれそうにないよ。

　小屋の中が騒がしいまま、夜は更ふけていく。

　雨が、降ってきていた――




「ふぅ……」

　ニーナは、思わず快楽の溜ため息いきを漏もらさずにはいられなかった。

　まさか、ただの河川敷かと思ったら、小屋の裏手に温泉が湧わいていたなんて。

　ニーナは、汗あせや川の水でべとべとになった身体を洗いたくて、温泉に入ることにしたのだ。

　とはいえ、男だん性せい陣じんもいる中での露ろ天てん風ぶ呂ろ。無む警けい戒かいでいられるほどニーナも子供ではない。

　……まぁ、相手が相手なんだけど。

　昔から良く知られてしまっているブロムスに、あまり女性に興味なさそうなリョウ。

　そのくせ、ブロムスにいたっては、酒を豪ごう快かいに呑のんでいたせいで、すでに熟じゆく睡すい中。

　それでも、こちらにも女性としての矜きよう持じがあるので、リョウに対して「絶対に覗のぞいちゃダメだからね！」と強く念ねん押おししておいた。

「はぁ……」

　ニーナは深く溜息をついた。

　……疲れた。

　このままス～ッとまどろんで、温泉の中で眠ってしまいそう……

　そう思った次の瞬しゆん間かん――

「っ!?」

　ニーナの脳のう裏りに、強きよう烈れつな悲劇の光景が刻み込まれた。

　それは、すぐ目の前にある小屋を舞ぶ台たいとした、惨さん劇げき。

　リョウが、ブロムスが、ミレイユが、そして最後に、ニーナが……この小屋の中で一人残らず殺されてしまう、そんな光景。

　……直感だ！

　しかも、みんなの命に関わるような重大なモノ……

　伝えなくちゃ！

　ニーナは使命感に駆られ、他のものなどまったく考えられないくらいに急いで風ふ呂ろから出て小屋へと走りこんだ。

「リョウ！　ミレイユ！」

　小屋の中で起きていた二人に声を掛けながら、ニーナは直感のことを説明しようとした。だけど、そこで見た光景があまりに酷ひどすぎたため、説明の言葉が上手く出てこなかった。

　そのまま、しばらく固まってしまう。

　リョウもミレイユも、突然のことに驚いたのか、目を見開いて固まってしまっていた。

「ニ、ニーナ……」

　ミレイユが心配そうに見やってきた。それほどまでに、今のニーナは必死の形相をしているのかもしれない。

「ほ、ほたえなっ!?」

　と、リョウは叫んでいた。視線を逸そらしたり頭をポリポリ掻かいたり、見るからに困こん惑わくしている。

　まさか、あのリョウがこんなにうろたえるなんて……。

　でも今は、そんなことはどうでもいい。とにかく伝えなくちゃいけないんだから！

「わ、私、直感があったの！　この小屋で、その、みんなが殺されちゃう……」

「え!?」

　そこまで聞いて、ミレイユの顔色が変わった。

　そしてリョウは、なぜかジッと床ゆかを睨にらみつけたまま、

「判った。その直感を信じて、警けい戒かいしていこう」

　と言ってくれた。

「う、うん。お願いね」

　と、ニーナはひとまず、大事なことを伝えられた安心感で、ほっと一息を吐ついた。

　すると、そのタイミングを見計らうように、ミレイユが一言。

「それじゃあ用事も済んだでしょう？　早く、さっきまでの続きをしてらっしゃい」

「……え？」

　……さっきまで、自分は何をして…………あ。

「ひぅ……」

　ニーナは、悲鳴を上げる気力もないままその場にしゃがみこんでしまった。

　ようやく気付いた。

　自分は、さっきまで温泉に浸つかっていたんだ。

　それはもちろん、裸はだかで。

　そして、そのまま慌てて、何も着ることなく、この小屋に走りこんでしまって……

「はぁ……。とにかく、陰かげに隠かくれなさいよ、ほら」

　そのままミレイユに押おし出されるように、ニーナは温泉へと戻っていった。

「…………はぁ」

　リョウに、見られた。

　顔を俯うつむかせていたけれど、そりゃあ見たよね。見たからこそ俯いちゃったんだよね。

「…………はぅ」

　一人でお風呂に入っていると、どんどん気が滅め入いってくる。

　かといって、今すぐ出て行ったら、もっと気まずい。

「……う～」

　決断だ！　決断をするんだ！

　そうやって自分を奮い立たせて、ニーナはようやく、立ち上がることができた。

　……そうだ。落ち込んでいる暇ひまはないのだ。

　今はただ、直感で得てしまった最悪の状じよう況きようを回かい避ひするためにも、誰もがみんな、力を尽くさなくちゃいけないんだから。

　ここで自分が折れているわけには、いかないんだ。




　　　　　～～～




　明かりの無い山やま奥おくの、闇やみ夜よ。

　ダラグ川の流れは、全ての光を吸い取ったかのように暗黒で。

　ただ一艘そうだけ浮かんでいる小こ舟ぶねを、今にも飲み込んでしまいそうだった。

　小舟の上には、二人の男が身を潜ひそめていた。

　一人は弓を、もう一人は剣けんを、その身に備えている。

　コードネームは『ラルク』と『エスパ』。それなりの経験もある同どう僚りようだ。

　小舟は、静かに川岸へ寄っていく。ザザッという音が鳴ったが、川の流れと雨音に掻き消される程度のものだ。

　情報では、川沿いに建てられた小屋の中に、唯ゆい一いつの武器を所持している男が寝ね泊とまりしている、とのことだった。

　まずは、それを殺す。

　そうすることで、残りを無む抵てい抗こうのまま、容易たやすく葬ほうむり去さることができるようになる。

　そのために、既すでに小屋の陰には、もう一人の男が、槍やりを備えて身を寄せていた。コードネームは『アスタ』。この中では一番若く、血気盛んな先行型だ。

　近くで見ると、小屋のボロボロさが良く判る。

　明かりは、無い。

　所々に隙間があり、中の様子を容易に窺うかがい知しることができる。それどころか、アスタが持つ槍を使えば、外から中の人間を皆みな殺ごろしにできるほどの隙間になっている。

　アスタは、改めて中を見る。夜目がきくよう事前準備をしていたお陰と、屋根の隙間の多さから、視界の暗さはほとんど気にならなかった。

　部屋の隅すみには、食べ散らかした残飯が山のように積まれていた。

　この量を全て食べたのだとしたら、とても尋じん常じようとは思えないほどだ。

　改めて、人の存在を探さぐる。小屋の中央に集まるように、並んで横になっているのが判った。マントや上着を掛け布ぶ団とんに使っている。内側に並ぶ小柄な盛り上がりは、二人の女だ。ここでは顔は見えないが、そんなことはどうでもいい。景気付けに使っても良いということは了りよう承しよう済みなのだから、思う存分楽しませてもらう。幸いにも、ここは集落からは離はなれている。それなりに声が出ても、住民たちにバレる心配は無い。

　ただ、その脇わきを挟はさむように――まるで守っているかのように、大おお柄がらな盛り上がりが存在していた。こちらは男というわけか。

　そのすぐ脇には、サーベルだろうか？　不思議な形をした細身の剣が置かれていた。

　守ろうとする気き概がいはよろしいが、そもそも眠ってしまえば価値は無い。

　生あい憎にく、男たちの身体は、アスタの槍にとっては十分に射程内だ。小屋の隙間から槍を通し、外から安全に刺さすことができる。

　アスタは慎しん重ちように歩を進めながら、小屋の外を回り込む。

　そして、武器を持っている男、その胸に狙ねらいを定め、一気に突つき刺した。

　ズンッ……という手応えに加え、中の骨に当たったのだろう、硬かたい衝しよう撃げきが手に伝わった。

　アスタはすぐさま槍を抜ぬく。その切っ先には、血と脂あぶらが滴っていた。

　そして今度は駆かけ足あしになって回り込み、もう一方の男を狙う。ここまで来れば、気配を消すよりもスピード重視だ。すぐさま射しや程てい圏けん内ないに駆け込んで、そして息を吐く間もなく次の一いち撃げきを放った。

　ズンッ……手応えあり。

　コレで男は居なくなった。あとはか弱い女だけ。

　女たちはまだ起きていない。念のため、サーベルのような武器の位置も確かく認にんしたが、先ほどと変わらず床に放置されたままだ。誰からもすぐ手に取れるような位置ではない。

　アスタは下げ卑びた笑みを浮かべながら、後ろに待機している男たちを呼び込んだ。

　できることなら一対二で楽しみたいが、逃にげられてしまっては本ほん末まつ転てん倒とうだ。ここは慎重に、確実に、楽しませてもらう。

　ラルクとエスパが、雨に紛れて近寄ってきた。アスタは、二人に目配せをしてから互いに頷き合うと、先せん陣じんを切るように、ドアを静かに開けて中に一歩踏ふみ入った。

　ザグッ……

　踏み込んだ足に違い和わ感かんがあった。

　焼けるような痛みが走る……

　力が入らない……

　アスタは、そのまま体勢を崩くずして倒たおれていき……

　そして、ようやく、自分の足に何が起きたかを知った。

　銀色のフォークが、アスタの足の腱けんを貫つらぬいていた。

「ひっ!?　ぐあぁぁぁっ!?」

　痛みと恐きよう怖ふと困惑が入り乱れ、アスタは悲鳴を上げていた。

　入口のすぐ隣となりに潜んでいた男が、フォークで、アスタの足を刺したのだ。

　いったいどこに隠れていたのか……それはすぐに判った。

　部屋の隅に積まれた残飯の中だ。現に、男の身体には肉や果物の汁しるや残ざん骸がいがこびりついたままだった。

　あの残飯、やけに量が多いと思ったら、その下に人が隠れていたというのか!?

　……男たちは確かに槍で突き殺したはず……その手応えは確実にあった。

　その真相も、すぐに判明した。

　女たちが身を起こして、いつでも逃げられるような体勢になっていた。その女たちが横になっていた場所には、血の滴る肉が――ウシ肉の生だった部分が集められ、積まれていたのだ。

　ご丁てい寧ねいに、骨付き肉まで混ぜ込んで……

　更さらには、床に武器が放置されているところを見せ、反はん撃げきの目は無いと油断させ……

　そこまで思い至ったとき、アスタは敗北を確信した。

　もはや、全てにおいて勝てない、と。




　何が起こった!?

　エスパは混乱しそうになる頭で状況を把は握あくしようとした。

　突然、目の前でアスタが悲鳴を上げ、膝ひざを着いたのだ。

　その足には、フォークが深く突き刺さっていた。アスタのすぐ隣には、早くもアスタから切きり替かえ、こちらを睨み上げてきている男……コイツは最悪だ！

　エスパは咄とつ嗟さに剣を抜き、勢いそのまま横に薙なぎ払はらった。

「あがっ……」

　アスタが断だん末まつ魔まの声を上げ、その首が吹ふっ飛とぶ。エスパはソレごと隣の男に叩き付けた。

　だが、男は既にそこには居なかった。早い!?　動きそのものの速さではなかった。判断力がずば抜けているのだ。

　……一時撤てつ退たいだ。

　このまま少数で勝てる相手ではない――少なくとも確実な勝ちを計算できない。

　そうである以上、ここは撤退すべきだ。そして、麓ふもとに待機する小隊に伝達し、この失敗を――なぜ失敗したのかを、我々の主に伝えることこそが重要になる。

　エスパの主は拙せつ速そくを嫌きらう。その教えは、エスパたちにも受うけ継つがれている。

　先ほどのアスタの行動も、拙速ではなかったはずだ。反撃の要素は潰つぶしたはずだった。なのに、今、見事に逆を突かれてしまっている。

　ここで偶ぐう発はつ的てきな戦せん闘とうを繰くり返かえすのは、得策ではないのだ。

「退ひくぞ！」

　エスパの指示に、ラルクもすぐさま呼応する。

　小屋に向かって牽けん制せいの矢を放ち、その隙すきに距きよ離りをとる。

　川の小舟に乗ってしまえば、あとは勢い良く下るだけ。一直線のダラグ川、この環かん境きようは、闇夜の撤退のときこそ有効に活用できるのだ。

　エスパたちは、停留のためのロープを切りながら小舟に飛び乗り、その勢いで小舟を離り岸がんさせた。

　すぐさま小舟は流れに乗り、一気に速度を上げていく。

　……これで逃げ切った。そして小隊と合流できれば、こんな集落、一いつ瞬しゆんで滅ぼすことができるだろう。

　そして、グリフィス様に情報をお伝えするのだ。それが我々の使命なのだから。




　小舟が次し第だいに遠のいていく。このままでは侵しん入にゆう者しやを逃がしてしまうだろう。

　だが、こんなこともあろうかと、リョウは既に自分たちの舟ふねを近くに寄せておいたのだ。

　リョウはすぐに舟のある所へと駆けて行った――

　――舟は無かった。

　その代わり、とでも言うかのように、

「追う必要はないのであるぞ」

　スゥリィが、小こ柄がらな体たい躯くで立ちはだかっていた。

　たった一人で。

　雨の中、こんな夜よ更ふけに。

　すぐそこで殺し合いがあったというのに。

　平然と、彼かの女じよはそこに立っていた。

「あの者たちは、じきに死ぬ。龍りゆう神じん様の領域を侵おかした罰ばつが当たるのであるぞ」

「……そっか」

　と、リョウは呟いて、その場にどっかりと座すわり込んだ。その弾みで、服の中から肉の欠片かけらがこぼれ落ちた。丁度良いからソレをつまみに話でもしよう。

「ところでスゥリィは、『あと一人』の目星は付いているのか？」

　侵入者は三人。一方、スゥリィの預言にあった死者は四人以上。

　それを全面的に信じるとして、最低でもあと一人足りない。

「……それは、私は、その……知らない、ので、ある」

「ふぅん。そうか」

　その言葉は、どこかたどたどしかった。視線も下向きで、まったく合わなくなっていた。いつもの『であるぞ』っていう感じの自信たっぷりな態度はどこへやら。

　とはいえ。

　この犯人探しに関しては、リョウには既に策がある。

　夜明けまでには、全てが終わるだろう。

　そのとき――

　突然、地面が大きく揺ゆれた。

　と同時に、山が崩れたかのような大きな音が……いや。

　事実、山が崩れていた。

　リョウの居る位置から下流側に見える川沿いの山――その斜しや面めんがごっそり抉えぐれるように、川に向かって滑すべり落おちていく。

　あの辺りは、ちょうど……

「天てん罰ばつであるぞ」

　スゥリィが呟いた。

　リョウは思わずスゥリィを振ふり返る。

　宵よい闇やみの中、薄うすぼんやりと浮うかぶスゥリィの姿――

　その顔は、完全なまでの、無表情だった。




　アスタが死に、そしてラルクとエスパも土ど砂しや崩くずれに巻き込まれて死んだ。

　スゥリィと、そして来訪者であるリョウという男が、みんなにそう報告していた。

　……次は、自分か。

　モタルは思わずそんなことを考えてしまって、慌あわてて否定した。

　ここで黙だまっていれば、自分が村に紛れ込んだ毒スパイであることは絶対にバレはしない。

　証しよう拠こは無い。スゥリィですら気付いていない――神しん託たくも受けていないのだから。

　もうじき、夜が明ける。眠れない夜が終わろうとしている。

　もし何かミスをしていたのなら、既に糾きゆう弾だんされていることだろう。それが無いということは、何もミスをしていなかったということだ。きっと大だい丈じよう夫ぶだ。問題ない。気にするな。

　このまま、逃げ切る！

　モタルが決意を固めた、まさにそのとき、モタルの家のドアがノックされた。

　モタルは、弾はじけそうなほど激しく脈打つ心臓を、何度か深呼吸して落ち着けながら、軽い調子で「どちらさんで？」と応対した。

「スゥリィであるぞ」

　……スゥリィが、何をしに来た？
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　まだ探る必要がありそうだ。モタルはドアを開けず、警戒を強めながらも、いつもどおりを装よそおって言葉を掛かけた。

「どうされましたか、お社様？」

「もうとぼける必要はないのであるぞ」

「…………え？」

　予想外すぎる言葉に、モタルは声が詰つまりそうになった。

「龍神様が託たくしてくれたのであるぞ。今回死すべき人間の、残りの一人が、誰だれであるか」

「……な」

　……そんな、バカな!?

　確かに証拠は残さなかった。怪しい行動も取らなかったはずだ。

　なのに、コレでは……『神託』を食くらってしまったら、こちらには、もう手立てが無いでは……いや、まだだ。まだ誤魔化せる！

「……そんなのは、嘘だ」

「嘘？　であるか？」

「えぇ、そうですよ。そんなのは嘘に決まっております。何かの間ま違ちがいです。わたくしには何のことだか、まったく理解ができません」

「…………そうか」

　スゥリィは、どこか残念そうに呟くと、

「今、判ったのであるぞ」

「何が、ですかな？」

「貴方あなたが、裏切り者だったのであるな」

「……え？」

　そのとき、突とつ然ぜんドアが開け放たれた。

　その先には、胸を張って立ちはだかるスゥリィの姿。

「ご神託に間違いはない」

　スゥリィは、ただそれだけを言い切った。

　それだけで、十分だったのだから。

「あ、あぁ……」

　モタルは自分のミスを悟さとった。

　ダラガッカの人間は、神託を否定できない。

　それがこの村の掟おきてであり、絶対的な運命なのだ。

　ダラガッカを捨てた者だけが、神託を否定できる――否定してしまったのだ。

「なぜ、わたくしに狙いを定めたのだ？」

　モタルは、震ふるえる声を絞しぼり出した。ここまで来て誤魔化す気は、もう無い。

「狙いなんか定めちゃいないさ」

　突然、男の声がした。あの来訪者――リョウとかいう男の声だ。

　リョウは、スゥリィを背後に守るかのように、モタルの視界に入ってきた。

「そもそも、本当にこの村に内通者がいるかすら判らんかった。それでも、高々三〇〇人程度、どうせだったら全員調べちまった上で、安心して朝を迎むかえたくてな」

「村人全員に同じ質問を……そうやってカマを掛けて回ったというのか……」

「あぁ」

　と、リョウは事も無げに肯こう定ていして、

「ちなみにな、ここの村人としての模も範はん解答は、『ご神託がそう仰おつしやるのなら、それが真実です』だ。たとえ濡ぬれ衣ぎぬだろうとも、神託だからというだけで従っちまうんだよ、ここの連中は」

「…………ぐぬぅ！」

　モタルは懐ふところから短たん銃じゆうを取り出しスゥリィに向かって構えた。それを咄嗟に庇かばおうとするリョウ……だが、最初から狙いはこの男なのだ！

　モタルはリョウを目め掛がけて銃じゆうを構えた――その瞬間、手に痛みが走り、銃じゆう口こうがぶれた。

　モタルの手に銀色のナイフが突き刺さっていた。リョウが投げつけてきたのか。

　モタルは、思わず庇うような体勢になってしまった。その隙を突いて、リョウが踏み込んでくる。その手には細身の剣。モタルは慌てて狙いを戻す、と同時に引き金を引いた。

　ダァン……という破は裂れつ音おんが聞こえ、視界がグルンと急きゆう旋せん回かいした。

　それを最後に、モタルの意識は途と絶だえた。




　内通者は死んだ。

　これにより、ご神託にある通り、ここで四人の犠ぎ牲せい者しやが出たこととなった。

　ただ、面めん倒どうなことに……

　彼かれら侵入者は、みな、所属を証明するものはおろか、何かしら推察できるものも、何も持ち合わせていなかった。

　正体不明の侵入者。

　要するに、こちらが狙われているのは確実なのに、こちらから攻せめに転じることができない状況が、しばらく続くことになる。

　……まぁ、今は、ひとまず侵入者を撃げき退たいできたことで良しとすべきか。

「これで終わり、であるぞ」

　スゥリィは淡たん々たんとした口調で、そう呟いた。

　そしてスゥリィは、何事も無かったかのように、社の方へと歩き去ろうとしていた。

「村のみんなに、説明しなくていいのか？」

　リョウは、返事が予想できたものの、聞いていた。案の定……、

「大だい丈じよう夫ぶ、であるぞ。ご神託通りの出来事が起こっただけであるからの」

　だろうな。

　とリョウは心の中で思いながら、ひとつ、懸け念ねんしていることについて話した。

「となると、俺おれたちはもうお役御ご免めんってところか。石炭も貰もらえないとあれば、帰れと言われれば帰るぞ」

　正直に言えば、そんなつもりは毛頭ない。諦あきらめの良さなど、リョウには皆かい無むなのだから。

「え…………」

　スゥリィが、本当に哀かなしそうな眉まゆをして、瞳ひとみを潤うるませながらリョウを見上げてきた。

　これは予想外の反応だった。

「帰るので、あるか……。そう、であるな。もはや、リョウたちに関するご神託は、授さずかってない、のである」

　ただ、言っていることの内容は、予想できていたことだった。

「『神託』ねぇ……」

「判らない、のである。ご神託も無い状態で、いったい、何をすべきなのか……」

「何をすべきか、か……」

　リョウは独り言のように呟いてから、ふっと、イタズラっぽい笑えみを浮かべて、

「じゃあ、神託は、ここに居るべきとも帰るべきとも、何とも言ってないってことだろ？　だったら、俺たちはまだここに居てもいいんじゃないか」

「え？　あぅ……その」

「まぁ、居て欲ほしくないとか思ってるかもしれんが、どうも俺は疎うとまれることに慣れっこらしくてな。ちょっとやそっとで帰らせようとしたところで、俺は帰らないぞ」

「そ、それは……別に……」

　スゥリィの声が、自信なさげに、消え入りそうになっていた。

「別に？　構わないか？」

　リョウが後を継ぐように言葉を掛けると、

「……ん」

　スゥリィは顔を俯かせたまま、小さくコクンと頷うなずいた。

「そっか。なら、もう少し滞たい在ざいさせてもらうとするよ」

「……ん」

　コクンと、スゥリィは再び、さっきよりは大きく頷いてから、

「この村には、温泉があるのであるぞ。特に、お社の裏手にある温泉は、とても自じ慢まんなのである。……もし良ければ、特別に、みなで入っても良いのである……よ？」

　小首を傾げながら聞いてくるスゥリィ。自分の言葉のはずなのに、むしろそっちの方が自信なさげに喋しやべっている。

「温泉……」

　リョウは思わず遠い目をしてしまって……すると昨夜の光景がくっきりと思い出されてしまって、慌てて首を横に振って記き憶おくを振り飛ばそうとしながら、

「……ニーナとミレイユに、声を掛けておく」

　とだけ答えておいた。

「うむっ。そうすると良いのであるぞ！」

　スゥリィは、とても嬉うれしそうに、笑顔を弾けさせていた。

　それは、リョウも釣つられて頬ほおが緩ゆるむほどに、可愛かわいらしいものだった。
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　お社様の裏手――離れのような建物の中に、温泉が引かれていた。

　ニーナは、スゥリィからのお誘さそいを受けて、ミレイユと一いつ緒しよにこの温泉に来ていた。

　ここは、元々巫女みこのためにある温泉で、基本的に女性専用となっているらしい。

　ただ、今回は、スゥリィの特別の配はい慮りよのもと、侵しん入にゆう者しや撃げき退たいの功績を讃たたえ、リョウやブロムスも一緒に入って良い、という話になっていた。

　ただ、リョウもブロムスも、丁てい重ちようにお断りしていたけれど。

　結果として、今回は、あのときの露天風呂の場合とは違ちがって、男女が裸で鉢はち合あわせる、といったようなことは起こりえないのだ。

「これならニーナも安心ね」

「う、うっさいなっ！」

「？　何かあったのであるか？」

「な、何もないから！　本当に何もないから！」

　最初、リョウから声を掛けられて、

「スゥリィと一緒に、温泉に行かないか？」

　なんて言われたときは、それはもう本当に、温泉よりも頭が沸ふつ騰とうしそうなほど熱くてグチャグチャになりそうだった。

　二人はいつの間にそんな関係に!?

　滅め茶ちや苦く茶ちやパニックになりそうだったけど、話をよくよく聞いてみると、ニーナとミレイユが、スゥリィと一緒に温泉に行ったらどうか、というお誘いの話だと理解できた。

　つまり、リョウは行かない、ということだ。

　ニーナは凄すごく安あん堵どしていたけれど、と同時に、ほんの少しだけ寂さびしさを感じていた。

　それは別にニーナが痴ち女じよとして目覚めちゃったとかそういうわけでは全然無くて。

　もっと単純に、最近、お互たがいに忙いそがしすぎて、仕事以外の話を全然していなかったなぁ、と思ったからだった。

　お風ふ呂ろ場ばだったら、時間はあるのに……。でも、お互いに裸になってたら、それこそ話どころじゃなかった気もするけれど。

　そんな気持ちをひた隠しにしながら、いつもの自分を心こころ掛がける。

「それじゃお先～」

　ニーナは手早く脱だつ衣いを済ませて、一足早く温泉に浸かりこんだ。

　露ろ天てんとは違い、こちらは屋内。ただ、四方八方全てが良い香かおりのする木でできていて、いっそ露天のときよりもリラックスできそうだった。

　ニーナは「う、うぅぅ～ん……くはぁ」と思い切り手足を伸のばした。それだけで一気に疲つかれが吹っ飛んでいく気がした。

　……本当に、疲れた。

　神託と呼ばれる謎なぞの力――その力のもとに与あたえられた預言――

　その内容通りに、四人が死んだ。

　仲間の手によって首を切られ、一人。

　退たい却きやくしようとしたところを、突然の土砂崩れに巻き込まれ、二人。

　リョウとの対決の結果、首を刎はね飛ばされ、一人。

　そのすべてが終わったとき、リョウが言っていた。

「俺らが、あの小屋に寝泊りすることで、今回の侵入者にいち早く気付くことができた。もしそれが無かったら、きっと、集落の方まで侵しん入にゆうされて、もっと多くの死者が出ちまっただろうな」

　確かにその通りだと思う。だけど……

「必要最小限の死者、か……」

　ニーナは、自分で口にしていて、嫌けん悪お感を覚えた。

　死者なんて出ない方が良いのに……。

　だけど、今回は、相手もこちらを殺そうとしてきた。殺さなければ殺される。そんな状況でまで綺き麗れいごとを言うつもりはない。

　実際、インデッグ軍との戦闘による死者、その責任は、ニーナも担になっているのだから。

　ただ、この神託については、気になることが一つある。

　……もし、神託で『死者が出る』って言われたら、もう、死者が出ることを覚かく悟ごしなきゃいけない……のかな？

　神託が未来について伝えてきたら、その未来を変えることはできないのかな？

　……それは、何か、寂しすぎる。

　教えるだけ教えられて、なのに、何もすることができないなんて。

　それじゃあ、何のために教えられてるのか、判わからなくなっちゃいそうだ。

　……スゥリィは、どう思ってるんだろう？

　聞いてみたい……けど、聞いちゃったら何かが壊こわれる気がする。

「……お待たせを、した」

　背後から、消え入りそうなスゥリィの声がした。

　ニーナは思考を切り替えて振り返った。

　スゥリィは、いつものローブを羽織ったままだった。

「えと……服は？」

「……あの、その、私、恥はずかしい、のである、ので」

　途と切ぎれ途切れに答えるスゥリィ、そこにちょうど風が吹いて、ローブを捲まくっていった。

「はぅっ」と慌てて押さえるスゥリィだったけど、押さえたところ以外が捲れ上がったことで、いろいろ察した。

　……あぁ。中は裸なんだね。……全ぜん裸らにローブって、そっちの方が恥ずかしい格好かも。

　ニーナは思わず苦く笑しようしながら、

「ささ、早く入っちゃいなよ。向こう向いてるからさ」

　と背を向けて、スゥリィを促うながした。

　ここの温泉は、紅あかい。入ってしまえば恥ずかしいこともないだろう、と思ったのだ。

「……あ、ありがとう」という声の後に、衣きぬ擦ずれの音と、水音。「もう大丈夫、である」

　その声に促されて、ニーナは振り返った。

　スゥリィの色白の肌はだが、赤い濁にごり湯との対比で、一層白く、そして綺麗に映はえる。

　一方ニーナは、仕し事ごと柄がら、肌が焼けちゃっている。それが嫌いやなわけじゃないけれど、やっぱりというか、色白の肌には憧あこがれるのだ。

「…………ぅんっ」

　スゥリィが気持ち良さそうな声を上げながら、湯の中で伸びをしていた。

　そういう姿は年相応――一五歳さいとのこと――むしろそれより少し幼くも見える。

　スゥリィは、肩かたも見えないくらい深く紅い湯に浸かって、ちらちらとニーナの方を見上げてきていた。

　何か言いたげで、けど、何も言わずに視線を逸らして、だけどまた上うわ目め遣づかいで様子を覗うかがってくる……

　……かわいい。

　見ているだけで、思わず頬が緩んできちゃう。

「……待たせたわね」

　と、そこにミレイユもやってきた。

　どこに持って来ていたのか、身体にはタオルを巻いていた。

　彼女もスゥリィと同じくらい色白だから、その顔が真っ赤になっているのが良く判った。

「ミレイユってば、昔一緒にお風ふ呂ろに入ったじゃん。なに恥ずかしがってんの？」

「子供の頃ころの話じゃない。……あの頃は、別に差もなかったのに」

「差？　何の差？」

「何でもないわよ」

　ミレイユはなぜか不ふ機き嫌げんそうに言ってから、そのまま湯の中に入ろうとした。

「あっ……タオルに色、ついちゃう、のである」

　それを聞いてミレイユは寸前のところでピタと止まって、

「……ちょっと、向こうを向いていてくれるかしら」

　と、恥ずかしそうに言ってきた。

　ニーナとスゥリィ、並ぶようにしてミレイユに背中を向けていると、スゥリィを挟むようにミレイユが並んできた。

「……あの」

　スゥリィが、消え入りそうな声で言ってきた。

「ニーナ、ミレイユは、この村のことをどう思う、であるか？」

　突然の、漠ばく然ぜんとした質問に、ニーナとミレイユは思わず顔を見合わせた。ちょうど間にいるスゥリィは、真しん剣けんな目で、ニーナとミレイユとを交こう互ごに見やっていた。

「私は」

　と、ミレイユが先に口を開いた。

「みんな、なぜこんなところに定住しているのか、理解に苦しむわ」

「ちょっ……ミレイユ」

　あまりの言い振ぶりにニーナは口を挟もうとした……だけどミレイユの人差し指がニーナの口を押おさえてきて、何も言えなくなった。

「ここは、人が生きていくには不便すぎるのよ。交通手段は小舟のみ。田畑も家か畜ちくもみすぼらしい。石炭はあっても使い道が無い――使おうともしない。ヒトの生活からあらゆる『便利』を排はい除じよしたような生活が、ここにはあるのよ」

「そう……かもしれない、である」

「そうなのよ」

　と、ミレイユは断じて、

「スゥリィは、この村の外に出たことがないのでしょう」

「…………ん」

　スゥリィは、ちょっと恥ずかしそうに、小さく頷いた。

「私は、世界中を回って、いろんな物を見てきたわ。その上で、世界中のあらゆるものと比ひ較かくして、この村の印象を話したの。不便すぎて大変だ、ってね」

「……やはり、外の世界は、この村より良いのであるか」

「さぁね」

「え？」

「そんなこと、私に判るわけないじゃないの」

　ミレイユは、スゥリィを見つめながら、

「私は、この時代の最先端の技術と共に、とても便利な生活をしたいと思ってるの。できることなら、この便利さを世界中の人たちにも味わってもらいたいわ。……けど、便利すぎる生活には、それなりの苦く悩のうもある。それが嫌な人は、きっと便利な生活なんて望まない。不便でも良いから楽しい日々を送りたい、なんて思う人もいるでしょう」

　そして、ミレイユは穏おだやかに微笑ほほえんで、

「スゥリィが何を望んでいるかなんて、私はまだ知らないもの。そんな相手に対して、自分の価値観を押し付けるほど冷れい徹てつじゃないつもりよ、私は」

「……私が、何を望むか……であるか」

　スゥリィは、何かを確かめるように自分の手を見つめていた。

「それに」

　とミレイユは続けて、

「これほど良い温泉は、外には無かったわ。私としては、これだけでも、この村に来る理由になりそうなくらいよ」

　その言葉を聞いたスゥリィは、ぱぁっと表情を緩めて、

「この温泉は、私も好きであるぞ！　……そうか。ミレイユもこれ以上の場所は知らぬのであるか。……ふふ」

　心から嬉しそうに、はしゃいでいた。

　一通りはしゃぎ終わると、スゥリィはニーナに向き直って、

「では、ニーナは、どう思うのであるか」

　と、同じ質問を向けてきた。

「私は、そうだね……」

　ミレイユが正直な気持ちを伝えたように、自分も正直に伝えよう。

　うまく言葉にできるかは、判らないけど。

「どこか、懐なつかしいって思ったんだ」

「懐かしい？　……前に来たことがあったのであるか？」

「ううん。ないよ」

　ニーナは苦笑しながら、

「でも、何でだろう。ここの空気とか、時間とか、あと人とか、なんか全部ひっくるめて、懐かしいって思ったんだよ」

「…………良く判らない、のである」

「まぁ、自分でも良く判ってないんだよねぇ。山並みとか、田畑の風景とか、家の造りとか……そういうのを見ても、私の故郷のアヴェンティ村とは似ても似つかないし」

「……不思議、であるな」

　スゥリィの呟つぶやきに、ニーナとミレイユが頷きを返した。

「なら、また来る？」

　スゥリィは、ちょっとぎこちない言こと葉ば遣づかいになりながら、

「これは、預言じゃなくて、だから、間違いもある、けど、でも、二人とも、その……」

　しどろもどろで、だけど、どこか一いつ生しよう懸けん命めいに話そうとするスゥリィ。

　そんな様子が可愛くて、ニーナとミレイユは、つい顔を見合わせながら微笑んでいた。

「もちろん」

　とニーナが答えて、

「この温泉が好きだもの、また来るわ」

　とミレイユが答える。

「あ……」

　スゥリィは、どこか安心したように、だけど心から嬉しそうに、とろけるような笑え顔がおを見せてきた。
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　斥せつ候こうが戻もどらない……だと。

『計画』の日からは、既すでに三日が経たっているというのに。

　ダラガッカに向けて派は遣けんした者たちに関して、後方に待機させていた小隊にも報が無く、ましてや、この本州にも報が無かった。

　音信不通。

　その経けい緯いを知るための情報すら、どこにもない。

　ドネストル帝てい国こく第九の州：グイベル州、州都ウヴァル市。

　荒こう野やの中のオアシスを囲うように展開された城じよう塞さい都市、その中心に立つ巨きよ大だいな赤レンガの建物が、この州の主が住まう館――というより要よう塞さいだった。

　今、その館の謁えつ見けんの間には、ダラガッカに向けて後方待機として派兵していた小隊が、ようやくといった感じで戻ってきていた。

　その報告を受けたところで、グイベル州の主：グリフィス・フォモワールは、憎にくらしげに地図を広げ、一点を睨にらみつけた。

　ダラガッカ――隣りん接せつするテトラ州との州境にある、因いん縁ねんの地――

「まいったねぇ、まったく」

　グリフィスは、溜ため息いき混じりに独り言を呟いた。

　その声は、謁見の間に集められた小隊の面々にも届いただろうが、それに返答をするものはいなかった。

　小隊らも同様の思いだ、ということもあるだろうが、そもそも、兵士ごときが皇族であるグリフィスに意見をできるわけもない。

　ましてや彼らは、『計画失敗』の報を届けなければならなかった身なのだから。

　グリフィス・フォモワール――

　ドネストル帝国皇位継けい承しよう権けん第九位にして、グイベル州の領主。

　ここグイベル州は、『紅き荒野』などと呼ばれ、長らく不毛の地として捨て置かれていた。だが、先代の頃から鉄の一大産地として名を轟とどろかせ、一いち躍やく、金属工業の中心地として発展していた。

　鉄の力は偉い大だいであり、皇こう帝ていからも、主に税制や軍事協定の分野において、特別な恩おん恵けいを頂いているほどとなった。

　そしてグリフィスの代となって、グイベル州は、更さらに一段と発展する。

　その要因となったのは、鉄道だ。

　いまや交易の三分の二がハーメスト商会に独どく占せんされている中で、グリフィスは、ハーメスト商会ご自慢の商船団が使えない内陸部の発展に力を注いできた。

　その主力として、鉄道による大量かつ安定的な運うん搬ぱんが可能になれば、船による海運などは一気に時代遅おくれの代しろ物ものとなるだろう、と自負している。

　今でこそ、内陸にある州都ウヴァル市と海岸線とを結ぶ路線や、あとは、テトラ州の商業都市トルーズに向かって建設中の路線がある、というだけの中ちゆう途と半はん端ぱな物でしかないが、これはやがて、帝国中の主要都市を結ぶこととなるだろう。

　未来に向けた発展、そのためには、石炭が必要なのだ。

　蒸気機関の動力源として、良質にして安価、そして大量の石炭が必要なのだ。

　なればこそ。

　今回、グリフィスはダラガッカ侵しん攻こうを計画し、実行に移したのだ。

　ダラガッカを取り戻すために！

　テトラ州とグイベル州との州境にあるダラガッカ、この土地は、今でこそテトラ州の一いつ端たんにあるかのように言われているが、かつては違った――グイベル州のものだったのだ。

　なぜそんなことになってしまったのか、その経緯を簡単に言うなれば、州境が物理的にズレたのだ。

　かつて、とある山脈の頂を州境と定めていた両州だったが、あろうことか、ある日突然、その山脈の頂が全体的に崩ほう落らくしたのだ。

　その上、崩落以前は山の北側――グイベル州側に川が流れ、そこに集落が作られていたのが、崩落後、山の南側を川が通るようになり、そして、そこに集落が作り直された。

　山の頂が崩くずれたことに起因して、ダラガッカの集落は、グイベル州から見て山の反対側に遠のいてしまったのだ。

　当然、当時のテトラ州の領主とも協議を繰くり返かえした。だが、あの領主は……インデッグは、強大な海軍と経済力とを背景に、『山の頂を州境とする』という取り決めを固持し、グリフィスの主張に聞く耳を持たなかったのだ。

　それが今、インデッグは死んだ。

　とりわけ軍関係は、その指揮系統が混乱しているであろうことは、容易に想像がつく。

　つまり、今のテトラ州は、どれだけ強力な武器を持っていても、役に立たないのだ。

　この隙すきを、見み逃のがす手は無い。

　ダラガッカを抑おさえるのは――テトラ州に侵攻するのは、今こそが好機。

　政情が安定する前に、けりをつけなければならないのだ。

　……だが。

　今回の計画は、失敗した。

　これは、斥候がバレて殺された、というものとして考えるべきだろう。

　グリフィスは常に、考えうる最悪の事態を想定して、動く。

　今回で言えば、斥候の正体がバレて殺され、あるいは少なくとも抵てい抗こうできない状態にされ、その上で、こちらの情報が伝わってしまっている、という状じよう況きようを想定すべきだ。

　となれば。

　本来なら、可か及きゆう的てき速すみやかにダラガッカへの侵攻を進めたい。

　だが、それはあまりに拙せつ速そくな行動となる。

　そもそも、ダラガッカは州の外れの山やま奥おくにある。そこに向かうには、山の麓ふもとまで馬で丸一日、最新の蒸気機関車でも半日は掛かってしまう。

　ダラガッカへは、トルーズ市へと向かう建設中の路線の、現時点での終着駅が最も寄より駅となる。要するに、テトラ州との州境を越こえられないでいるのだ。

　鉄道があったところで、土地そのものが不毛であることには変わりがなかった。グイベル州には絶対的に食料が無いのだ。あそこまで派兵をするだけでも、グイベル州にとっては大きな負担となる。

　そのようなデメリットを考こう慮りよしてもなお、得られるメリットが大きいと確信できる状況でなければ、再度のダラガッカ侵攻は決断できない。

　……情報が、必要だ。

　グリフィスが頭を悩なやませていると、突然、謁見の間のドアが開け放たれた。

「何者だ？」

　この時間、外部からの謁見の予定はない。小隊との会合は四〇分も前に始まっている。その中で遅ち刻こくなどしようものならそのまま牢ろう獄ごくへと向かわせることとなるだろう。

　グリフィスの誰すい何かとほぼ同時に、小隊の兵士たちも警けい戒かいを強め、グリフィスを守るように即そく座ざに防ぼう御ぎよシフトを展開した。

　巨大な盾たてが立ち並ぶ。グイベル兵の防御は、文字通りの『鉄てつ壁ぺき』となるのだ。

「お邪じや魔ましますよ、グリフィス卿きよう」

　来訪者は、グリフィスの誰何を無視するように、涼すずしい態度で中に姿を現した。

　その姿を見て、兵士たちが騒さわがしくなった。一部の兵が、いつでも攻撃できるよう身構える。

　来訪者の男は、そんな外野には目もくれず、まっすぐグリフィスだけを見つめ、歩み寄ってきた。

「……誰だれかと思えば、反逆のホリアレインじゃないか」

　グリフィスは吐はき捨すてるように言った。事実、皇位継承権を剥はく奪だつされるようなことをしでかしたこの一族は、帝国民の全てから忌いみ嫌きらわれるべき存在なのだから。

　皇帝と懇こん意いにしているグイベル州の人間からすれば、尚なお更さらのこと。

　ルーク・ホリアレイン。皇族でありながら、先代の皇帝暗殺を企くわだてたホリアレイン家の人間……そして暗殺計画は失敗し、首しゆ謀ぼう者しやであるルークの父親は処しよ刑けいされ、ルーク自身も皇位継承権が永久に剥奪された。

　それから数年。この男がどこで何をしていたのかなど、グリフィスには判らなかったし、興味も無かった。

「おやおや、覚えていてくれましたか。もう四、五年は会っていなかったので、忘れられているかと思いましたよ」

「何の用だ、反逆者」

　グリフィスは単刀直入に話を進めた。と同時に小隊に指示を出し、ルークを取り囲むよう展開させた。

　剣けんや槍やりの切っ先が無数に向けられる中、ルークはまったく表情を変えずに、

「ダラガッカの計画の件、なぜこうなったか知りたくないですか？」

「…………」

　グリフィスは、心の動どう揺ようを押さえ込むように口を結んだ。

　ダラガッカへの侵攻は、秘ひ密みつ裏りに、グリフィスの直接の下命で行われた。その計画が外部にまで漏もれることなど、ありえない。

　しかも。

　この計画が失敗した原因を、この男が知っていると？

　興味を持たないわけがない。だが、短たん絡らく的てきに応対すれば、ここは語るに落ちる。

「何を言っているのか、理解できんなぁ」

　グリフィスは様子見のために、とぼけてみせた。

　だがルークは、そんなグリフィスの思おも惑わくなど気にも留とめないかのように、

「あの日、ダラガッカには厄やつ介かいな男が居ましてね、それがなければ、間ま違ちがいなくグリフィス卿の計画も成功していたでしょう」

「……厄介な男だと？」

　思わず聞き返してしまって、グリフィスは心の中で舌打ちした。たったひとつの返答だが、これによって、前提となる話の全てを認めてしまったようなものだ。

　ルークは、『我わが意を得たり』とでも言いたげな笑顔を見せながら、

「名前は、リョウ。インデッグ卿を斃たおした男、と言えば納なつ得とくできるかと思いますが」

「……つまり、ニヴ島を指揮した男が、今はダラガッカに居ると」

　今いま更さらとぼける必要もない。ルークに乗せられたかたちではあるが、有用な話ならば聞かない手はない。

「その通りです。ニヴ島の件――有名な事件ではありますが、ご存知ですよね？」

　ルークは、まるでこちらを試ためすように聞いてきた。

　グリフィスは敢あえて返事をしなかった。

　ニヴ島の一件は聞きき及およんでいる。

　あの、帝国軍ですら太刀たち打うちできないとまで言われた海軍を――装そう甲こう戦せん艦かんを擁ようしながら、内海の小島であるニヴ島に戦いを挑いどみ、そして破れたという。

　一報を聞いたときは、インデッグの油断だと思った。あの男は、自分の戦力を過信するところがあった。そこを敵が突ついたのだと。

　だが、事の詳しよう細さいが判明してくるにつれ、敗北の原因は他にあると察した。

　インデッグに油断がなかったとは言えないだろうが、多少の油断でやられるほど、この一件の戦力差は小さくなかった。

　それでもニヴ島が勝てたのは、そこに、奇き抜ばつな戦術を編み出し実じつ践せんする策士がいたからだ、と。

　圧あつ倒とう的てきな知力をもって、圧倒的な戦力差を覆くつがえした者がいたのだ、あのときのニヴ島には。

　それが、今度は、ダラガッカに居る……

　今まさにグリフィスの前に立ちはだかろうとしている……

　……あるいは既に、立ちはだかっているのか。

　今回の計画が失敗したのは、もしかすると……

「ニヴ島で最強の海軍を破った男が、今度は、内陸のダラガッカに目を付けた。とすれば、次に相手になるのは、最強の陸軍ということなんですかねぇ？」

「なぜ、貴様はそんなことまで知っている？」

「それは簡単なことですよ」

　と、ルークは事も無げに、

「僕ぼくがダラガッカに送っているスパイは、ここのスパイよりも優ゆう秀しゆうだから、ですよ」

「ぐうっ……」兵士の一人が唸うなり声ごえを上げ、ルーク目め掛がけて剣を振ふりかぶった。「グリフィス様を愚ぐ弄ろうする気かぁ！」

「ふっ」

　ルークは軽く笑顔を見せながら、兵士の一いち撃げきを難なく躱かわした。

　そして、バランスを崩した兵士の足元を蹴けり払はらい転てん倒とうさせる、と同時に、兵士の手から離はなれた剣を空中で掴つかみ取っていた。

　一連の流れるような動き。周りの兵士は呆あつ気けに取られたまま、身動き一つ取れていない。

　グリフィスもまた、止める間もなかった。

「くっ、この……ぎぁっ!?」

　慌あわてて起き上がろうとした兵士の喉のどもとに、ルークが剣の切っ先を突き立てていた。

　兵士は急いで身体を引いた……が、ルークの剣は常に離れない。兵士は床ゆかに仰あお向むけになったまま、もはや、ピクリとも動けない――唾つばを飲むことすら許されない。

　ルークの突き出した剣は、既に数cm、兵士の喉に刺ささっている状態なのだから。

　微み塵じんの躊躇ためらいも無い動き。もし兵士が妙みような動きを見せれば、それ以上のことも躊躇い無くやってのけるのだろう。

「が……は……」

　兵士は声も出せず、呼吸もままならず、涎よだれと涙なみだと血を垂れ流していた。下半身からも別の液体が床に広がっていく。これではもう兵士として使い物にならないだろう。

　ルークは、そんな兵士に目もくれず、自分の手元を確かめるように見つめていた。

「いい剣ですねぇ。さすがは『紅き荒野』グイベル。鉄の質も加工技術も帝てい国こく随ずい一いちです。ヒトの首にもサクッと入っていきますからね」

「……欲しければくれてやる。情報料と、それと部下の行いに対する慰い謝しや料りようだ」

「どうぞお構いなく。剣は別に必要ではないですから」

　なるほど、『剣は』か……

「……貴様の目的は何だ？」

　ルークに当てこすられている不快感を言葉に乗せて、グリフィスは言い捨てた。

「リョウという男、彼かれが死ねばいいんです――」

　ルークは、満面の笑えみを浮うかべて言った。

「その男が死にさえすれば、あとはもう、何も望みませんよ」

「…………」

　……この男、信用ならない。

　こちらの質問には答えずに、ただ自分の『教えたいこと』をつらつらと喋っていく。

　その上、こちらに与えてくる情報は、他の者からは聞けないような内容ばかり――誰も知らないような情報まで、こうして伝えてきたのだ。

　だがそれは、逆に言えば、情報の比較ができず、真しん偽ぎが検証できないということ。

　……この男からの情報に依い存そんすべきではないな。その重要性に惹ひかれては、やがて嘘うその情報にも飛び付きかねん。

「貴様の話は判った。そのリョウという男、このグリフィスの敵となるのなら容よう赦しやなく討うたせてもらう。だが、こちらにもこちらの思惑がある。期待せずに待っていることだな」

「えぇ、そのつもりです」

　そんなルークの返答には、『そもそも期待していない』という意味も込められているような気がした。

　ルークは続けて、

「ですが、早くしないと、今回の件が広まってしまうかもしれませんね。テトラ州の領地であるダラガッカを、いったいどこの勢力が襲おそったのか……。もっとも、僕も忙しい身ですし、それに口が堅かたい方ですからね、一ヶか月げつくらいは黙だまっていられると思いますよ」

　そう言って、ルークは楽しそうに微笑んだ。




「それでは、僕はこれで失礼しますよ」

　ルークは、ここでの用事もなくなったので、剣を放ほうり投なげて立ち上がり、身を翻ひるがえした。兵士の粗そ相そうが足元を邪魔していたため、倒たおれたままの兵士を踏ふみ台だいにして飛び越えた。

　他の兵士たちが行く手を塞ふさいでいたが、ルークが笑顔を向けると、慌てて道を開けるように飛び退のいてゆく。

　やはり、人間を躾しつけるには『恐きよう怖ふ』と『怒いかり』が最適だ。

　知ち恵えや意志など関係なく、みな思うように動いてくれる。

　駒こまは駒として。

　愚ぐ民みんが下手へたに動いたところで、どうせまともな結果を生み出せはしないのだ。

　愚ぐ者しやは愚者らしく、唯い々い諾だく々だくと命令に従えば良い。そうすれば、無む駄だな怪我けがもせずに済むのだから。

　グリフィスの駒たちを見やりながら、ルークは謁見の間を後にした。

　はたして。

　これでグリフィスは、改めてダラガッカを襲わざるを得なくなった。

　それも早いうちに、何らかの大義名分を作り出して、正式に州境を越こえるのだ。

　そもそもグリフィスは、慎しん重ちように事を進めようとしすぎるのだ。万ばん全ぜんの体制が整うまで、奴やつは行動を起こさない。

　それでは面めん倒どうなのだ。

　どこかで無防備な面を晒さらしてもらわなければ、こちらが楽に勝てなくなる。

　せいぜい、リョウを相手に本気で戦ってもらいたいものだ。




「ぐぅっ！」

　グリフィスは苛いら立だちを隠かくさず、眉み間けんに皺しわを寄せて歯を食いしばった。

　……ルークめ。人を徹てつ底てい的てきに追い込みながら、その上で、たった一つの逃にげ道みちだけを残している。追い込まれた人間は、その逃げ道を突き進むしかないではないか！

　たとえその先に罠わなが待ち構えていようとも、他の道は、無い。

　テトラ州への越えつ境きよう侵しん攻こう、しかも宣戦布告無し……

　このことが口外されれば、グリフィスの地位は……命は……そして野望は、露つゆと消える。

　なればこそ。

　その前に、足あ掻がくしかないのだ。

　猶ゆう予よは一ヶ月……あるいはもっと早く。

　拙速な行動は身を滅ほろぼす。

　この期間を、グリフィスは可能な限り使い切る。そして好機とあらば、それを見逃さずに突く。

　慎重に、万全の準備を整え、完かん膚ぷなきまで、叩たたきのめすのだ。

　まずは、情報と武器が必要だ。

　とりわけ、リョウという男の情報――最強の海軍を破った男の実力を、知らなければならない。

　そして、鉄の売買で得た潤じゆん沢たくな資金を使って、武器を買かい占しめる。それはすなわち、敵に武器を与あたえないということにもなるのだから。

　グリフィスは、さっそく部下に命じていった。

　もう、後あと戻もどりはできないのだ。

　ダラガッカを奪うばい返すまで。




　　　　　～～～




　テトラ州トルーズ市の、高台の裏にある森の中――

　一寸先すら闇やみに呑のまれる黒の中に、光一つ漏らさない小屋がある。

　そこは、リョウが武器の裏取引の場所として指定する場所の一つだ。

　しばらくダラガッカに滞たい在ざいしていろいろ執しゆう心しんしていたものの、こちらの仕事もないがしろにしている訳じゃない。

　そもそも、ダラガッカがどこかから侵攻を受けている以上、そのダラガッカを守るためには、この裏取引の場面でも重要な役割を演じていかなければならないのだ。

　ダラガッカを守るための交こう渉しよう術じゆつ――コレも一種の防衛戦なんだ。

　今日もまた、大事なお客様が来ている。

　とても大事なお客様が。

「金貨三の銀貨八、だと？　値上げしてるじゃないか。確かにアレはいい武器だった。新品とも遜そん色しよくないだろう。……だが、足元を見すぎているんじゃないか」

　客の男が、平静を装よそおいきれていない声で呟いた。

　あの、グイベル州で商人をしているという男――サクソンだ。

　数日ぶりの再会――そして改めて銃じゆうの売買を交こう渉しようする――ということだが。

　はてさて。サクソンにしてみれば、平静を装いながら交渉を申し込んだつもりなのかもしれないが、リョウに言わせれば、焦あせりが漏れ出ているようにしか見えない。

　何としても武器を集めておきたい、という思いだ。

　普ふ通つうなら、たった数日の間に、裏の商人に対して再度の交渉を申し込んだりはしない。

　それだけで、「自分は今すぐに、喉から手が出るほど武器が欲ほしい」と言っているようなものだ。

　個人売買ならそれでも良いが、商人がそんな態度を見せたら、その時点で負けだ。

　そこで、こちらが前回よりも高値を……ほぼ倍の値段を吹ふっ掛かけたものだから、サクソンは困こん惑わくを隠しきれなくなってしまったのだ。

　サクソンの焦り、それはすなわち、グイベル州の焦りだろう。

　はたして。

　ここ数日の間に、グイベル州が焦るような事態が起こっていた、ということだ。

　リョウとしては、いろいろ推察できることがあった。

　だが、今はとりあえず、それをまったく表に出さず、

「そいつは心外だなぁ」

　と、リョウはいつものように飄ひよう々ひようと、

「足元を見るも何も、俺おれはアンタの事情なんてまったく知らないんだぞ。こっちはこっちで、需じゆ要ようがあるから高く売るっつう商売の基本をやっているだけだ。それでも中古品である以上、他の店よりは安いはずだがな」

「それはそうだが……」

　サクソンは眉間に皺を寄せて、苦悩の表情をみせながら、

「……需要は、高まってきているのか？」

　と探さぐるように聞いてきた。

　それが商売人として気になるのか、それとも主人から探るように言われているのかは判わからなかったが、

「まぁ、それなりに儲もうけさせてもらっているよ」

　と、リョウは大きくニヤリと笑みを作った。目ま深ぶかに被かぶったフード越ごしでも、まるで非常に喜んでいるかに見えるように。

「どこが買っているか……なんて言えるわけもないか」

　サクソンは言葉ではそう言いながらも、その口ぶりは何かを期待しているようだった。

　リョウは、その期待に応えるかのように、

「まぁそうだな……。客でもない奴に――単なる話し相手に教えるわけにはいかないな」

「チッ……」とサクソンは舌打ちしながらも、「判った。買うよ。数は確定じゃないが、一〇は貰もらう。それで良いか？」

「毎度あり」

　リョウは一層、笑みを深くしながら、さっそく話し始めた――

　――まったくの作り話を。

「買っているのは国でも州でも貴族でもない。普通の市民だ」

「……なぜ、市民が買う？　銃なんて、気軽に護身用として買えるような代物じゃない。それこそ、こんな裏取引をして法を犯おかしてまで」

「当然、護身用じゃないのさ」

「……は？」

「もっと積極的に、戦うために買ってるんだ」

「戦う？　何と？」

「もちろん、皇族とさ」

「…………あ」

　サクソンは、何かに気付いたかのように声を漏らした。

　それでいい。リョウは、そこに思い至るように誘ゆう導どうしているのだから。

「気付いたみたいだな。そうだ……。テトラ州の政変を――ニヴ島の独立を――わが街でも起こそうとしているんだよ。それも一つや二つの街じゃない、国中の帝国民たちが、わが街での政変を望んでいるんだ」

「…………信じられん、そんな話」

　だろうな。

　こんな話を、ただの会話だけで信じてもらえるとは思っていない。

　だからこそ、絶対的な証しよう拠こを捏ねつ造ぞうしているのだから。

「もし信じられないって言うんなら、俺が使っている海運商会の動きを探ればいいさ。そうすれば、本当に武器が動いていることが判るだろう。それも一〇や二〇じゃない、まさに桁けた違ちがいの、数百の銃が動いているんだからな」

「海運商会だって？　バカを言え。武器は禁輸品なんだぞ。人のことは言えないが、違い法ほう品を扱あつかっている商会が出てきたところで、信用なんてできるか」

「おいおい。禁輸品を扱っているからって、その商会が法を犯しているとは限らないじゃないか」

「……は？」

　サクソンは、困惑したように間の抜ぬけた声を漏らしたが、ゆっくりと首を横に振って、

「……まさか、バカを言え」

　さっきと同じ言葉を繰り返しながら、

「禁輸品の……銃の取り扱いが許されている交易商会なんて、それは、あそこしか……」

「そう。ハーメスト商会だ」

「…………」

　サクソンは完全に絶句していた。

　リョウは、改めてハーメスト商会の強大さを実感しながら、

「俺が売った銃は、ハーメスト商会を介かいして全国に広がっていくのさ」

「…………」

　完全に無言になってしまったサクソン。

　対してリョウは、交渉を進める。

「さて、お客さん。長銃を一〇お買い上げということで。このご注文の品は、信しん頼らいと実績のハーメスト商会が確実に届けるからな。安心して待っていてくれ。……そうそう、送り先は怪あやしまれないような場所を指定してくれよな、こっちも命いのち懸がけなんでな」

「……あ、あぁ」

　と、気の抜けたように返事をするサクソンだったが、すぐに表情を変えて、

「ま、待て！　本当に、ハーメスト商会と関係があるんだな？」

「あぁ。そこで嘘をついたら、俺がハーメスト商会に潰つぶされちまう。場合によったら、俺のことをチクればいいさ。それに、もし証拠が欲しいってんなら、俺が売った銃には印が残してあるから、それを確かめればいい。……こんな感じのヤツだ」

　と、リョウは手元の羊皮紙に、ペンで『龍りゆう』と書いてみせた。

　コレは以前、自分独自の印を考えていたときに、ふと頭に浮かんできた《模様》だった。こういうこともあろうかと、前もっていろいろ準備していたのだ。

「……奇き妙みような、見たことのない模様だな。それに、容易に真似まねもできそうにない。……判った、確かめさせてもらおう。それとだな――」

　と、サクソンは続けて、

「銃の数なんだが、三〇……いや五〇は用意できないか？」

「まぁ、すぐにでなければ用意できなくもないが……う～ん……」

「な、なんだ？　何か問題でもあるのか？」

　サクソンが食い付いてきたのを確かく認にんしてから、リョウは言った。

「五〇で、足りるのか？」

「……どういう意味だ？」

「そのままの意味さ。最近の市民は、もっと大だい胆たんに武器を買い集めている。特に資源のある地域や、既に皇族から目を付けられている地域なんかは、住民の数以上に買ったりしているところもある。こんなふうに安く売っていると、そういう需要が高いのさ」

「……それは」

「ん？　思い当たる節でもあるのか？」

「い、いや、何でもない」

　サクソンは慌てたように否定した。それが却かえって怪しくなるのだが。

　この交渉において、リョウは常に、敢えて衝しよう撃げき的てきな言葉を選んで、相手の動揺を誘さそっていた。それもあって、サクソンは、商人にあるまじき動揺を見せてしまっているのだ。

　――そんなことで動揺するんじゃないよ。男だろ。もっと余よ裕ゆうかましちゃれ。

　ふと、誰かの声が聞こえた気がした。

　リョウの心を揺ゆさぶる声、コレが、リョウの信念となって息づいているようだった。

　だからこそ、リョウは揺るぎない。

「よし、じゃあこうしよう――」

　と、リョウは敢えて明るい声を出して提案した。

「アンタが実際に手に入れる数は、五〇だ。それなら一〇日もあれば用意できる。だが、契けい約やく自体は一〇〇でも二〇〇でも、好きな数字を買ったようにしちまうんだ」

「……つまり、将来の契約もしてしまおうと？」

「それもある。だがそれ以上に、もし武器購こう入にゆうが敵にバレちまったときに、数字を盛っておけば、脅おどしにも使えるってことだ。銃を五〇丁買った奴と一〇〇丁買った奴と、相手にしたくないのはどっちだ？　てことさ」

「……なるほど。そいつは面白おもしろい。良いだろう、買った」

　サクソンはリョウの意見に賛同して、景気よく契約を締てい結けつしてくれた。




　サクソンは、地元のグイベル州に帰って、さっそく武器の流れを調べた。

　正直言って半信半疑――よりも疑いの方が強いほどだったのだ。

　そして、サクソンは目まの当あたりにする。

『龍』の紋もん章しようを持つ銃が実際に流通しているという現実を――

　それも一〇や二〇ではない……数百もの銃が、既にグイベル州の街々に置かれているという現実を。

　……これらの銃の、銃じゆう口こうはどこを向いている？

　サクソンは、身動きすらできなくなるほどの怖おじ気けを覚えた。

　そして、震ふるえが止まらず弱々しい足を何とか動かしながら、グリフィスの元へと急いだ。

「今、州都ウヴァルの警備を薄うすくするべきではない。大規模な兵の遠えん征せいは控ひかえるべきだ」と進言するために。




２




「ニヴ島の財務帳票がまとまった」

　という報告を受けて、ニーナ、リョウ、そしてミレイユたちは、久しぶりにニヴ島へと立ち寄った。

　西大陸の最も寄より港であるトルーズ市の港から、約八時間。

　往復すると一日仕事となってしまうため、ここ最近はニーナたちもニヴ島に行く機会が減っていた。

　本当なら、もっとしっかりと目を向けておきたいんだけど……

　でも、そんなことを正直に言ったら、ニヴ島代表のダナンからは、「そんなに見に来なくても大だい丈じよう夫ぶだっての」と呆あきれ混じりに笑われてしまったこともあった。

　そんなことが言えるほどに、『強くなった』のだ。




　帝てい国こく第三の州：テトラ州に属する……正確には属していた孤こ島とう：ニヴ島。

　世界最高級の真しん珠じゆの産地であるがゆえに、狙ねらわれることとなった悲劇の島。

　それが、数々の苦境を乗り越え、そして、更なる高みへと上ってゆく……

　その中心には、常にリョウがいた。

　第一の敵は、この世界の経済を支配する大企業：ハーメスト商会による流通封ふう鎖さ――法律に基もとづいた経済弾だん圧あつだった。

　これにより、経済の全てをハーメスト商会に依存していたニヴ島は、食料危機に陥おちいり、さらには、ニヴ島の特産品である最高級の真珠を安く買い叩かれ、それこそ足掻くための手足すら奪われたような状態だった。

　そんなとき、ニーナたちとニヴ島は、リョウに出会ったのだ。リョウは、これに対たい抗こうして、島の廃はい棄き品からこれまでに無い新たな特産品――『螺ら鈿でん細ざい工く』を作り出し、法律の穴を突いて禁輸の網あみをすり抜け、結果的には困こん窮きゆうを解消するどころか、莫ばく大だいな儲けを得ることとなった。

　第二の敵は、最強の海軍と最新の秘密兵器を誇ほこっていた、テトラ州領主：インデッグ。

　総住民四五〇〇人のニヴ島に対して、インデッグは総勢一〇〇〇〇を超える戦力で進しん攻こうし、さらには、切り札の装そう甲こう蒸気戦せん艦かんをも使って、文字通りの総そう攻こう撃げきを仕し掛かけてきた。

　これに対してニヴ島は、リョウの発案・指揮の下、地の利を生かした大防衛線を展開し、ニヴ島を守り抜いた……それどころか、インデッグを討ち斃し、さらには、最新の装甲戦艦までもが手元に残った。




　今回の、ニヴ島の『戦利品』は、以下の通りだった。

　螺鈿細工の売買による儲けだけでも、金貨二六〇〇枚にも上る。

　これとの相乗効果により、真珠の販はん路ろもあわせて拡大するに至ったため、そこでも儲けが増えていた。

　全体的な経済効果で言えば、純利益だけで金貨三二〇〇枚分は増加した、と言える。

　もっと判りやすく言うと――

　このたった数週間の間だけで、ニヴ島は、島民四五〇〇人が半年間、物価の高い帝てい都とで遊びまくって暮らせるだけの儲けを出した、ということを意味していた。

　その一方――

　本来の意味での戦利品も、手に入れている。

　装甲戦艦が、ほぼ無傷の状態で手に入ったのだ。その巨きよ大だいさゆえ、ニヴ島の南にある入いり江えがそのままドックとして使われている。

　また、それとは別の蒸気艦――提てい督とくが使っていた船も、ニヴ島に係留している。ただ、こちらは戦せん闘とうの際に浅あさ瀬せに乗り上げたり砲ほう撃げきを受けたりと、もはや浮くのがやっとというような状態だった。

　これらに加えて、テトラ州立海軍の艦には、様々な武器が備えられていた。

　剣や槍などの近接武器も充じゆう実じつしていたけれど、何より、インデッグが個人的に集めていた銃火器類が手に入っていた。

　その総数は、二五〇。……ただ、ほとんどが先の戦闘の混乱で壊こわれていて、無事に使える物は七〇足らずというオチもあったんだけど。

　ともあれ。

　これが、たった一ヶ月程度の間に起こった出来事なのだ。

　まさに荒あら稼かせぎ！

　この全てにリョウが――そしてメルクリオス商会が強く関わっているという。

　当初、ニヴ島は、その利益のほとんどをメルクリオス商会の取り分にしようとしてきた。

「これはリョウが――メルクリオス商会のみんながいなければ、手に入れられなかったものばかりなんだ」

　ニヴ島の代表であるダナンたちは、確固たる意思でそう主張してきた。

　なるほど一理ある。

　だけど当然と言うべきか、社長であるニーナも、この利益をもたらしたリョウ自身も、その申し出は断った。

　勿もち論ろん、商会として利益を追求していくことは大事だし、それにメルクリオス商会は、大金を払って『航海赦しや免めん証』を更こう新しんしないといけない状態にある――その額、金二五〇〇。

　とすれば、自分たちは、何よりお金稼かせぎを目標としなくちゃいけない。貰えるものは貰えるときに貰っておく、ということも大事になってくるだろう。

　だけど、それは最終目標じゃない。

　商会の最終目標は――ニーナたちの最終目標は、そこじゃない。もっと先にあるものなのだ。

　人々の生活を、より豊かにするために。

　こんなこと、綺き麗れい事ごとのように聞こえるかもしれないけれど、結局、お金を稼いだだけで満足しちゃったら、それは単なるお金好きで終わっちゃう。

　お金を稼いだからには、使わなくちゃいけないんだ。

　幸い、今のメルクリオス商会は、暫ざん定てい的てきな航海赦免証を持っている状態だから、そちらは喫きつ緊きんの問題じゃない。

　だからこそ、今回、ここで稼いだお金は、是ぜ非ひともニヴ島のために使いたかった。

　……もちろん、それが将来のメルクリオス商会のためにもなるからこそ、なんだけど。

　そう考えて、今回の儲けは、ほとんどをニヴ島の生活改善のために使うこととなった。

　そちらの成果も、今回、ちゃんと確認することができた。




　ニーナたちは、まず、島の診しん療りよう所じよに足を運んだ。

　そう。

　診療所ができたのだ。

　ニヴ島は内海の孤島で、最寄の港であるテトラ州トルーズ市までも、早くて片道八時間の航海を余よ儀ぎなくされる。

　にもかかわらず、ニヴ島には定住する医者が居なかった。

　薬草や毒消し草など、民間療りよう法ほうのような薬は島でも採れるものの、その種類にも効果にも限りがある。

　どうしても、手て遅おくれになる事態が多かった。

　それが今回、ついに、待望の、最新医術を心得ている医者が常じよう駐ちゆうすることになったのだ。

　人材探しに苦労はしなかった。と言うのも、ニヴ島の活かつ況きようを聞いた医者たちが、こぞってニヴ島への移住を希望してきたからだ。

　とはいえ、当然ながら、その中には怪しい連中もいた。どうせ島民には医い療りようの知識なんて無いだろうからと、適当に仕事をして大金を手にしようとするような輩やからだ。

　だけど……

　こちらには、『最強の採用面接官』と称しようされる人間がいた。

　ニーナだ。

　いや、まぁ、ニーナ自身としては、それほど信頼されても困るんだけど。

　とりあえず、直感的に「怪しい」と思った人は、どんなに人が良さそうに見えても弾はじいた。その中で、ニーナが良いと感じた人を、さらにリョウが面接していくことで、採用が決定された。

　そうやって採用した医者は、本当に、島のために頑がん張ばってくれている。

　真珠や報ほう酬しゆう目当てのヤブ医者じゃない、正しよう真しん正しよう銘めい、心からニヴ島のことを想おもっている医者だ。

「ごめんください」

　とニーナが声を掛けながら診療所の中に入ると、奥おくの部屋からヌッと、巨大な毛玉みたいな物体が姿を現した。

　そして、毛玉の一部がクパァと開き、

「……おぅ。珍めずらしい客だな」

　と、野太い声が漏れてきた。

　毛玉に見えたのは、人の顔――ここで働いている医者の顔なのだ。

「わ……相変わらずだね、ヒゲオヤジさん。ニヴ島に来て、ヒゲが育ったんじゃない？」

　さすがのニーナもちょっと引きながら、ヒゲオヤジに話しかけた。

「湿しつ度どと塩加減が丁度良いんだろう。いずれ全身毛玉になっちまう」

　そう言って、ヒゲオヤジは豪ごう快かいに笑った。

　見た目はとんでもないし、結局本名は教えてくれないし、という怪しさ満点の人なんだけど、実際、その人ひと柄がらも、医者としての腕うでも、申し分なく優すぐれている。

　ちょっとぶっきらぼうに感じるところはあるけれど、子供たちには甘あまかったりして、意外とお茶目さんなのだ。

　それに、ダナンと結構ウマが合うらしく、毎晩のように酒を飲み交わしているんだとか。

　それでいいの？　と思わなくはないんだけど、言いい換かえれば、それだけ平和なのだ。

　前に、ダナンが言っていた。

「これで、もう食べ過ぎて腹が苦しくなっても大丈夫なんだなぁ」

　ニヴ島のみんなは、今、『食べすぎ』の心配をできるほどに、豊かになっているのだ。

「今日はどうした？　冷やかしだったら帰ってくれ。これから問もん診しんに行かにゃならん」

「あ、ごめんなさい。何か、現状で足りないものはないかなぁって確認に来たんだけど、それは大丈夫そう？」

「律りち儀ぎなこって。何も問題ない。気にするな」

　と、ヒゲオヤジは言い捨てながら、急ぐように外に行ってしまった。

　その背中を見つめながら、ミレイユはぼそりと呟つぶやいた。

「私、あの人が少し苦手なのよ」

「え？　そうなの？」

　……うーん、確かに、ちょっと毛深くて、ぶっきらぼうで、実際、赴ふ任にんした直後なんかは見た目が苦手で怖こわがってた、っていう人も居たみたいだけど……

　でも、少しでも話してみれば、そんな疑念は完全に払ふつ拭しよくされてしまうのだ。

　だから、ミレイユが今でもそういう感想を抱いだいているのは、意外だった。

　すると、ミレイユは続けて、

「あの人のこと、何て呼んだら良いか判らなくて……。本名を教えてくれないんだもの」

「あぁ……」

　ミレイユの交友関係には、こう言ったふざけ気味のあだ名で呼び合うことなんてなかっただろうしなぁ。

　ニーナは、ミレイユが真ま面じ目めな顔で「ヒゲオヤジ」と呼んでいるところを想像してしまって、つい「ぷふっ」と笑いを漏もらしてしまった。

「……楽しそうね、ニーナ」

　ミレイユに睨にらまれてしまった。

　けど、ミレイユも、自身が妙なことを言ったという自覚はあるようで、すぐに表情を崩くずして、困ったような笑みを見せていた。

　ヒゲオヤジは、早くも、みんなに好かれている存在となっているのだ。




　次いでニーナたちは、最近になって新しく作られた畑に向かった。

　そもそもニヴ島は、大海に囲まれた小さな島なので、島の全土に塩が広がってしまっている。そのせいで、小麦やイモなどの主食がまともに生育せず、それが以前の食料危機にも繋つながってしまっていた。

　ここで必要となったのは、塩害に強い作物。

　それと、真水だった。

　塩害に強い作物については、ミレイユのコネが大だい活かつ躍やくした。

　かつてハーメスト商会の顔として、財界の最前線に身を置き、ハーメスト商会と距きよ離りを置いている今もなお、《夜会》などで独自のコネを展開しているミレイユ。

　そんなミレイユのもとには、各分野の最先端・最さい高こう峰ほうにある『人』と『情報』が集まってくる。

　この点、ニヴ島とその仲間たちは、真珠と螺鈿細工という、他が真似しようにもできない特産品を擁ようしている。他の商人たちは、少しでも有利な条件でそれらを手に入れたいと考えているため、競きそうようにミレイユに情報を渡わたしてくれるのだ。

　その中で、まだ実験中ではありながらも、塩害に強いイモがある、という話を耳にした。

　そこでニーナたちは、すぐさまそのイモを栽さい培ばいしている所と交渉をして、ほぼ即そつ決けつで苗なえを購入した。

　そこの人は、元々北方の島出身で、ニヴ島の話をしたら故郷といろいろ重なったらしく、快く売ってくれたのだ。

　つくづく、商売の基本は、ヒトとヒトとの繋がりあいなんだなぁ、と実感した。

　一方――

　真水については……

　雨水は常に溜ためている。だけど、それは生活をするために必要最低限の量であって、それで農業をすることは、さすがにできなかった。

　勿論、ここで儲けたお金を使って、雨水タンクも新調して大きな物に換えていた。それでもやっぱり、足りないのだ。

　だから、井い戸どを掘ほる、ということは即決された。ただ、その進展が中々なかった。

　というのも、沖おき合あいの孤島であるニヴ島では、真水を引き当てるためにかなり深くまで掘らないといけなかった。そのためには、どうしても最新式の井戸掘り機が必要だった。

　最新式の井戸掘り機を販はん売ばいする商人は、トルーズ市に居た。

　これ見よがしに、文字通りの看板商品として、最新式の井戸掘り機が展示されていた。

　人が中に入れるほど巨大な車輪と、それに連動して動きそうな、鉤かぎ付きの長い鉄棒……そういった外観は見て取れるけれど、実際にどうやって使うのかも、ニーナたちには判らなかった。それでも、これを使えば楽に深くまで掘れるという評判は、そこかしこから聞こえてきていた。

　これは是非とも欲しい、そう思ったのだけど……

　金貨一二〇枚……。井戸掘り機の相場が金貨二五枚程度にある中で、いくら最新式とは言え、完全に足元を見られた格好だった。

　今回の儲けを使えば買えなくはない。だけど、井戸掘り機だけが必要なわけじゃない。他にも必要な物がたくさんある以上、これだけにそんなお金を割さくわけにはいかなかった。

「真水が必要なのだろう？　水が無ければヒトは生きてゆけないからなぁ。これはいわば、命の価値だ。それを値切るわけにはいかないだろうに」

　そう言ってニヤニヤと笑う商人の顔が、どうにも気持ち悪かった。

　ニーナは、背後にある井戸掘り機が輝かがやいて見える一方で、この商人の顔に影かげが掛かり、どす黒く見えて仕方がなかった。

「あ、あなたこそ、人の命を……っ」

　ニーナが思わず怒ど声せいを漏らしてしまったら、リョウが、いつものように飄々とした様子で間に入ってきた。

「悪いが、それは即決できる額じゃないんでな。これからいろいろ相談して、何度か交こう渉しように顔をみせたいんだが、それでもいいか？」

「ふっ。それは一向に構わんよ。だが、何度交渉に臨のぞもうとも、これ以上の値引きをすることはできない。逆に言えば、それは貴方あなたたち自身が、ニヴ島の人たちの命を、その程度の額だと評価していることに他ならないのだからな」

　改めて、厭いや味みったらしく言ってくる商人に、リョウは「そいつは有あり難がたい」と感謝の言葉だけを返していた。

　……あぁ。何か企たくらんでいるんだなぁ。

　ニーナは察した。そうとなれば、一気に安心することができた。

　事実、リョウはとんでもないことを企んでいた。

　リョウがこの商人との間で数度の交渉を終えたとき――

　リョウはこう言った。

「井戸掘り機を、俺たち自身で造っちまおう。設計図は、ここにある」

　そうして指差したのは、自分の頭。

　あろうことか、リョウは、商人との交渉を重ねながら、井戸掘り機をじっくり観察して、その構造や特とく徴ちようを覚えてきたと言ったのだ。

　とんでもない記き憶おく力りよく……というよりも、リョウは、いざというときの集中力が常人離ばなれしすぎている。

　コレと決めたときの突とつ破ぱ力が、凄すごいのだ。

　リョウは、鼻歌交じりに井戸掘り機の建造を進めながら、楽しそうにこう言った。

「商人の扱う商品は、物だけじゃない。むしろ物だけあったって意味がない。大事なのは、情報なのさ」

　井戸掘り機を高く売りつけようとしたあの商人は、井戸掘り機を看板のように見せびらかしていた……

　あの商人は、自分の商品を出だし渋しぶるつもりでいながら、その実、既すでに商品を手放してしまっていたようなものだったのだ。

「誰だれかに嫌いやがらせすることだけを意識するあまり、自分自身のやっていることを鑑かんがみれなくなってたんだろう。じきにここだけじゃなく、世界中であの井戸掘り機が活かつ躍やくするようになるぞ」

　リョウは、皮肉たっぷりにそう言った。

　後に、その皮肉通り、最新式の井戸掘り機が世界中で活躍することになるのだけど……

　リョウの視線は、常に、他人よりも数段先に向けられている。

　今、ニーナの目の前にある畑では、イモの苗がずらりと並び、そこに、井戸から汲くみ上あげられた真水が撒まかれていた。

　順調に育っていけば、三ヶか月げつほどで収しゆう穫かくできるだろう。

　そうすれば、もう、小麦のために危ない橋を渡らなくても済むようになる。

　そして、ニヴ島は、もっと豊かになってゆくのだ。




　こうしてニヴ島を見て回っていると、明らかに賑にぎやかになっていることが判る。

　それは、住民たちの気持ちの問題もあるだろうけど。

　何より、人が増えている。

　というのも――

　あの海戦が終わった直後、ニヴ島の周辺には、住民四五〇〇人の他に、六〇〇〇人近い人が居た。

　インデッグ軍の兵士たちだ。

　敵将インデッグが戦死し、それに加え、インデッグの横暴により友軍の兵士が撃うち殺ころされていたこともあって、インデッグ軍は士気が激減し、そのまま撤てつ退たいするに至った。

　ただ、その中には、敵ながらリョウに惚ほれこんだ男たちもいた。

「是非ここで働かせてください！　何でもしますから！」

　という熱意のもと、ニヴ島での定住を望んだり、メルクリオス商会の社員になりたがる者も多数いたのだ。

　まぁ、普通の組織だったら、ついさっきまで剣けんで斬きり合あい銃で撃ち合っていた相手を仲間にしようなんて考えないと思うんだけど……

　けど、メルクリオス商会は普通じゃない。

　その中でも特に、社長のニーナは抜きん出て普通じゃない……という自覚はある。

　ニーナは、簡単な身辺調査をしただけで、あとはとことん適当に、それこそ直感に従うように、定住許可や社員採用を決めていった。

　実際問題として、メルクリオス商会も深刻な人員不足なのだ。

　本来の拠きよ点てんは、ニーナの故郷：アヴェンティ村にあるものの、職しよく業ぎよう柄がら、経済・物流の拠点は、帝国最大の商業都市：トルーズ市に置いている。

　そして今、ニヴ島と深い関係になったことによって、ニヴ島を守り、そしてより発展させるための人員も必要になってきていたから。

　このため、ニヴ島には、純じゆん粋すいにニヴ島の住民として移住した者と、メルクリオス商会の社員として派は遣けんされて住んでいる者とが、増えていた。

　その結果。

　ニヴ島の住民は、六二〇〇人まで増えていた。

　それでも、こんなに一気に住民が増えたにもかかわらず、これまで大きな問題もなく、仲良く暮らせてきているのだから、良かったと思う。

「ニーナの直感のお陰かげだな」

　なんて、ブロムスなんかは冗じよう談だんめかして言ってくるんだけど。

　……まぁ、確かに、直感を頼たよりに雇やとった人たちの中には、偶ぐう然ぜん鉄てつ砲ぽうの製造に関わった人がいたり、偶然戦せん艦かんの建造に関わった人もいたりしたんだけれど。

　でも、きっとそれは、私のお陰なんかじゃない。

　大事なところは、そうじゃないんだ。

　本当は、みんな、リョウに惹ひかれているんだから。

　リョウの活かつ躍やくで躍進したニヴ島に住みたい、とか。

　ニヴ島を躍進させたリョウと一いつ緒しよに働きたい、とか。

　そういう気持ちでいる人が多いからこそ、今、こうしていられるんだと思う。

　彼かれは、いつでも、周りの人を惹きつけてやまないのだ。

　……ほら、今も、なんか見てるこっちまで楽しくなっちゃいそうな笑え顔がおをしちゃって、こっちに来てる。あれは間ま違ちがいない、また何か突とつ拍ぴよう子しもないことを企んでいるんだろう。

「今度は、何を言われるのかしらね？」

　すぐ隣となりにいたミレイユも心得たもので、ニーナと同じような気持ちでいたらしい。

「ニーナ。ちょっと思い付いたことがあるんだが、相談に乗ってくれないか？」

　ニーナは苦く笑しようしながら、「なぁに？」と声を弾はずませて聞いていた。

　ニーナ自身、楽しみな気持ちが隠かくせていなかった。

「船を改造したい。ラール号を、もっと凄い船にしたいんだ」

「…………へ？」

　突拍子もなさ過ぎて、ニーナは間の抜けた声を出だしていた。

　一方、リョウは興奮をあらわにしながら、

「ほら。向こうの軍の、提督か何かが使ってた蒸気艦があっただろ？　ボロボロになっちまった奴やつ。あの船も、最新ではないにしても、かなり良い技術を使ってる。折せつ角かくだから、有効活用したいじゃないか」

「あ、うん、まぁ」

「だろ？　それでさ、あのままじゃ使えないけど、あの船の部品を拝借して、他の船に取り付けられないかって思ったんだ。……で。船の構造をいろいろ見て回って、ラール号が一番良いと思ったんだ。使う頻度を見てもラール号が抜群だ。だからこそ、ラール号をもっと強くしたいんだ」

「え、えーと……」

「ラール号は、ニーナにとって大事な船だってブロムスから聞いている。親父おやじさんから受うけ継ついだ船の一つだから、思い入れが深いって。だから、これには、ニーナの協力が必要なんだ」

　……そう。

　ラール号は……そしてメルキュリア号も、先代社長であり父であるコナーダが遺のこしていった物なのだ。

　ニーナは、それを受け継いで、使っている。

　それはそれで、事実なのだけど……

　ニーナにとって、ラール号は、別の思い入れも深く刻まれている物だった。

　それは……

「リョウと初めて出会ったのも、この船だったね」

「あぁ、そうだったな」

　もうずいぶん前のことのようにも思えるけど、あれから、まだ二月も経たっていないのだ。

　それでも、この船と一緒に――リョウと一緒に過ごした思い出は、ニーナの心を深く捉とらえている。

　ニーナは思った。

　ラール号は、父と一緒に過去に留とどまるような船じゃない。

　リョウと一緒に、未来へと進む船になるべきなんだ。

「いいよ、リョウ。私はリョウに任せるよ」

「おっ。本当か！　なら、俺おれの思ったように好きに改造させてもらうぞ」

「ぅえ？」

　……ちょっと言い過ぎたかも。

「あの、任せるって言っても、それはもちろん……」

　――常識の範はん囲い内ないで。と言おうとして、それはリョウには無理だと悟さとった。だから代わりに、

「ちゃんと、凄い船にしてくれるんだよね」

「あぁ、もちろんだ！　今回のダラガッカのためにも、絶対に必要な船になるぞ」

　リョウの目は既に、先を見ていた。

「うん。それを聞いて、安心した」

「よし！　張り切って改造するぞぉ！」

　子供のようにはしゃぐリョウを見て、ニーナも思わず釣つられて微笑ほほえんでいた。

「まずは、巨大な大たい砲ほうを付けるだろ。それに、船首を槍やりみたいに尖とがらせて、そこに鉄板を付けなくちゃな。底にもガンガン鉄板を付けて強化して……。いっそ、蒸気機関を積んで外輪を付けて、蒸気船みたくできたら最高だろうな！」

「「…………」」

　ニーナとミレイユは、無言のまま見つめ合っていた。

　……大だい丈じよう夫ぶ、だよね？

　やっぱり不安になってしまったニーナだった……だけど、それ以上に楽しみにしている自分もいて、つい、笑えみが漏れてしまうのだ。

　ミレイユも一緒になって、笑みを漏らしていた。

　――ふと。

　ニーナたちの顔に影がさした。

　何事かと思って空を見上げると、そこには、一羽わのハトが舞まっていた。

　きっと『ニヴニヴ』だろう。

　ニーナは、そんなことを思っていた。

　ニヴニヴというのは、テトラ州トルーズ市にあるフラガラック第三管区から、ここニヴ島に帰ってくる伝でん書しよ鳩ばとの名前だ。

　ちなみに、逆にニヴ島からトルーズ市に向かうハトは、『ニヴとん』だ。

　なぜ一目で判わかったかというと……そこには、期せずしてクラウから受けた『ハト講座』というものが関係してくるのだけど、それはまた別の話。

　今回の連れん絡らくは、定期連絡だろうか？　それとも、何か緊きん急きゆうの事態だろうか？

　ニーナは、一いち抹まつの不安を覚えながら、ニヴニヴの行方ゆくえを目で追っていた。

　ミレイユもリョウもニヴニヴを見上げていた……と思ったら、急にリョウが声を上げた。

「あぁ、そうだ。ダラガッカにも伝書鳩が居てくれたら、後々楽だよな」

「え？　あぁ、確かにそうだね。……本来だったら、初めて行く土地には、自分の土地のハトを一緒に連れてって、そして目的地のハトも連れ帰って来て、それで伝書鳩として働いてもらうんだけどねぇ」

　前回の訪問時には、そんな余裕なんて無かったのだ。

「じゃあ、今から行ってくる」

「あ、ホントに？　…………ってダメじゃん！」

　ついつい納なつ得とくしかけてから気付いた。

「だって、リョウ、ラール号の改造をするって言ってたのに、どうするの？」

　リョウってば、その舌の根も乾かわかないうちにいったい何を言い出しているのかと。

「いや、だって俺、船大工じゃないからな。実際、改造を始めちまったら、ここに居ても意味がないだろ？　そもそも、改造している間、ずっとここに居続けるわけでもなし」

「それは、そうだけど……」

「それに、俺たちはまだ、ダラガッカの石炭を諦あきらめたわけじゃない。それに関係して、ちょっと確かめたいこともあるし、早いうちにもう一度行っておきたいんだ」

「……あ。例の小舟を沈めてたやつの」

　ニーナがそう言うと、リョウは頷うなずきを返した。

　となると、リョウの申し出を受け入れるしかなかった。

　幸いというか、別に直感的には悪い感じもしなかったし、きっと大丈夫だと思う。

「でも、また出で掛かけるとなると準備を急ぐ必要があるわね。人選にもよるでしょうけど」

　ミレイユが言うと、リョウは事も無げに、こう言った。

「いや。今回は完全に無む駄だ足あしの可能性もある。となれば、必要最小限の人数で行きたいから、ここからは誰も連れて行けないな」

「あ、そうなんだ」

　とニーナは納得したものの、少し気になったことがあった。

「『ここからは』ってことは、別のどこかからは、誰か連れて行くの？」

「あぁ、そりゃあ伝書鳩をどうにかしないといけないからな、その専門家を連れて行く必要があるだろ？」

　答えが判ってしまった。だけど、聞かずにはいられない。

「……つまり？」

「クラウを誘さそって行くつもりだ」

　それって、つまり……

　二人きりで、ってこと!?
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　……ちょっと、落ち着きませんね。

　制服以外の服を着て出掛けるなんて、いつぶりでしょう？

　トルーズ市の港で人を待ちながら、クラウはそんなことを考えていた。

　思い出そうとしても思い出せない。それくらい昔のこととも言えるし、そこまで興味を持っていなかったとも言える。

　……逆に言えば、今は、興味を持っているということなんでしょうね。

　そもそもは、リョウと二人でダラガッカに行く、という話なのだけど。

　リョウは『ダラグ川の工事の経過』の確かく認にんと、『紅こう龍りゆう神じんの巫女みこ』という人に用事があるらしく、一方のクラウは、帝国における情じよう報ほう網もうを拡かく充じゆうさせるため、トルーズ市やニヴ島などで育ったハトをダラガッカに連れて行きながら、同時に、ダラガッカでも伝書鳩として働いてくれそうなハトを探しにいく。

　お互たがいに、別々の仕事があって行くのだ。

　これを部下のワッハに言わせると、

「私服……二人きり……山やま奥おくの村に泊とまりがけ……それってデートってことッスよね？」

　となってしまうのだけど……。

　クラウは正直に「違ちがいますから」と否定してから、ここに来た。

　事実、違うのだから。

　それぞれがそれぞれの目的を持って、別個の仕事のために行くだけなのだ。

　それが、ちょうど同じ場所で、ちょうど同じ時間で、ちょうどリョウから誘われて、ちょうど「せっかくだから、互いの仕事も協力してやってこう」ということになっただけなのだから……

　……確かに、こちらから「ワッハも連れて行っていいですか？」と聞いたら「いや、二人だけがいいんだ」とか言われてしまったりしたのだけれど。

　リョウに限って、変な意味はないのだと思う。

　そう説明をしたクラウに対して、ワッハは、

「姉さんが嬉うれしそうで何よりッス」

　と、なぜかワッハこそ嬉しそうに言ってきたのだ。

　それは、確かに、嬉しいか嬉しくないかと聞かれればとても嬉しいことなのだけど、だからといって、デートではなく仕事だということも事実なのだ。

　それに、自分の今の感情は、恋こい心ごころなのか憧あこがれなのか、そういうことは良く判っていない。

　好意は持っている。それは否定できないし、するつもりもない。

　ただ……

　ニヴ島での活躍、その詳しよう細さいを聞くに及およんで、そしたらリョウが凄すぎて――自分が比ひ肩けんできるような存在ではなく思えてしまって、何か、冷めた目で見てしまう自分がいるのだ。

「よっ」

「っ!?」

　背後から突とつ然ぜん声を掛かけられて、クラウは咄とつ嗟さに距離をとるよう飛とび退のきながら、背中に常備している弓を手にして威い嚇かくを……って、弓がない!?　いったいどこに？

　クラウは自分の身体をまさぐるように弓を探そうとして……ようやく今の自分が私服だったことに思い至った。いったいどうすれば……？

「……お、脅おどかしちまったみたいだな、すまん」

「え？　……あ」

　改めて声を掛けられて、その声の主を見て――リョウが苦笑しながら頭を掻かいていて、クラウはようやく状じよう況きようを理解した。

「いやぁ、ちょっと気配を消して近寄ってみたんだが、そこまで驚おどろかれるとは思ってなくてな。冗談のつもりだったが、やりすぎた。すまなかった」

「あ……う……別に、謝あやまらなくてもいいです。その、私の方こそ、お恥はずかしい格好をお見せしてしまいまして」

「いや、恥ずかしいって言うか……」

「う……」

「けっこう、格好良かったけどな」

「……うぅ」

　そう言われると、それはそれで恥ずかしい。

「ま、とりあえず、行くとするか。ここに居ると目立って仕方ない」

「は、はいっ」

　人通り自体は少ないものの、その少ない人たちがクラウたちに注目している状態だった。先立って進むリョウの後を追うように、クラウもこの場を後にした。

　制服だったら、もっと目立ったかもしれない。

　そう思えるだけでも、私服で来ていて良かったと思う。

「そいや、制服以外のクラウを見るのは、これが初めてだな」

「それは、そうですね。公式の任務として、お付き合いすることばかりでしたし」

　そう言うと、リョウはクラウを振ふり返かえるように見てきて、

「いいな。良く似合ってる」

　と、無む邪じや気きそうな笑顔で言ってきた。

「そう、ですか。ありがとうございます」

　ついつい素っ気無い返事になってしまったけど、こんなことを言われるとは思っていなくて、心中は動どう揺ようしまくりだ。

　……本当、私服で来ていて良かった、と思う。




「そういや、先日は有あり難がとうな。助かったよ」

「先日……あ、石炭売買と土地売買の件ですね。まさにダラガッカの」

　ダラグ川に舟ふねを浮うかべ、二人で漕こいでいる道中。

　ここでは、他人の目も耳も気にすることなく、街中ではできないような会話をすることができる。

「私はただ、法律的にどうなっているかを話しただけです。調べれば誰でも判ることですし……。それよりも、あんな法律の穴を見つけられるリョウさんの発想力は、凄いです」

「そういうもんかねぇ。俺は別に、法律の穴を見つけたがってるわけじゃないしなぁ。何かやりたいことがって、だけど禁止されているって言われたら、どうにかして禁止されてない方法を見つけて、それでやりたいことをやろうとする、っていうだけだしな」
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　それだけであんなことができるのなら、この世のみんなが天才になってしまうだろう。

　……やはり、リョウさん自身は、自分が凄いっていう自覚はないんですね。……もっとも、だからこそ、みんなが惹かれてしまうのでしょうけど。

「まぁ、クラウの所も大変な時期だろうに、こっちに協力してもらっちまったしな。大だい丈じよう夫ぶだったか？　けっこう微び妙みような状態なんだろ？」

「あ、はい。大丈夫でしたよ。もっとも、微妙な状態だというのはその通りで、本当に、何が何だかです」

　周囲に誰もいない状況、クラウとしては、相手も相手なので、珍しく愚ぐ痴ちのようなことも言える。

　……話に集中しても問題ないほど、航行は順調ですものね。

　幸いなことに、このダラグ川、話に聞いているほど航行の難易度が高くないのだ。

　川かわ幅はばは少し狭せまく、また、くねくねと曲がりくねった形で少し面めん倒どうなのだけど、噂うわさとは違って川底も十分深く、座ざ礁しようの危険はほぼないと言って良かった。

「私の所属するフラガラック第三管区は、その管かん轄かつ内ないにある島で、いわば『独立』が起こってしまいましたし、それと同時に、管轄するテトラ州自体が『暫ざん定てい的てき民主行政特別自治区』などと称される微妙な状態になってしまいましたからね」

「その『行政なんちゃら』は、何度聞いても、俺にはさっぱり意味が判らん」

「理解できている人なんて、いないと思いますよ」

　かく言うクラウも、これに関係する法律に関しては、完かん璧ぺきな理解をしているとは言いがたい。それでも、クラウなりの理解を簡単に言うならば、

「要するにこれは、『テトラ州には、帝てい国こく政府とは違うかたちの統治機構ができてしまったけど、テトラ州と帝国とは敵ではないですよ』と言いたいがための法律なのですよ」

「そのために屁へ理り屈くつをこねくり回したってことか。だから、聞いたこともない微妙な状態に見えるようになっている、と」

　リョウの言葉にクラウは頷いて、

「実際は、テトラ州から帝国に、かなりの額の裏金が流れているらしいです。要するに、帝国への忠誠心を見せなければならない、それも形のあるもので、ということです。……あまり死者のことを悪く言うのも何なのですが、故インデッグ卿きようのときと比べて、経済は確実に上向きになりましたからね」

「あるいは、インデッグ自身が貯ため込んでいた金なんかを使ってるのかもな」

「ともあれ、帝国と表立っての敵対がない分には、何より市民の安全が保たれますからね、そういう意味では、現状は悪くないのかもしれません」

「…………ははっ」

　リョウが突然笑い出した。

「ど、どうかしましたか？　いったい、何かありましたか？」

「あぁ、何かあったぞ」

　リョウは、どこか楽しそうに言ってきた。

「い、いったい何が……？」

「何がも何も、法律や秩ちつ序じよを大事にしているあのクラウが、裏金のお陰で保たれている現状を『悪くない』って言ったんだぞ。そりゃ驚くし、つい顔も綻ほころぶってもんだ」

「……あ」

　自分で言っていて、気付けなかった。

　クラウは自分でも驚きながら、ただ、自分も変わったのかもしれない、と思えた。

　最近、その点について、少し考えていたことがあった。

　法律というものは、あくまで誰かが作ったものだ。それは基本的に、皇こう帝ていが。

　皇帝が法律を作り、皇帝が実行し、そして皇帝が裁判を裁く……

　結局、法律に従うということは、皇帝に従うことと同義になってしまうのだ。

　法律は、皇帝の道具でしかない。

　そんなものに、『正しさ』を追求してゆくことはできるのか。

　それに従うことは、ただ単に、自らも皇帝の道具になるだけではないのか。

　クラウは、そこに疑問を抱くようになっていた。

　ただ、法律がある種の秩序を生み出すことも、また事実で。

　誰も彼もが『この法律は正しくない。だから守るべきじゃない』と言い出して、どれもこれもと法律が無視されてしまったら、それこそ酷ひどい社会になってしまう……。

　そこが、クラウを悩なやませていた。

「す、すみません。私らしからぬことを言ってしまって」

「いやいや。謝ることじゃないだろう。それがきっと、今の『クラウらしい』感想なんだからな」

「今の、『私らしさ』……」

「あぁ。法律が大切だと考えていながら、もっと大切なモノがあれば、『どっちも大切』と考えながら何とかしようと頑がん張ばることができる。そういう価値観に俺たちは助けられたんだし、そういうのは俺は大好きだぞ」

「っ!?」

　クラウは、自分では見えなくても顔が真っ赤になっていることが判った。それほどまでに熱い。

　……違います違います。リョウは私の価値観のことが大好きだと言っただけなんです。そこを拡大解かい釈しやくしてはいけないです。ですから、落ち着きましょう。

　とはいえ。落ち着こうにも、ここで何を言ったらいいのか、言葉が全然出てこない。

　静かな自然の中……人目のない舟の上……そこに二人きり……あと五時間くらいこのまま……

　そんな状況を意識してしまったものだから、落ち着けるわけがなかった。




「待ってたのであるぞ、クラウ」

　ダラガッカの集落に着くと、クラウたちは、民族衣装を纏まとった少女：スゥリィに出で迎むかえられた。

　……彼かの女じよが、『紅龍神の巫女』ですか。

　どことなく堂々としているのは、その不思議な力のためなのか。

　リョウは気さくに、「また来たぞ」と軽く挨あい拶さつしていた。

　一方、初対面なのに名前を呼ばれたクラウは、困こん惑わくしていた。

　事前に、スゥリィの不思議な力については聞いていたものの、こうして未来を先回りされるという感覚は、やはり違い和わ感かんが強かった。

「……これが、『ご神しん託たく』の力というモノなのですね」

　クラウが感かん嘆たんして呟つぶやくと、

「ん？　これは普ふ通つうに、前もって伝えてただけだぞ。どうしても出発が遅おくれそうだったから、その前に伝えておきたくてな。メルクリオスの社員が先にここに来て、『この日にリョウがクラウっていう名前の仲間を連れてくるから、よろしく』って」

「えー……」

　途と轍てつもなく恥ずかしい勘かん違ちがいをしてしまった。

　そんなクラウを置き去りにするかのように、リョウとスゥリィの話が進んでゆく。

「ひとまず、俺の用事なんだが、こないだ確認し忘れていたことがあってな。というのも、道みち端ばたに落ちている石炭を拾い集めて、貰もらっていきたいんだ。それは大丈夫か？」

「うむ。それなら問題ないのであるぞ。我々が禁きん忌きとするのは、紅龍神様のお山へ入り、そこを傷つけること。路ろ傍ぼうに落ちている物を持ち帰ることは、対象外であるぞ」

「そいつは良かった。前に来たときは『譲ゆずらぬ』の一点張りだったからな、どうなることかと思ったが」

「あのときは、『採さい掘くつしたい』という貴方たちの希望に対して、『譲れぬ』と答えたのであるぞ。事情が違えばご神託も違うのであるぞ」

「なるほどねぇ」

　そう言ったリョウは、隣にいるクラウにだけ聞こえるような大きさの声で、

「こいつはやっぱり、『言葉遊び』だ」

　と呟いていた。

　恐おそらく『ご神託』について言ったことなのだろうけど、クラウにはよく判らなかった。

「さて。俺はとりあえず、それさえ確かめられりゃ十分だ。さっそく今回、持ち帰らせて貰うとしよう。お代については……」

「必要ないのであるぞ。じきに、もっと良い対価を得られるのである」

「ほぉ。そいつは有あり難がたい。そういうことなら、積めるだけ積ませてもらうからな」

「好きにすると良いのであるぞ」

　ふと気付けば、既に二人の会話は終わっていたらしい。

「よし、クラウ。俺の方の用事は、八割がた終わったぞ。次はクラウの用事の番だな」

「え、え？」

　早すぎて何が何やら。

「今回、俺は石炭を分けてもらいたくてここに来たんだ。まぁ、それに関連して、『ご神託』のこともちょっと確かめたかったんだけどな。その話はもう終わった。あとは石炭を、時間を見て舟に積めるだけ積むだけだ」

「あ、はい」と返事をしたところで、「…………あぁ」と、クラウは気付いてしまった。

　今回、リョウが「二人だけがいいんだ」といってワッハの同行を断った理由、それは、出来る限り多くの石炭を舟に積むためなのだ、と。

　それはちょっと寂さびしかったけれど、抜ぬけ目めのないリョウらしいことだ、とも思った。

　ともあれ。

「でしたら、私の方の用事も、進めさせていただきます」

　と、クラウはスゥリィに話を振って、

「私は、この伝書鳩を使った情報伝達をしたいのですが――」

　と言って、ここまで連れて来たハトたちを見せながら、

「この子たちをここで飼ってもらいながら、ここのハトを別の街でも飼っておきたいのです。この辺りで、良いハトの生息地をご存じないですか？」

「……ふむ。なるほど」

　スゥリィは、さっきまでの自信溢あふれる態度から一変、恐る恐るといった様子で、

「これがハト……初めて見た、のであるぞ」

　と根本的なところから否定されてしまった。だけど続けて、

「だが、どこに行けば良いハトに逢あえるのかは、判るのであるぞ」

　スゥリィは、またも一変して自信ありげな態度になると、妙みような言い回しでそう言った。

　一いつ瞬しゆん、不思議な言い方だと思ったのだけど、これこそが《預言》だと気付いてハッとなった。

　スゥリィは、東南の山を指し示していた。

「あそこに、不思議な石があるのであるぞ」

「不思議な、石？」

「行けば判るのであるぞ」

　心なしか胸を張って言うスゥリィ、その自信満々な言い振ぶりに、クラウは何も言えなくなった。

　ともあれ、東南の山に入ればいい、そしてそこで不思議な石を見つければいい。

　それだけは判った。




　集落の東南にある山の中――

　クラウは、一人で行くつもりでいたのだけど、リョウが、

「お互いに協力しようって言ったじゃないか……」

　と寂しそうに言うものだから、結局二人で山の中に入っていた。

　……私、リョウの用事について、協力した覚えがないんですけど。

　ついさっきも、石炭の積み込みを手伝おうとしたクラウに対して、リョウは、

「力仕事は任せておけって。適材適所だ」

　と言って一人でやってしまったのだ。

　というか、前々から思っていたことがあるのだけど。

　リョウの能力が全体的に高すぎるせいで、あらゆる所でリョウばかりが適材になってしまっている気がするのだ。

　そこに、クラウは一抹の寂しさを覚えてしまう。

　それでも。

　さっきスゥリィとの話のときに、リョウがクラウのことを『仲間』と呼んでくれていたことが、クラウの心をぽかぽかと温めてくれるのだ。

　そんなことを考えていたら、心なしか、山を進む足も軽快になっていく。

「お～い、ちょいと早すぎやしないかぁ？」

「え？」

　下の方から声が聞こえてきて、クラウはふと下を見やった――もう一〇ｍ近くも離はなれたところに、苦笑しながら頭を掻いているリョウがいた。

「……あ、す、すみません！　私、つい気が弾んでしまって」

　リョウのことを考えていたらつい……などと正直なことは言えない。

「いやいや気にすんな。それだけ大好きだってことなんだろうからな」

「え、えぇっ!?　す、す、好きって、そんな、別に私は、まだそういう気持ちになったとは限らないわけで……」

　と思わず動揺してしどろもどろになるクラウ。

　そんなクラウに対して、リョウは微笑みながら、

「もうすぐハトたちに会えるってなったら、気が逸はやるだろ。クラウはハトが大好きだからな」

「…………あ、はい」

　恥ずかしい！

　冷静に考えれば勘違いのしようもないのに、どうして勝手に勘違いして、そのまま暴走してしまったんだろう……

　クラウは、せめて顔だけは見られたくなくて、身を翻ひるがえして先を急ごうとした。

「あぁ、ちょいと待ってくれないか」

　背中に声が掛けられ、クラウは振り向けないまま「どうしました？」と聞いた。

「実は、俺は、元々体力がそんなにないんだよ。だから、ちょいと疲つかれちまって……」

「……えぇ!?」

　クラウは思わず声を上げて振り向いていた。

　意外すぎる。

　クラウが知っている限りでも――あのニヴ島の新名産品を考案した際にも――リョウはこれまで不ふ眠みん不ふ休きゆうで動き回っていたことがあったのに。

　それが、体力がないだなんて……

「俺はいつも、身体を動かさなきゃいけないときは、必要最小限でしか動かないようにしてるんだ。いかに楽をして、その上で最善の結果を得ることができるか、ってな」

「……なるほど」

　そう言われると、何となく判った。

「では、少し休きゆう憩けいをしましょうか。……えぇと、どこか休めそうな場所は」

　と辺りを探さぐるクラウは、ふと空を見上げた先に、不思議な光景を目にした。

「……ハトが」

　クラウが呟くと、リョウもその視線を追うように空を見上げた。

　そこでは、ハトがぐるぐると一箇か所しよを回るように、飛んでいた。

　それも数すう羽わという数ではない、十数羽……いや数十羽と言うべき数のハトが、空に円を――円柱を描えがくように飛んでいるのだ。

「行ってみよう。あの空の下に」

　リョウの目は楽しそうにキラキラ輝かがやいて見えた。一気に元気を取とり戻もどした感じだ。

　クラウは心の中で苦笑しながら、頷きを返した。




　そこにあったのは、一つの岩だった。

　普通の岩ではない。光こう沢たく感のある、黒い岩。

　だけど石炭とは違う。

　もっと、表面が滑なめらかで、角がない。

　それは、削けずれたというよりも、溶とけたというべきような状態だった。

　そんな岩に、ハトが群がっている。

　岩に乗っているハトも居れば、横からピトッと頬ほおを寄せているハトも居る。そして、上空を飛び回っているハトも居て――

　それらを合わせれば、もはや一〇〇羽を下回る数ではなかった。

　かといって、その岩はフンにまみれている訳でもない。これほどまでのハトが集まっていると言うのに、その一角だけは、異様なまでに綺き麗れいだった。

　ハトを捕つかまえよう……伝書鳩として育てるために……

　クラウはそう考えた――考えようとした。だけど、クラウの思考はまったく働いてくれなくて、単純に『つ・か・ま・え・よ・う』という言葉の羅ら列れつだけが頭の中を巡めぐっていた。

　目の前にある岩に、意識が吸い取られていく。

「この『岩』が、ここのハトにとっての『家』なのか」

「えっ」

　リョウの呟きに、クラウは思わず返事をして、そこでようやく、我に返ったように思考が元に戻った。

　この岩が、ここのハトにとっての家になる……本当にそうだとしたら、それは、とても凄すごいことだ。

　そもそも伝書鳩は、『どんなに遠くまで連れて行っても、ハトは自分の家に帰ることができる』という能力を利用して、各街々に情報を伝達しているものだ。

　それは、とある地域：Ａで生まれ育ったハトを、別の地域：Ｂに連れて行くことで、ＢからＡへの情報伝達のラインを作っていく、ということになる。

　それが、もし、『ここのハトはこの石に帰る』ということができるなら、この石を持ち歩くことで、いつでもどこからでも、特定の人への直接の連絡ができる、ということになるのだ。

「手ごろな大きさの物は無いか？　でないと、あの岩を砕くだかないといけなくなるんだが」

　リョウも似たようなことを考えていたのだろう、そんなことを言い出した。

　……私は別に、岩の破は壊かいまでは考えていませんでしたけど。

　というか、この山の中を傷つけてしまっては、何が起こるか判らないのだから。

　クラウは少し焦あせるように、さっそく辺りを見み渡わたした。

　すると――少し離れた木の陰かげに隠かくれるように、一羽のハトが降り立っているのが見えた。

「あそこ、私が行きます」

　クラウはそう宣言してから、ゆっくりと、そのハトに向かって歩み寄っていった。

　そもそもクラウは、ハトが飛び立ったところでその足あし下もとを確認しよう、と思っていたのだけど、当のハトは、まったく逃にげようとする気配が無い。

　結局、クラウはハトと見つめ合うように、数十cmの距きよ離りで対たい峙じしていた。

　そのまま、クラウはハトの足下を確認した。するとそこには、岩とそっくりの、表面が黒く溶けたような石が落ちていた。

　まるで、『石の雫しずく』……

　そんな詩人のようなことを考えた自分が恥ずかしくなって、クラウは、つい目の前にいるハトに話し掛けていた。

「あの、すみませんが――」

　と口に出したところで、自分がもっと恥ずかしいことをしていることに気付いた。

　だけど、今いま更さらになって口を塞ふさぐわけにもいかず。

「その石を、少しだけ、貸していただいてもいいですか？」

　するとハトは、チラリとクラウのことを見やってきた。そして、なんと、クラウの言葉に答えるようにコクンと頷いてきたのだ。

　……うーん、かわいい！

「おお。もしかしたら、言葉が通じたのかもしれないな」

「そ、そんなわけないじゃないですか」

　クラウは苦く笑しようしながら、ハトの頭をそっと撫なでた。

　ハトは、逃げるどころか、とても気持ち良さそうに、クルクルと喉のどを鳴らしていた。

「そんじゃ、クラウが交こう渉しようしてくれたわけだし、ちょいと石を拝借させてもらうぞ」

　リョウがスッと手を伸のばそうとしたので、クラウは慌あわてて、

「あ、待ってください。私、いつも餌えさを持ってきていますので、そこに意識を集中させている間に取った方が……って、あれ？」

　クラウがポーチから餌を取り出そうとしている間に、リョウは、いともあっさりと、ハトの足下から例の石を拾っていた。

　一方、ハトの方は、特に暴れるでも逃げるでもなく、とても大人しくしていた。

「この子、ヒトに慣れているんでしょうか」

「いや、クラウが交渉してくれた結果だろ」

「そんな冗じよう談だんばかり……」

「ま、とりあえず、少しばかり借りられるわけだ。俺おれはこの石を持ったまま、先に山を下りる。しばらくしたら、そのハトに飛んできてもらってくれ」

「え？　そんなっ、私は別に、ハトと会話ができるわけでは……」

「まぁ何とかなるって。それじゃ頼たのんだぞ」

「た、頼まれましても……あぁ」

　クラウの抗こう議ぎの声もむなしく、リョウは颯さつ爽そうと山を下りて行ってしまった。

　ポツンと、ハトと並ぶように残されてしまったクラウ。

　ハトはというと、小首を傾かしげるようなかたちで、クラウのことを見上げてきていた。

　……かわいすぎますよぅ。

　クラウは頬がデレデレになるのを自覚しながらも、誰だれも見てないからこのままでいいやと思って、

「……これ、食べます？」

　そう言いながら、取り出したままだった餌を手のひらに乗せて、ハトに差し出した。

　ハトは、クルッポ～と喉を鳴らしながら、餌をついばみ始めた。

　本当に、こちらの言葉が判わかっているかのような態度を取られて、ちょっと困惑しながら、だけど、凄く楽しかった。




　そして、餌がちょうど切れた頃ころ。

「それでは、貴方あなたの家に――さっきの石の所に帰りましょうか？」

　クラウはそう言って、そこで、ふと疑問に思ったことがあった。

　ここには、大きな『岩』がある。

　一方、リョウが持って行ったのは、小さな『石』だ。

　……この場合、この子はどっちに帰るのでしょう？

　そんな疑問を打ち消すように、クラウから餌を貰っていたハトは、颯爽と風を切って、山を一気に下りていった。

　あのハトは、一直線に、『石』に向かって飛んで行ったのだ。

　クラウはすぐさま山から下りて、村の広場に立つリョウのもとに向かうと、

「見ての通りだ」

　と、リョウが嬉しそうに腕うでを広げた。その腕には、しっかりと、さっきのハトが掴つかまっていた。

「少なくともコイツは、『石』の方に帰って来てくれるみたいだな」

「……はいっ」

　その事実に、クラウは興奮と困惑が入り乱れたような感情に襲おそわれた。

　そんな感情が冷めやらない中、ふと、リョウの腕に掴まっていたハトが、急にクラウの肩かたに飛び移ってきた。

「案外ソイツは、『石に帰る』とかいう習性よりも、クラウの言うことを聞いてるだけなのかもな」

　リョウが真ま面じ目めな顔をして、そんな冗談みたいなことを言ってきた。

「そ、そうでしょうか……」

　クラウが苦笑しながら、肩に乗るハトの方を見やると――

　コクン――

　ハトの首が縦に揺ゆれ動うごいた。

　それは偶ぐう然ぜんか、それとも別の何かなのか……

　とりあえず、この子がついてくる限りは、一いつ緒しよに行こうと思った。

「それでは、これからよろしくお願いいたしますね、『閣かつ下か』」

『ダラガッカ』だから『閣下』

　その名前が気に入ってくれたのか、閣下はまたも、コクンと頷うなずいているように見えた。




　リョウとクラウが、ダラガッカを後にする日。

　その日は雨だった。

　行きの荷は軽かったが、帰りの荷は重く、多かった。

　舟の中には石炭が、安定航行できる限界まで積まれていて、その上には、濡ぬれないように皮革のカバーが掛けられている。

　そして、クラウの腰こしには、少し大きめのポーチ。その中では、閣下が休息を取っている。

　それ以外にも数羽のハトを、一緒に連れ帰っていた。連れん絡らく網もうはたくさんあった方が良い。

　例の石は、リョウが持っている。誰との連れん絡らくが一番重要か、ということを考えれば、石を持つべき人はそれ以外にありえなかった。

「川が、荒あれているな」

　リョウが警けい戒かいするような口調で呟いた。

「水量は増えていますけど、おそらく、まだ問題ないと思います。むしろ、舟がそれなりに重くなりましたので、安定度も増すでしょうから」

　クラウは、曲がりなりにも帝国の海上警察に属している。舟の運航についても素人しろうとではない。

　それはリョウも同じことのはず。彼かれの舟の知識については、たびたび耳にしている。

　それでも、リョウの不安は拭ぬぐえないようで。

「赤い……」

　ポツリと呟いた言葉は、川の水の色を見たのだろう。

　リョウは続けて、

「ダラガッカは、雨が多いな」

「そうですね」

　事実、クラウたちが滞たい在ざいしていた間にも、何度も通り雨に見み舞まわれた。

　それも、一気にドカッと降り付けるような雨ばかりだった。その結果が、この川の増水なのだけど。

「『紅こう龍りゆう神じん伝説』か……」

　ふと、リョウが呟いていた。

「何か、気になるんですか？」

　クラウが問うても、リョウはあまり要領を得ない様子で、

「あぁ、まぁ、気になるんだよ。『龍』っていうヤツの存在が」

「龍、ですか」

『龍』について、クラウはまったく知らなかった。

　正直に言えば、このダラガッカに来て初めて『龍』という空想の存在がいることを知ったくらいなのだから。

　そもそもドネストル帝国は、創世神話以外の神話・宗教を認めていない。

　皇帝の祖先がこの世界を造った、という神話なのだから、それ以外の神話や宗教はありえない、というのが帝国のスタンスなのだ。

　一いつ般ぱん的てきな帝国民は、『龍』と言われても何も判らないだろう。

　龍を知らないクラウは、リョウに対して何も言えなかった。

　リョウは、独り言のように呟いていた。

「龍なんてモノは、現実には存在しない。……なら、『龍』ってのは何だ？　なぜソイツが神として君臨している？」

　リョウが独り言のように呟く疑問。

　その答えは、判らなかった。




　　　　　～～～




　雨――

　雨が降り続く――

　……これで、良いのであるか？

　スゥリィは、社の裏で一人、こっそりと手紙を書こうとしていた。

　目の前には、ハトと呼ばれる鳥。

　足に筒つつが取り付けられていて、その中に手紙を入れることができる、らしい。

　そして、このハトたちは、自分たちが生まれ育った街に、迷わず飛んでいける、らしい。

　その習性を利用して、手紙のやり取りができる、らしい。

　スゥリィには、よく判らない。

　……判らないけど、判るのであるぞ。

　ここで手紙を出さなければならない、と。

　それは判るのだ。そういうことは判るのだ。

　そして……

　その後のことも、判るのだ。

　私は死ななければならない、と。

　この村を守るためには、自分は死ななければならないのであるぞ、と。

　だからスゥリィは、手紙を書こうとしていた。

　これが、村を救うための第一歩となるものだから。

　……けど。

　手紙の内容を、どうすればいい？

　それは判らない。

　誰も教えてくれない――託たくしてくれない――

　それでも、あの人たちには、この村に来てもらわなければならない。

　……それだけは、絶対なのであるぞ。

　それだけは……

　社の外では、雨が降り続いている。

　ふと――

　スゥリィは、龍の鳴き声を聞いた気がした。




４




　まさか、ここまで早く出番があるとは思わなかった。

　リョウは、目の前を我わが物もの顔がおで歩くハトを見やりながら、嘆なげかざるを得なかった。

　ダラガッカからフラガラック第三管区に飛来した、伝でん書しよ鳩ばとだ。

　リョウとクラウが二人でダラガッカに行ってから、まだ四日。

　届けられた手紙には、こう書かれていた。

『紅龍神様は、生いけ贄にえを求める』

　まるで詩のような内容に、ニーナやミレイユ、それにクラウも、その意味が理解できなかった。

　だけど、リョウにはその意味が理解できた。

『龍』を知るリョウは、この言葉の意味することを理解できたのだ。

「ダラガッカに行くぞ！　急げ！」

　いつもなら落おち着つき払はらっていられるリョウも、今回ばかりは余よ裕ゆうが無くなっていた。

「ちょっとリョウ、少しは説明してよ」

　ニーナが困惑しながら聞いてきた。

　それはもっともだ。だけど今のリョウには、説明する時間ももどかしい。

「このままだと、スゥリィが殺される。詳くわしいことは向かいながら説明する！　今は一刻の猶ゆう予よも無いんだ」

　みんなが一いつ斉せいに息を呑んだ。

　それはそうだろう、変な手紙が来たと思ったら、それを読んだリョウがいきなり『スゥリィが殺される』なんて言い出すのだから。

　普通だったら正気を疑われるか、延々と理由やら何やらを説明させられて無む駄だな時間を過ごした挙句、最悪の事態になるだろう。

　だが、ここの連中は普通じゃない。

　リョウはそれを良く知っている。

「了りよう解かい！　それじゃあ、ダラグ川の河口までラール号で行くよ。ラール号に積んでるボートを使って、ダラグ川を登るんだ！」

　ニーナがお得意の即そつ決けつをしてみせ、船長として一足先に船へと向かった。

　すぐにミレイユが後を追い、リョウも続こうとする、そこで、部屋の中に佇たたずんだままのクラウを見た。

　クラウには任務がある。そして遵じゆん法ぽうの義務もある。

　クラウは、任務時間中に職務放ほう棄きをすることはできないだろう。

　休きゆう暇か時間を有効活用できた前回と、今回とは違ちがうのだ。

　それでも、リョウは、こう言わずにはいられなかった。

「行こう、一緒に」

　その言葉を聞いたクラウは、一瞬だけ嬉うれしそうに表情を崩くずした。

　だけど、すぐに表情を引ひき締しめたものにして、

「当然です」

　そう言い切った。

「任務はいいのか？　法律を破ることになるぞ」

「私は、私の『正義』に従って行動するまでです。これまでは、それは法律と同義でした。ですけど、今は違う。法律よりも大事なものを、見つけているんです」

　それを聞いて、リョウは安あん堵どしたように微笑ほほえんだ。

　だが、悪いが今はそれよりも。

「急ぐぞ。仲間を待たせるわけにはいかない」

「はいっ」

　二人頷き合い、仲間の後を追った。




　ダラグ川は、赤い。

　長雨を全て受け止めた川は増水し、周囲の土を溶かした濁だく流りゆうとなって、リョウたちの行く手を阻はばんでいた。

　舟ふねは、遅ち々ちとして進まない。

　雨は激しく吹ふきつけてくる。大事な荷物が雨に濡れないよう、皮を被かぶせているものの、時間がかかればかかるほど、荷物が雨でしけってしまう。それではいけないのだ。

「くそっ！　くそぅ！」

　リョウは必死に櫂かいを漕こぎながら、悪態を吐つかずにはいられなかった。

　何より、自分の無力感に苛さいなまれる。

「リョウ、少しは落ち着いて。急いだって慌てたって、これじゃ空回りしちゃうだけだよ」

「……あぁ。判ってる。自分がおかしくなってるってことは判ってるんだ。でもな！」

　リョウは語気を荒あららげながら、胸むな元もとからスゥリィからの手紙を取り出してニーナに押おし付つけた。

「その手紙の、右下を見てみろ。消えかかっている文字があるだろ……」

　リョウの言葉を受けて、ニーナが手紙を広げて目線を動かし……

「……あっ」

　そして気付いたようだ。

　乾かわききらないうちに水が当たった、消えかかった文字の意味するもの――

「…………たくない」

　ニーナが口に出して言おうとした言葉は、まるで書かれたままの文字を体現するかのように、消え入りそうで。

　それでも、リョウの心にはしっかりと届いていた。

　櫂を握にぎるリョウの手は、怒いかりに震ふるえていた。




　いったい、何時間漕ぎ続けたのか……

　手の皮が剥むけ、何度も何度も流血し、最終的には手と櫂を紐ひもで固く結び付け、手の感覚が無くなったところで。

　ようやく、ダラガッカの集落に辿たどり着いた……

　……いや、正確には、『集落があった所』と称しようすべきか。

　雨だ。

　まだ雨が降り続いている。

　こんなになってまで、まだ雨は降り続くというのか……。

　地形は完全に変わっていた。これまで何度の土ど砂しや崩くずれがあったのか、想像できない。

　直線的だった川は、土砂崩れのせいで所々が堰せき止とめられ、流れが何本にも分かれてしまっているうえ、頻ひん繁ぱんに蛇だ行こうするようになっていた。

　そのせいで、すぐ見える距離に住民らが――そしてスゥリィが居るのに、そこに辿り着くまでが非常に長い、何とももどかしい状じよう況きようになってしまっていた。

「スゥリィィィ！」

　リョウは声の限り叫さけんだ。

　隣となりのニーナやミレイユが耳を塞ぐほどの大声だ。

　それがスゥリィに届いたのだろう、彼かの女じよはこちらを向こうとした――

　だが向けない。

　木柱に磔にされたスゥリィは、振ふり返かえることもできなくなっていたのだから。

「スゥリィ！」

　ふたたびリョウが叫び、近くに駆かけ寄よって行こうとした。

「来ちゃいけないのであるぞ！」

　スゥリィの声が木霊こだまする。

　その悲痛なまでの声に、リョウたちの足がピタと止められてしまった。

「……来ちゃいけない、のであるぞ」

　スゥリィは、同じ言葉を繰くり返して、

「これから私は、紅龍神様への捧ささげモノとなる。この長雨を――紅龍神様のお怒りを鎮しずめるためには、それしかない。そう託されたのであるぞ」

「…………」

「私が身を捧げなければ『この村は水の底に沈む』――そうご神しん託たくを受けたのであるぞ。……ご神託は絶対なのであるぞ！　村を守るためにはこうするしかないのであるぞ！　だから！　だから私は……」
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　リョウは、その言葉を聞きながら、一歩近づいた。

「近づいてはならん！」「下がれ下がれ！」

　村人たちが農具を持ってリョウたちを取り囲んだ。

「邪じや魔まをするな」

　リョウは殺意を込めて睨にらみつけた。いつでも刀を抜ける体勢になっている。

「ぐ……」「ひっ」

　と、村人は怯む様子を見せて足をガタガタ震わせたが、それでも道を開けることなく、「ア、アンタらこそ、俺たちの邪魔をするんじゃない！」

「俺たちの村が生き残るためには、こうするしかないんだ！」

　歯を食いしばって、顔をぐしゃぐしゃにしながら、叫び返してきた。

　その顔が一様に濡れているのは、雨のせいだけではないのかもしれない。

　……ふざけるな。

　その姿を見て、尚なお更さら、リョウの心に怒りが生まれる。

　ならば、リョウはリョウのやり方で、この村を救ってみせる。

「何が『紅龍神』だ！　何が『神』だ！　人を害するだけの神など必要ない！　俺が、ここで『紅龍神』をぶっ倒してやる！」

「なんだとっ!?」「ふ、ふざけっ……」「紅龍神様が余計に怒ってしまう!?」

　まさに神をも恐れぬリョウの発言に、動どう揺ようや畏怖が広がっていく。

「そ、そいつの口を塞げ！　下手なことを言われる前に！」

　だがリョウは気にも留とめない。

　物怖じせず、堂々と言い放つ。

「俺が龍を退治してやる！　だから、こんなことは止めるんだ！」

『龍』を知るリョウなればこそ、その退治法を知っているのだ。

　リョウは、思い出していた。

　記き憶おくの片かた隅すみに、『龍』の話があったのだ。

　かつて、とある山には、多数の首を持つ龍が棲んでいたらしい。

　ソイツは、時季を見ては麓ふもとの村に生贄を求め、若い女性を喰らっていた。

　そんな不条理な日常に苦しんでいたところ、旅の男がこの村に現れ、龍退治を承る。

　男は、多数の首のそれぞれに酒を飲ませて眠らせて、大人しくなったところを一気に叩たたいた。それにより、男は見事、龍を倒してみせた、と。

　それが意味することは何か……それについて、リョウはかつて、一つの説を読んだことがあった。

　龍とは、暴れ川の象徴だ、と。

　そして生贄とは、まさにここで行われようとしている『人柱』のことだ。

　毎年、同じ時季に生贄を捧げなければいけないのは、雨季を示す。

　そんな龍を退治した、ということが意味するものは、つまり、大規模な河川工事――灌かん漑がいによって、川の暴発を防ぐようにしたのだ。

　ならば。

　この『紅龍神』伝説が残るこの川でも――赤い濁流が暴れまわるこの地域でも、大規模な河川工事をしてみせればいいだけのこと。

　期せずしてリョウは、下流で同様のことを既にやっていた。

　川にわざと舟を沈めて、水の流れを押さえ込む――

　ここでは、もっと強引に水の流れを押さえ込んでやる。

　そのための道具も、ここまで持ってきているのだ。

「な、何をする気だ？」

　興味を惹ひかれたのか――希望を耳にしたいのか、村人たちが聞いてきた。

　リョウは言う。単純明快な方法を。

「雨が降り続いても大だい丈じよう夫ぶなように、この山の地形を変えるんだ。このままだと村全体が土砂崩れで潰つぶされちまう」

「ぐ……そ、そんなこと」

　村人の反論が弱まる。彼ら自信も、今が危険な状態であることは認識できているのだ。だが、その危険を回かい避ひする方法が、根本的に間違っている。

「危険な山は放置すべきじゃない！　だから崩れる前に、あの爆薬を使って、いっそ崩れそうな山を先に壊こわしていくんだ」

「……山を、崩すだと？」

「あぁそうだ。そうすれば、集落の方じゃなく川の方に土砂が流れ込んで、水の流れも安定するよう――」

「そ、そんなこと、させられるか！」

　リョウの言葉を遮さえぎるように、村人が叫んだ。

「この山々は、紅龍神様がいらっしゃる神聖な山だ。それを爆破するなどと……」

「こいつらも結局は、俺たちの村をめちゃくちゃにしに来ただけだ！」

　村人全体が、一気にリョウの敵となった。

　それほどまでに、この村にとっての『紅龍神』は、支柱となっているのだ。

　……だが、コイツが村の支柱である限り、この村はダメになる。

「なぁ、スゥリィ」

　リョウは、スゥリィに向けて話し掛かけた。

「この世のすべては、神が決めるのか？　俺たち人間は、神が決めたことに従うだけなのか？　だったら、俺たち人間は、何のために生きている？　神の駒こまになるためか？」

「……それは」

「『神が歓かん待たいする』と言ったら表面だけでも笑え顔がおを作って歓待し、『神が教えてくれない』ということは何をしたら良いか判らない。そして、こうして『神が怒った』とあれば怒りを鎮めるために命を投げ出す……そうやって生きていくのか？」

「…………」

「この現状は、神のせいなんかじゃない！　神のせいにして山や川の手入れをしてこなかった、人間たちの怠たい慢まんのせいだ！　それを神のせいだと言い訳にして、女一人を寄ってたかって犠牲にする……それで満足かっ!?」

　辺りがしんと静まり返る。

　みんな、誰も、何も言えない。

　そんな中で、ひとり、言葉を発するモノがあった。

「……ご神託は、私に、『生贄になるべき』と言っている、のであるぞ」

　それは、スゥリィ――いや――スゥリィの口を借りて出てくる、紅龍神とやらだ。

「その必要はない。その神は――紅龍神は、俺が倒す」

「私が生贄にならなければ！　村が水底に沈しずんでしまう！　ご神託は間違えないのであるぞ……絶対に、当たってしまうのであるぞ」

「それはお前の気持ちじゃないだろ、スゥリィ」

「っ!?」

　リョウの言葉に、スゥリィの肩がビクンと跳ねた。

「俺は――俺たちは、お前からの手紙を見ているんだ。だから、知ってるんだよ」

「あ、あれは……」

「そうだ。あれはお前の正直な気持ちだ」

「……わ、私は！　紅龍神様の巫女みことしてご神託を……」

「それは紅龍神の意志だ！　スゥリィの気持ちとは関係ないだろ！」

　リョウの中に、ふつふつとした怒りが込み上げてくる。

　それはスゥリィに対するモノではあるが、それよりも大きな怒りがリョウを苛む。

　そして、その怒りは言葉となって、スゥリィに届けられる。

「人は、死んだら何もできないんだ！　死ぬ前に、やりたいことをすべてやり切れ！」

　……俺は、できなかったから。

　だから、スゥリィ……いやスゥリィだけじゃない、ここに生きる全ての者に、この怒りをぶつけなければならない。

　それは勿もち論ろん、今ここに再び命を与あたえられた自分自身にも。

「お前の気持ちを、聞かせてくれ」

　リョウは、スゥリィに問いかけた。

　風雨が激しく打ち付けてくる。またどこかで土砂崩れが起きたのだろう、辺りが轟音に包まれる。

　それでも――

「……たくない」

　リョウには……ニーナには……ミレイユには……クラウには……ここに集まった全ての者には……

　スィリィの想おもいが、確かに届いた。




「私は、死にたくないっっ！」




　手紙に書いてもかすれてしまう……

　声に出そうにも声にならない……

　そんな想いが、今、確かに届いた。

「判った。死なせないっ！」

「おのれ、村を滅ほろぼす気かぁ!?」

　リョウの宣言と同時に、村人たちの叫びが重なった。

　神託を妄信する村人たちにとっては、科学も情も関係ないのだ。

「まだ判らないのか！　あの神託は……」

「部外者が！　俺たちの神を愚ぐ弄ろうするんじゃねぇ！」

　もはや聞く耳を持たない状態だ。

　ならば、力尽くでも押さえ込む！

　リョウは刀を抜ぬき、スゥリィに向かって突つき進すすんだ。

「させるか！」

　と、村人が立ちはだかる。その奥おくでは、

「は、早く巫女様を放り込むのじゃ！」

　柱に括り付けられたスゥリィが、担ぎ上げられていた。

「させません！」

　リョウの後ろから凛とした声が響く、と同時に鋭するどく空気を裂く音。

「ギャ!?」「ぅぐ!?」

　スゥリィを担ぎ上げていた男たちの肩や腿ももに、次々と矢が突き刺ささった。

　この風雨の中にあっても、クラウの狙撃にブレはない。

　初めて目まの当あたりにした精密射撃に、リョウは「ほぉ」と感かん嘆たんの声を上げていた。

「リョウさん、早く！」

　クラウに促うながされ、リョウは改めて住民たちの突とつ破ぱを図る。

　目の前を塞ぐ住民たちに、次々と峰みね打うちを決めていき、倒していく……だが、多勢に無勢だった。

　四方を囲まれ、一斉に組みかかられると、リョウは身動きが取れなくなった。すべて斬り捨てられるのならば抜けられるだろう……だが、彼らは軍人ではなくただの住民であるという事実が、リョウに殺しを躊躇ためらわせてしまう。

　その目の前で――

「……みんなを殺さずにいてくれて、ありがとう」

　そんなことを言いながら、スゥリィが住民に担がれ、運ばれていく。

「スゥリィ！」

「貴方を、信じてる」

　その言葉を最後に、スゥリィの身体は、荒れる川に投げ込まれていった。

「クラウ！　あの小こ舟ぶねを撃て！」

　リョウはクラウに向かって叫んだ。

　クラウはすかさず火矢を構え、小舟を狙ねらう――その小舟に積まれた爆薬を撃ち抜くのだ。

「爆薬を撃って、大爆発させます！」

　と、クラウが敢あえて大声で言い放った。

　そのとき、リョウを取り囲んでいた住民らが明らかに動揺した。恐きよう怖ふや困こん惑わくや怒りが入り混じり、一斉にクラウの方に気を取られている。

　狙い通りだ。リョウはその隙すきを見み逃のがさない。

　リョウは一気にしゃがみこむことで住民たちの手を逃れ、そこで足あし下もとを狙うように、横払いに峰打ちを放った。

「ぐあっ!?」「ぎゃあっ!?」

　と悲鳴を上げて倒れこむ住民たちを尻目に、リョウは上着を脱ぎ捨て、刀を持ったまま躊躇いなく川の激流へと飛び込んでいった。

　柱は浮いている。だが、スゥリィを縛り付けている側の方が重く、スゥリィを水の中に追いやってしまっている。猶予はない。リョウは必死に泳いでいく。

　だが、山をも流し去る激流は、人の身体などたやすく弄ぶ。

　上を下へと渦巻き、また、無数の流木がリョウを襲う。

　次の瞬しゆん間かん――

　身体を押し潰すほどの震動が、水の中にいるリョウを襲った。

　来た！

　リョウは心の中で叫んだ。

　これでもう大丈夫だ。リョウはそう確信しながら、スゥリィに向かって泳ぎ出す。

　もはやさっきまでとは違う、激流がリョウの身体を押し返すことも、スゥリィを遠ざけることもない。

　川の流れは、完全に止まっているのだから。

　クラウの放った火矢が、小舟に積まれた爆薬を爆発させ、下流で土砂崩れが起こり、流れを堰き止めていたのだ。

　もっとも完全に安全とは言いがたい。やがてはそれも決壊してしまい、新たな流れができてしまうだろう。だが、そこまで時間がなくても大丈夫だ。

　数分もあれば、スゥリィを助けることができる。

「手伝うよ！」

　声がするが早いか、ニーナが川に飛び込んできた。こういうときの思い切りは、流石さすがだ。

「ニーナ、スゥリィの身体を押さえていてくれ」

「了解！　そのつもりだよ」

　ニーナはすぐにスゥリィの元に辿り着き、揺れ動かないように支えてくれた。

　リョウは刀を構え、スゥリィを縛り付けていた縄を斬り捨てた。と同時に、ニーナがスゥリィの身体を水上に抱き上げた。

　スゥリィの目は、閉じられていた。すかさず口に手を当ててみるが、呼吸もない。

　最悪の状況が頭をよぎる。リョウとニーナが、悲痛な表情で顔を見合わせた。

　と同時に――

「ぅ……ぐ、ゴホッゲホッ……」

　スゥリィが咳と共に水を吐はき出だした。

「「スゥリィ！」」

　揃そろって声を掛けると、スゥリィは苦しそうに、だけど確実に、目を開けた。そして、

「……信じてた、よ」

　そう言って、再びゲホゲホと咳き込むスゥリィは、息が整うと続けて、

「リョウの、『死なせない』って言葉、信じてた……」

「俺おれは、スゥリィが叫んだ本当の想いに答えただけだ。俺は、スゥリィの心の強さを信じていたぞ」

「……そう、かな」

　スゥリィは、嬉しそうに、照れたように、少しはにかんでみせた。

「俺はスゥリィを信じていて、そんな俺のことをスゥリィは信じていた。結局スゥリィは、自分自身を信じることができたってことだ。神託なんかじゃなく、な」

　リョウが冗じよう談だんめかしてそう言うと、

「うんっ」

　スゥリィは、満面の笑えみで頷いた。
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　クラウは、ダラガッカの現状を記録に残すことにした。

　と言っても、どこかに報告するつもりはまったくない。ただ単に、一つの実例として語り継つぐべき内容があると思ったからだった。

　ひとつの『正義』を絶対的に妄信した結果として、何をもたらしたのか……。

　クラウは、それを記しておきたかった。

　ダラグ川は、あの爆発によって巨きよ大だいな土砂崩れが発生し、完全に堰き止められた。

　その結果、村の周囲は巨大なすり鉢状の地形となり、そこに、行き場を無くした川の水と雨水とが溜まっていった。

　ダラガッカの村が、水底へと沈んでゆく。

　静かに、ゆっくりと、沈んでゆく。

　そして、人口の湖が誕生した。

　そこから流れ落ちるダラグ川は、これまでの荒れ方が嘘うそのように、とても穏やかだった。

　もう、土砂崩れの危険も、洪水のおそれも、心配する必要がなくなっていた。

　全ての危険な箇か所しよを狙って、自ら破壊していったのだから、当然だ。

　結果として、ダラガッカは、紅龍神の社がある地区よりも高度に位置する部分だけが、湖に飲み込まれることなく、残ることとなった。

　実質的に考えて、村の八割弱が水没したこととなる。

　死者は、無し。

　争いの中で怪我けが人は出たものの、一番の重傷は、村人同士で押し潰されてしまった者が両足を骨折したという件で、それ以外も含め、みなそれぞれ命に別状はない。

　濁流に投げ込まれてしまったスゥリィも、水面に身体が叩きつけられた瞬間に気を失ってしまったらしく、それが却かえって、水を飲んだりせずに済み、思いのほか軽症だった。

　酷ひどい事件だった、とクラウは思う。

　こうして死者が無いまま終わったのは、不幸中の幸いだった。

　ややもすれば、スゥリィを唯ゆい一いつの犠ぎ牲せい者しやとして、村人たちは自分たちの手で殺そうとしていたのだから。

『神託』という『絶対正義』の名の下に……。

『神託』に従って、ダラガッカを水底に沈ませないためにスゥリィを人柱にしようとした……そのはずが、実はむしろ沈ませてしまった方が良かった、という。

　ダラガッカの人々は、みな、その場に座すわり込んで動こうともしない。

　まるで、糸の切れた操り人形のように、ただただ、ジッと地面を見つめるように俯うつむいていた。

「俺たちは……なんてことをしようとしてたんだ」

　一人の男が、ぼそりと呟つぶやいた。

　男は、恐おそる恐るといった様子で、スゥリィの方に視線を揺れ動かした、だけど、すぐに弾かれたように視線を逸そらしていた。

　他の村人も、似たような態度を取り続けている。

　スゥリィのことが気になって、そして様子を見たいし話もしたいのだけど、でも、できない。

　その気持ちは、何となく、判わかる。

　怖いのだ。

　スゥリィのことがではなく。

　怒られることが――

　悪者になることが――

　頭を下げて惨めになるのが――

　そして。

　嫌きらわれることが、怖いのだ。

　ただ、それでも、そんな気持ちを抱いだいたままではいられない人たちが居る。

　正直な気持ちを言わずにはいられない人たちが、この村にも居るのだ。

「スゥリィ姉ちゃん……」

　そう言った声は、消え入りそうなほど弱々しくて――

「……ごめんなさい」

　そう言った顔は、もう既に涙なみだでぐちゃぐちゃになっていた。

　村の子供たちが、みんな揃って、スゥリィの前に並んで泣きじゃくっていた。

　今回、子供たちは、大人たちから「避難しておけ」と言われるまま、何も知らされずに高台の社に避難していた。

　そして、ついさっき、スゥリィが生贄として捧げられそうになっていたことを知ったばかりだった。

　にもかかわらず、子供たちは、こうしてスゥリィに謝っていた。

　そこには、『神託』がどうであろうと関係なく、ただ、自分たちが『悪いことをした』という想いだけがあるのだと感じられた。

　みんな、不安で不安で堪らないのだ。

「僕ぼくたち、姉ちゃんに死んでほしいなんて思ってないもん！　死んじゃヤダもん！」

「……だから、あたしたちのこと、キライにならないで……」

　素直に、感じるままに、子供たちは何度も何度も謝りながら泣きじゃくっていた。

「みんな……」

　スゥリィは、瞳ひとみをきらりと潤うるませながら、何かを言おうとして、だけど、何を言ったらいいのか判らないようで、ゆっくりと口が閉じられていく。

「ほれ。みんなの気持ちを聞いたんだ。今度は、お前の気持ちを伝えてやらなくちゃ駄目だろ」

　そんなスゥリィに、リョウが心なしか楽しそうに言った。

「……私の、気持ち」

　スゥリィは、自分の胸に手を当てながら、その手をキュッと握り締めて、

「大だい丈じよう夫ぶ、であるぞ――」

　村の人みんなに届くように、堂々と言い放った。

「私は、みんなのことを嫌ったりしない。それに、今回のことは、私が『神託』を授さずかって、そして、そもそも私からもお願いしたことだった。みんなが悪いわけじゃない、のであるぞ」

「……本当に？　本当に、キライになっちゃわない？」

　小さな女の子が、それでも不安そうに聞いていた。

「本当の本当に、であるぞ。私が嘘を言ったこと、これまであった？」

　スゥリィが優しく問いかけると、女の子はプルプルと首を横に振って、

「ううん。お姉ちゃん、嘘言わないもん」

「うん。そうであるぞ」

　と、スゥリィは頷うなずいて、

「だから、大丈夫」

　笑顔で、そう言った。

　そのやり取りを見て、これまで俯いて視線を逸らしていた大人たちも、どこか気まずそうにしながらスゥリィに声を掛けてきた。

「すまなかった」やら「ごめんなさい」やら、次々に、順番に、声を掛けていく。

　その様子はとてもシュールで、クラウは場違いながら笑みが漏もれそうになっていた。

　そんな中――

　ふと、村人の一人が呟いた。

「……今回の『神託』は、間ま違ちがっていたのか」

　その言葉に周囲がみんな息を呑のんでいた。

　そして、それが皮切りとなって、次々と声が飛び交い始めた。

「間違い、だって？　龍りゆう神じん様がそんなこと」

「いや、でも、実際、こんな結果になってるんだぞ」

「じゃあ、龍神様が騙した、とか」

「それこそありえないだろ」

「だが結果が変わったのは事実だ」

「これからいったい、何を信じれば……」

　そんな声を聞いて、リョウは少し呆あきれたように言い放った。

「アンタたちは、まだ判っちゃいないのか？」

　辺りを見み渡わたしながら叫んだリョウの声は、やまびことなって村中に反はん響きようする。

「ご神託は間違いがない。これまでも、そしてこれからもだ。そうだよな、スゥリィ」

　突とつ然ぜんリョウから話を振られたスゥリィは、一いつ瞬しゆんだけ戸惑ったような表情を見せたものの、すぐに自信ありげな笑みを浮うかべて、

「うん。そうであるな――」

　と頷きを返した。

「私は、確かにご神託を授かった。『スゥリィを贄としなければ、ダラガッカの村は水に沈む』と……。そのご神託に、間違いはなかったのであるぞ」

　村人たちは皆みな、リョウたちが何を言っているのか本当に理解できていないようで、まるでハトが豆まめ鉄でつ砲ぽうをくらったような表情で、二人のことを見やっていた。

　それを察したのか、リョウが話を始めた。

「あのときスゥリィが死んじまっていたら――誰だれもあの儀式を止めようとしなければ、この村が水の底に沈むことはなかっただろう。だから、神託の言葉そのものは正しい」

　確かに、あのまま……山の土砂を敢えて崩そうとしなければ、川が堰き止められることもなく、よって、村が水底に沈むこともなかっただろう……

　……その代わりに、土砂に埋もれていたのかもしれないけれど。

　誰もが、そう思ったことだろう。

　だけど、誰もそう口にはしない。それはきっと、判りきったことだから。

「間違ってたのは神託の方じゃない、それを妄信したアンタたち自身だ。別の解かい釈しやくがありうるのに、それを完全に無視していたんだからな」

　リョウは、歯に衣着せず言い切って、

「アンタたちは、自分たちが失敗したくせに、それを神託のせいにしようとしてるんだよ。アンタたちは『神託に騙された』わけじゃない。神託に言われるがまま、そもそも自分で考えることを放ほう棄きしていたんだからな」

　そんなリョウの言葉に、村人たちはハッとしたような顔をして、固まっていた。

　そんな村人たちに向かって、リョウは笑い掛ける。

「これから何を信じたらいいか、判らないって言った奴やつがいたな」

　一人の男が、ピクッと肩かたを跳ねさせていた。

「そういう奴には、ひとつだけ、確実に言えることがある」

　リョウは、その男の目を真まっ直すぐ見返しながら、言い放った。

「みんなで考えろ」

「え？」

　男は、何を言われたのか判らないといった様子で、リョウを見つめていた。周りの村人たちも、困惑した表情を浮かべている。

「これから何をしたらいいか、ここの村のみんなで考えるんだ。それこそ子供だろうが何だろうが、農民だろうが漁民だろうが、そして巫女だろうが関係ない――」

「うむ」

　とスゥリィは頷く。

　彼女はもう、判っているから。

「――誰の意見も、価値に差はない。だからこそ、みんなで意見を出しあって、そして、みんなで決めるのさ」

「みんなで……」

「考える、って……」

　と呟いた村人たちは、思わずといった様子で、スゥリィのことを見やっていた。

　ひとつの『答え』を求めるような視線が、スゥリィに集まる。

　それに気付いたスゥリィは、

「ふふん」

　と小さく息で笑いながら、わざとらしくそっぽを向いてしまった。

　もう『巫女』という身分は関係ない、というつもりなのだろうけれど。

　その態度がとても子供っぽくて、クラウはつい「可愛い……」と心の中で呟いていた。

　一方、村人たちは、また『答え』を求めるように視線をさまよわせる……

　そんな中、

「僕、あのでっかい水溜まりで泳ぎたい！」

「じゃ、じゃあオレは釣りしたい！」

　場違いなまでに明るい声が響ひびいた。

　無む邪じや気きにやりたいことを発表しあう、子供たちの声だ。

「おぉ、面白そうだな。俺も一いつ緒しよに泳ぎたいし、釣りもしたいぞ」

　と、そこに一層、はしゃいでいる声が混じった。

　相変わらずと言うべきなのかもしれないけれど、リョウだった。

「て言ってもまぁ、どっちも不得意なんだけどな」

　そんなことを言って、子供たちに「え～」「なにそれぇ」と笑われるリョウ。

　するとリョウは、笑顔を返しながら、

「なぁに。この村にだって、泳ぎの天才や釣りの天才は居るだろ？　折せつ角かくだし、そういう人に教えてもらうつもりなんだが……さて」

　と辺りを見渡したリョウは、

「この村で泳ぎが一番上手い奴は誰だ？　あと、釣りが上手い奴！」

「…………」

　辺りに叫さけんだリョウの声に、返事はなかった。

　ただ、それぞれ囁き合う声がザワザワと合わさり、そして、みんなの視線が一点に集まっていた。

　その先には、リョウと同い年くらいの男が、困惑しきった顔でキョロキョロと辺りを見やっていた。

「おぉ、アンタが一番泳ぎが上手いのか？　それとも釣りか？」

「あ、いや、その……えぇと」

　と困惑しきりの男だったけど、

「両方だよっ」

　その代わりとでも言うように、子供たちが元気良く答えてくれた。

「コォボ兄ちゃんはね、俺たちの遊びの先生なんだ」

「あのね、遊びだけじゃなくてね、釣ったお魚をくれたりしてくれるんだよ」

　と、どこか誇ほこらしげに話して聞かせる子供たち。

「ほぉ。そいつは凄すごい！　て言うか、羨ましいなぁ」

　リョウは、心から感心したように言うと、改めてコォボに向き直って、

「そんじゃあ、いつか俺にも、泳ぎと釣りを教えてくれないか？」

「え？　その、まぁ、はい。俺で良ければ」

　コォボは、リョウの勢いに押されるように了りよう承しようしていた。

「よっしゃ！　なら約束だ。時間があったら、泳ぎと釣りを俺に……て言うか、子供たちにも教えてくれ。よろしく頼たのむぞ」

　と、リョウは心から楽しそうに言って、頭を下げていた。

「そ、そんなっ。こちらこそ、よろしく頼みます」

　と、コォボも釣つられるように頭を下げていた。

　さっきまでの妙みような緊きん張ちよう感は、どこへやら。

　そこには、リョウと子供たちを中心として、談笑の輪が広がっていた。

　人たらしの本領発揮、とでも言うのだろうか。

　その様子を、クラウは少し離はなれた所で見やりながら、

「……リョウさんって、絶対に釣りが上手いですよね」

　思わず、隣となりにいたニーナとミレイユに向かって囁いていた。

　この人懐なつっこい話術で『釣られた』経験を持つクラウとしては、そう思わずにはいられなかったのだ。

「あはは……。だよねぇ」

　と苦く笑しようするニーナと、

「魚釣りは見たことないけれど、他の釣りは、確かに上手いわね……」

　と溜ため息いき混じりに呟くミレイユ。

　……あ。ちょっと、気まずくしてしまいました。

　自分の発言が基ながら、不用意だったと反省した。

　リョウに『釣られた』人は、自分だけではなかったのだから。




　実際のところ、リョウは釣りや泳ぎが上手いのか――

　クラウが後で聞いたところ。

　リョウは、泳ぎも釣りも、得意ではないものの、人並みにはできるらしい。

　と言うより、できるようにさせられたのだとか。

　曰く、

「なんか、猛特訓した記き憶おくがあるような気がするんだよ。何と言うか……嫌だと言えず無理矢理に、ただがむしゃらに、水の中で足あ掻がいていた記憶が……」

　と、リョウには珍めずらしく、顔を真っ青にしながら、何かを思い出そうとしていた……けど、やっぱり思い出したくなかったらしく、ぶるりと身体を震わせていた。

　あのリョウが恐れをなすほどの猛特訓――つまり、それを指揮するコーチがいたということになるのだけど。

　その人がどんな人なのか、クラウには想像もできなかった。




　クラウは、気まずさからニーナやミレイユの顔を見ることができず、ただジッとリョウの方を見つめていた。

　するとリョウは、

「ところでな――」

　と話を切きり替かえていた。

「コォボは、何かやりたいことはないのか？　俺や子供らに付き合ってもらえるんだ、逆に俺がコォボのやりたいことを手伝わせてもらうぞ」

「それは」

　と、コォボは短く呟いてから、続きを言わないまま無言で辺りを見渡した。

　リョウは、そしてクラウたちも、その視線を追った。

　コォボの視線は、湖の先を――いや、湖に沈んだ村のことを、見つめているようだった。

「これまでコォボは、何をやってたんだ？」

　リョウが問うと、

「……みんな同じさ。畑作業をしながら、川で魚や蟹かにを獲とって、たまに山で果物や獣けもののお恵みを戴いただく。そんな、ゆったりした毎日を過ごし……過ごしてたんだ」

　コォボの声は震ふるえていた。

　過去形で言わなければならないことに抵てい抗こうするように、言葉が詰まる。そこに悔しさや哀しさが詰まっているようだった。

「そうか」

　リョウは頷くと、

「なら、これからもそうやって暮らせるようにしないとな」

　と、事も無げに言いやってきた。

　その、さも当然のことのように言われた言葉に、思わず頷きを返している人もいた。

　だけど、その意味を考えてみれば、それがとんでもないことを言っていることに気付かされる。

　ダラガッカの村は、湖の底に沈んでしまっているのだ。

　そこで、これからも以前と同じ暮らしをするなんてことができるわけ……。

「……冗談じゃない」

　コォボは声を震わせる。そこには、明らかに怒いかりの感情が込められていた。

「村がこんな状態で、元通りの生活なんて送れるわけがない！　畑も家か畜ちくも、湖の底だ。龍神様の山も、もう見る影かげもないまでに崩れ去っちまってる。そんな状態で、これからも、あの日みたいな生活が送れるわけがっ……」

「あぁ、『冗談じゃない』さ」

　リョウは不敵な笑みを浮かべながら、言い放つ。

「俺は本気で言ってるんだ。このダラガッカの村が、ここで、これまでの暮らしを続けられるように……それどころじゃない、もっといい暮らしができるように、俺はみんなの手伝いがしたいのさ」

　自信に溢れ、迷いなど微み塵じんもなく、断言する。

　そんなリョウの態度を見れば、誰だって、それを「大たい言げん壮そう語ごだ」として無視するようなことはできなくなるだろう。

　案の定、

「何か、案があるのか？」

「せめて話だけでも聞かせて欲ほしいんだ」

　と、何人もが興味を示していた。

　ダラガッカ再生のための案、そんなモノが本当にあるのか……

　村人の誰もが半信半疑……というより『疑』の割合の方が高い状態だったろう。

　何もかもが水の底に沈み、畑や家が奪うばわれてしまっているのだ。そんな状態から立て直すのは、簡単じゃない。

　だけど。

　やり直すことができるのだ、この村は。

　村は水底に沈んでしまったけれど、村は作り直すことができる。

　もし死者が出てしまっていたら、取り返しがつかなくなっていた。

　その差は、大きい。

　それに。

　ここには、どんなピンチもチャンスに変えてきた人が居るのだから。

「目の前を見てみろ。村が沈しずむほどの水があるんだ、こいつを使わない手はないだろ」

　リョウは湖を指し示しながら、楽しそうに説明を始めた。

「ここの土地は、元々栄養が少なかったんじゃないか？　ちょっと見ただけでも、作物は弱々しいものが多かった」

「あ、あぁ。土地が狭いから、何とかして作物を植えるんだが、作れる場所は限られている。年々、土地が痩せていくんだ」

「それなら一つ、試しにやってみてほしいものがある」

　リョウは笑え顔がおで話す。心から、誰かに何かを教えることを喜んでいるかのように。

「この、だいぶ緩やかになった斜しや面めんに段を作って、そこに水を張るんだ。そしてそこに、泥の中でも栽さい培ばいできる作物を植えるんだ」

「泥の中で？」

「あぁ。そうすることで、土の栄養が無む駄だに消費されなくなるのさ。たとえば稲いねだ。この辺りをちょっと見たんだが、なぜか、乾いた田んぼに稲を植えているのが多かった。だが、俺の記憶ではまったく違う。稲ってのは、泥みたいな地面に、水を張って栽培するものなんだ。ここは、期せずして水が大量にある。だからこそ、それを活用できると思ったんだが……どうだ？」

「どうって、言われても……」

　村人たちは困惑したように、互たがいに顔を見合わせていた。

「みんなの意見を聞かせて欲しいんだ。俺が勝手に決めるわけにはいかないだろ？」

「それは、そうだが……」

　村人の言葉の、後が続かない。

　その視線は、また、自然とスゥリィに集まってゆく。

　スゥリィは、今度はその視線を無視せず、真っ直ぐ答えた。

「私は、農業のことなんて、まったく判らないのであるぞ？　それに、ご神しん託たくを授かっていない以上、みんなで考えるしかないのであるぞ」

「みんなで……考える……」

　村人の間にざわつきが広がっていく。

　それは、動どう揺ようではなく、話し合いのためのざわつきだった。

「俺は、やってみたい」

　口火を切って宣言したのは、コォボだった。

「正直言って、俺たちには、こんな状態から村を立て直す方法なんて思い付けない。もし、少しでも知識のある者がその方法を教えてくれるなら、俺は、それを試したい」

「それが、コォボの考えか」

　リョウが、少し嬉しそうな顔で聞くと、コォボは大きく頷いて、

「完全にゼロからのスタートなんだ、何があっても後悔しない。……ただ、できるはずのことをしなかったという後悔だけは、したくない。とことん足掻いてみせるさ」

　そう言って、清々しい笑顔を見せてきた。

　すると、別の男が声を上げた。

「俺は、そのリョウとかいう男を信用していない。だから、そいつの案には賛成したくない。罠わなかもしれないんだからな」

　その意見に、すかさずコォボが反論していた。

「何だよ、そんな感情論でしかない意見なんて、それこそ信じられ……」

「いやいや、いい意見だな」

　と、コォボの言葉を遮って言ったのは、他でもない、リョウだった。

「どんな意見だっていいじゃないか。みんなで話し合って、それで決めていこう。みんなで決める以上は、恨うらみっこなしだろ」

　リョウは、どこか楽しそうに言った。

　クラウは思う。

　……もしかしたら、リョウは、ずっとそれを言いたくて、そして、実じつ践せんしたかったのでしょうか。

　みんなで考えて、みんなで話し合って、そして、みんなで決める。

　そんな社会を、目指しているのでしょうか。

　皇こう帝ていの一存で全てが決まってしまう世界で――

　経済を掌しよう握あくする者の一言で全てが変わってしまう世の中で――

　そして。

　神からの預言によって全てが決められてしまう村で――

　リョウは、そんな旧来のシステムを破は壊かいして、新しい風を吹き込もうとしている。

　まさに今。

　これまで『神託』に言われるがままの生活を送ってきたダラガッカの人々が、口々に自分自身の意見を口にして、侃かん々かん諤がく々がくと議論を始めていた。

　その様子を見ていたリョウは、満足げな顔を浮かべながら、クラウたちの方に近づいてきた。敢あえて村人たちから距きよ離りをとったのだろう。

「みなさんは、リョウさんの提案を受け入れてくれるでしょうか？」

　クラウが聞くと、リョウは飄ひよう々ひようとした様子で、

「さぁな」

「えっ……」

「それは、ここのみんなが決めることだ。もちろん、俺の提案には自信がある。だけど、みんながやりたくないっつったら、無理にやるわけにもいかないだろ。あるいは、もっといい案を思い付くかもしれないんだからな。今の俺の意見を押おし付つけたって、意味がないのさ」

「確かに。そうですね……」

　いつの間にか自分は、『リョウの意見なら間違いない』という価値観に縛られていたのかもしれない。

　それは、ダラガッカの人々が『神託』を妄信していたのと同じように。

　そして、かつて『法律』というモノを『正義』の代名詞だと信じて疑わなかった頃ころの自分のように。

　……私も、自分で考えなくては、いけませんよね。

　クラウの脳のう裏りには、今現在の、曖あい昧まいすぎる自分の立場のことがよぎっていた。

　……そして、決めなくちゃ。

　自分の進むべき路みちを。

　その先にあるものを目指して。

「まぁ、気を揉もむことでもないさ」

　リョウは言う。

「そもそも、『俺の記憶』ほど信用できないモノもないだろ。何せ、ほとんど記憶が無いんだからな。俺はむしろ、もっといい意見が出てくることを願ってるさ」

　そう言って、リョウは心から面白おもしろそうに、豪ごう快かいに笑っていた。

　リョウは、たまに不思議な記憶の話をする。

　そういえば、クラウとの初対面のときも、記き憶おく喪そう失しつだとか、この世界のことが良く判らないだとか、不思議なことを話していた。

　それが、この世界での『常識』に囚われない、奇き抜ばつなアイデアの基になっているのかもしれない。

　……でも。

　きっと、どんな世界にいても、リョウは奇抜な存在でいるような気がしますけど。

　そんなことを思って、クラウは苦笑した。







第三章
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　今こそ好機！

　グリフィスは、想定していた中でも最上の好機に遭そう遇ぐうした、と思い歓喜に震えた。

　あろうことか、ダラガッカ周辺の山々が、豪雨によって崩壊したというのだ。

　その上、集落はほぼ完全に水没してしまったという。

　人も家も畑も、甚大な被害を被こうむったことは間違いないであろう。

　その癖、ダラガッカの連中は、あの地が『紅龍神』の治める地であるなどという妄もう信しんで、ダラガッカを離れようとはしないだろう――むしろ離れられないのだ。

　これほどの好機はない。

　もし、これが通常の街を相手にするならば、こちらから援助を申し出て懐かい柔じゆうするという手もあろうが、相手はあのダラガッカだ。

　ここで殲せん滅めつしてしまった方がいい。

　それがたとえ無法の横暴だと罵られようとも、ここでダラガッカを討うち破らなければならないのだ。

　あんな小さな村に奇襲を仕し掛かけておいて敗退し、そのまま負けたままでいるわけにはいかないのだ。

　無法の横暴として、ヒトの心を捨て去るか――

　無能の暴走として、ヒトの底辺に這はいつくばるか――

　グリフィスは、前者を選ぶ。

　そこで、ふとグリフィスは思い至る。

　これではまるで、ニヴ島を相手に全力を出し、そして敗れ去ったインデッグと同じ轍てつを踏んでいるようではないか。

　……いや。

　それどころか、勢力関係で言えば、インデッグにも劣りかねない。

　ニヴ島の住民は、四五〇〇。

　ダラガッカの住民は、たった三〇〇。

　ならば尚なお更さら、ここで負けるわけにはいかないのだ。

「陸軍七〇〇人を派兵する！　ダラガッカを制圧し、一人残らず駆く逐ちくするのだ！」

　今、グリフィスの指揮の下、グイベル州立陸軍七〇〇人が、住民三〇〇人のダラガッカを制圧すべく、進行を開始した。

　グイベル州は不毛の荒こう野やだ。

　通常であれば遠えん征せい先で物資を補給することも可能だが、ここではそれができない。進路で言えば、ワルム市という街が最も大きい街となるが、それでも大軍を駐留させられるほどの余よ裕ゆうはない。

　結局、物資が潤じゆん沢たくなところから補給路を伸のばし、それを確保しながらの進軍となる。

　陸路での大量輸送――ヒトも武器も食料も、絶え間なく輸送し続ける必要があるのだ。

　そして、それを可能とする設備が、グイベル州にはある。

　鉄道だ。

　州都ウヴァルから、ダラガッカの最も寄より駅までは、約一五時間。

　だが、たった一回で、総量約四〇ｔの輸送が可能だ。おおよそにして、八〇〇人の兵士と装備、そして彼かれらの一週間分の食料等を積み込むことができる。

　七〇〇人もの派兵は、現実的に見て、一回の輸送での限界に近い数字でもある。

　これと合わせて、ダラガッカ攻略に必要な舟ふね、そして爆薬を積んだものも必要となろう。

　負けるわけにはいかない……もはや負けるわけがない。

　だが、油断はしない。

　常に最悪の事態を想定して、その上で、最善の策を選ぶのだ。

　ここで考えられる最悪の事態、それは、こちらの情報が筒つつ抜ぬけになっていて、防衛戦の準備が整っている場合、であろう。

　だが、具体的に考えて、何の準備ができるというのか。

　そもそも、ダラガッカには武器がないのだから。

　さすがに、あの奇襲があってから、多少は武器も購こう入にゆうしただろう。

　だが、それがどうした。

　こちらは二〇〇の火器と六〇〇の剣けん・槍やり、そして完全防ぼう御ぎよを可能とする鉄の盾たてを装備してゆくのだ。

　相手の攻撃など、通じない。

　ましてや、今のダラガッカは、生きるだけでも精一杯の状態なのだから。

　……俺おれは、功を焦らない。短絡思考のインデッグとは違うのだ。

　完全無欠の侵略を、みせてやろう。

　グリフィスは、鋭するどい視線で南西の空を睨にらみつけながら、ニヤリと笑った。




『グイベル軍が進軍を開始した』

　その情報を、クラウはいち早く受け取っていた。

　テトラ州トルーズ市――フラガラック第三管区本部庁舎の屋上には、今もなお、世界中から様々な情報が集まってくる。

　今回の情報は、表向きは、

『先日の大雨に伴う崩ほう落らくによる、行政区画の変動についての調査』

　とされているものだけど、これは間違いなく、ダラガッカを攻せめ落とすための進軍だ。

　誰もがそれに気付いているだろう。

　だけど、それを公言できる人なんて、居ない。

　帝てい国こく内の鉄を統すべる赤帝グリフィスに表立って対たい抗こうできる勢力など、ほとんどないのだから。

　唯ゆい一いつ、ありうるとしたら、それは皇帝だろう。

　だけど、皇帝とグリフィスとの関係は懇ねんごろだ。

　グリフィスは皇帝に良質の鉄を提供し、そして、皇帝は法律や経済の場面でグリフィスを優遇する。

　先代皇帝から続いている関係だけど、今のガルゴドキア帝になっても、その関係は問題なく続いている。むしろ、無能との評も多いガルゴドキア帝からすれば、この関係だけでも維い持じしておきたいところだろう。

　……この大地は、とても息苦しいですよ。

　クラウは、空を見上げた。

　眼下に広がるヒトの世界など気にも留めず、今日もハトは空を飛び回る。

　自由に……とは、とても言い難いのだけれど。

　ここで伝でん書しよ鳩ばととして働いてもらっているのだから。

　情報の速さで言えば、伝書鳩たちに勝るモノはない。

　せっかくハトたちが頑がん張ばって運んできてくれた情報なのだ、クラウは、その一つでも無駄にしたくはない。

　この情報をいかにして使えば良いのか――

　誰が、何を、してみせるのか。

　行政特区テトラ州を管かん轄かつとする、帝国の組織：フラガラック。その隊長という身分である自分が、今、何をすべきなのか？

　その答えは、判わからない。

　規則や義務に則のつとって考えたところで、クラウは答えが出せなかった。

　だからこそ。

　……私は、私の『正義』と共に、突き進みます！

「頑張りましょうね。……もしかしたら、私たちにとっての、最後の仕事かもしれませんから」

　クラウは、仕事仲間たちに笑顔で語り掛かけた。そして、彼らの足に付けられた銀色の筒に、前もって準備していた手紙を入れていく。

「メリィ、ハミィ、閣下、ロールちゃん、ニヴニヴ……」

　クラウは、改めて同どう僚りようたちの名を一つ一つ呼んで、彼らを抱きかかえながらハト小屋の外に出た。

　そして――

「いってらっしゃい、みんな！　この空を、もっと自由に飛び回れますように！」

　クラウは両手を目いっぱい広げて、ハトたちを大空に解き放った。

　彼らは羽を一いつ斉せいに広げ、青く澄んだ空を駆かけ巡めぐってゆく。

　メリィは南へ――

　ハミィは街の高台へ――

　閣下は西の山へ――

　ロールちゃんは北へ――

　そしてニヴニヴは、東へ――

　それぞれの『家』へと、帰っていった。

　……さぁ。私も行かなくてはいけませんね。

　帝国に仇あだなす行こう為いを――

　法律に反する行為を――

　……私は、やる。

　みんながみんな、全力を出し切らなくてはいけないのだ。

　この戦いに勝つために。




『グイベル軍が進軍を開始した』

　その報を、リョウはダラガッカで受け取った。

　あのとき――リョウとクラウがダラガッカに来たときに仲間となった『閣下』が、リョウのもとに帰って来たのだ。

　リョウは「お疲つかれさん」と閣下の頭を撫でてやると、すぐさま身を翻ひるがえして、みんなが集まっている広場に向かった。

　今回の作戦の、最終確かく認にんだ。

　というのも、グリフィスが攻めてくるであろうことは、既すでに予測していたのだ。

　グイベル州のきな臭い動きは、サクソンとの裏取引の交こう渉しようを経て、こちらに筒抜けだったのだ。

　これにより、先のダラガッカ襲撃犯の正体も確信できた。

　そして、あれほどまでに石炭を求めて攻めてくる以上、そう簡単に諦あきらめるわけがない。そう考えれば、今現在のダラガッカの状じよう況きようは、これ以上ない好機となろう。

　ここを狙わない手はないのだ。

　だからこそ、こちらも覚かく悟ごは完了し、準備も既に進めていた。

　ダラガッカを舞ぶ台たいにした、防衛戦を展開するのだ。

　湖畔にある広場には、多くの村人が集まっていた。

　その中心には、スゥリィがいた。

　珍しい。

　神託を妄信しなくなってからというもの、様々なことでみんな平等に意見を言うようになったため、スゥリィを中心に集まるようなことは、ほとんどなかったのだ。

　それこそ、村全体に関わるような神託を授さずかった場合でもない限り……。

「よっ。何かあったのか？」

　リョウはいつも通り、気軽に声を掛けた。

「おぉ、リョウか。待っていたのであるぞ」

　スゥリィが明るい声で言ってきた。

「何か良いことでもあったのか？」

「いや。まだ判らない」

　スゥリィは、ちょっと不思議な返事をしてきた。そして、

「実は、さっき、ご神託を頂いたのである」

「ほぅ」

　予想はしていたものの、その言葉に、リョウは一いつ瞬しゆんだけ身体を緊張させていた。

　スゥリィたちは、もう、神託を妄信することはないだろう。それは確信している。

　もう、ここにいるみんなは、自分の未来を自分で決めている。

　とはいえ、その神託に間ま違ちがいはない。

　絶対に、言葉通りのことが起こるのだ。

「いったい、どんな神託だったんだ？」

　リョウの質問に、スゥリィは堂々と答えた。

「うむ。『ダラガッカは消滅する』……であるぞ！」
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　翌日の昼過ぎ――

　早くも、ダラグ川の流域では、兵が揃そろって駐留していた。

　もっとも、表向きは『崩落の調査』だ。武器を隠かくし、服装も兵士とはバレないようなものとなっている。

　形式的なものではあれど、その建前を無視するわけにもいかないのだ。

　その陰かげで、侵しん攻こうを仕掛けるのは、その種の特選部隊七〇〇人。

　そこに加え、彼らを補助するために、中途の街から合流した後援部隊二五〇人と、周囲の街から招集をかけて連れてきた一般市民らがいる。

　もう既に、ダラグ川の舟の通過は封ふう鎖さしていた。『崩落に伴う洪水や土石流の危険があるため』などと、適当に理由はついた。

　これによって、ダラガッカと外部との行き来は、完全に遮しや断だんしていることになる。

　決戦は、夜。

　闇やみの中に紛まぎれるように、一気にダラガッカを制圧するのだ。

　兵たちは、常日頃から、グリフィスより「油断をするな」と伝えられている。

　だが同時に、「これが終われば、思い切り羽を伸ばして休め」とも伝えられていた。

　とりわけ、今回の遠征は、みな故郷から遠く離れる羽目になる。そのため、それでも士気に影響が出ないよう、成功報ほう酬しゆうを弾はずみ、また特別遠征費も用意されていた。

　この点、財政的には何の問題もない。

　グイベル州の鉄は――そしてその加工技術は、それほどの財を稼かせげるほどの代しろ物ものなのだ。

　それに……

　ここでダラガッカの石炭が手に入れば、より一層の儲もうけが期待できるのだ。

　兵士たちの士気は、自ずと高くなっていた。




　夜の帳とばりが下りきったとき――

　陣の篝かがり火びが焚たかれる中から、黒い靄もやの掛かったような闇の中へ、七〇〇の男たちが消え入ってゆく。

　グリフィスの意向を受けた小隊長一五名の下、グイベル軍の屈強な陸の戦士たち七〇〇人が、ついに、ダラガッカへ向けて川登りを開始した。

　当初は、全兵士が舟で遡そ上じようしていく予定だった。

　しかし、いざ実際に川の様子を見ると、ほとんど水がなく、舟で進むのは不可能な状況だった。

　他方で、いつもは川底になっている地面が露あらわになっている。

　これは、舟に不慣れな陸軍としては、却かえって好都合だと考えられた。要するに、いつも通り、自分の足で進軍すれば良いのだから。

　実はグリフィスは、前もって、

『ダラガッカ周辺は、たびたび起こる崩落によって川に亀き裂れつが走り、川の水が地中に逃げてしまうようになった』

　という情報を手にしていた。

　とはいえ、この出所不詳の情報を無条件で信しん頼らいするほど、グリフィスもグイベル兵らも愚かではない。

　ただ念のため、頭の片かた隅すみに置いていた。それが今回、ダラグ川の水が実際に減少しているのを目まの当あたりにしたことで、情報の正しさを確認できた、というわけだ。

　今こそ好機！

　グリフィスにしてみれば、まさに待ち望んでいた状況だ。

　ただ、だからと言って油断はしない。

　七〇〇の兵――ダラガッカの住民の二倍を超こえる勢力で迫りながら、それでも警けい戒かいは怠おこたらない。

　恐おそらくは、ダラガッカも銃じゆうを購入しているだろう。川の上流にダラガッカがある以上、常に上方から攻められる格好になるので、戦せん闘とうは厳しいものになると予想している。

　それに何より。

　相手には、数的優位など関係ない男が構えているというのだから。

　現場の兵たちも、グリフィスからその男についての話を聞いていた。そもそもインデッグが敗北し戦死した事実は、あまりにも有名だ。

　そんな男を相手にする以上、警戒を強めたところで、しすぎるということはない。

　グイベル兵は、ゆっくりと、着実に、歩を進めていく。

　道中、周囲の山々からのゲリラ戦も警戒していたのだが、そのような気配もない。

　静かすぎる。

　何より、順調すぎる。

　何かがおかしい……

　兵たちの中に、不安感が芽生え始めていた。

　すると、先頭を進む兵たちが、上流の方に人影を見た。

　目標だ。

　たったそれだけで、これまでの不安は吹っ飛び、兵たちの意識は戦闘モードへと変容を遂げていた。

　ついに戦闘が開始されるのだ。グイベル兵たちは周囲を十分に警戒しながら、川を遡さかのぼってゆく。

　ふと……

　一人の兵が立ち止まって、辺りを見み渡わたした。

　何か、地面がグラグラと揺ゆれているような気がしたのだ。そして同時に、空気をも揺らすような轟ごう音おんが聞こえてきた。

　兵たちが揃って足を止め、辺りを見渡した。

　原因は何だ？

　音の出所はどこだ？

　不安が場を支配してゆく。

「怯ひるむな！　各自、距離をおいて周囲を警戒しろ！」

　小隊長らが、怒ど声せいのような声で指揮を飛ばす。だが、それでもギリギリ聞こえるというほどに、辺りは、謎なぞの轟音と兵士たちの困こん惑わくの声で騒然としていた。

　まるで山全体が揺れている……

　四方八方から音が響く……

　次し第だいに、揺れも音も近く大きくなってきて……

　一層、地面が震ふるえた。

　兵士たちが思わずその場に倒れ込んだ、次の瞬しゆん間かん、兵士たちはようやく、その原因を目の当たりにする。

　音の出所、そして揺れの原因、それは川の上流に現れた。

　濁流だ。

　洪水……いや違ちがう……これは、人工的に川の流れを堰き止めておいた、その水だ。

　ここ数日分の川の水、それが一気に押し寄せてきていた。

「決壊だぁ！　水が襲おそってくるぞ！」

　兵士が必死に声を荒らげた。だが、その声は水の轟音に飲み込まれ、そして、その身体もまた、激しい濁流に飲み込まれていった。

「ぎゃああああぁあぁぁぁぁぁぁぁああっっ!?」「ひっ!?　おぼぁ……」「ど、どけぇ！　早く逃げ……ぐあぁぁぁっ!?」

　悲鳴、怒号、それを掻かき消す水の音……

　怒ど涛とうの勢いで、ダラグ川は、木々や岩やヒトや武器を丸呑みしてゆく。

　それはまるで、ダラガッカを守護する龍りゆう神じんのように。

　ダラガッカを襲撃しようとしていた輩やからを、喰らってゆく。




　州都ウヴァル――

　朗報の到着を待っていたグリフィスのもとに、ダラガッカ征伐軍に持って行かせた伝書鳩の手紙が届けられた。

『特務隊全滅。ダラグ川を用いた水撃。生存者はあるも、精神崩壊にて再起不能』

「全滅……だと？」

　意味が判らなかった。

　グリフィスは、手紙の言葉を繰くり返かえすことしかできなかった。

　やがて、現場から、何羽ものハトが飛来してきた。主が死亡したために勝手に飛んできたものもあれば、後方部隊の小隊長や中継点ごとに持参していた伝書鳩もあり、まったくの統制を取れないまま次々と飛ばされたのだと思われる。

　それだけで、現場の混乱が見て取れてしまう。

　その情報を統合していくことで、グリフィスは、今回の奇襲作戦が失敗したのだと痛感した。

　死者・行方ゆくえ不明者は四〇〇を超え、生きている人間を数えたほうが、よほど早い。

　負傷者も二〇〇を超え、まったくの無傷だった者は五〇にも及ばない。

　しかも、生存者と言ったところで、彼らはあまりの惨さん劇げきを目の当たりにしたがために、もはや戦う意志を失っているらしい。

　ダラグ川は、元通り、普ふ通つうの川のように流れているという。だが、生存者たちは水を見るだけで発狂してしまうような状態だ、と。

　……この話が耳に入れば、いまウヴァルにいる兵士を新たに派は遣けんしたところで、まともには働けないだろう。

　作戦の変更が必要だ。

　もはや川を登ってゆくことなど、できない。

　……ならば。

　グリフィスは、卓たく上じようの地図を穴が開くほど睨みつける。

　その中で、ダラガッカという地域は、本当に陸の孤こ島とうなのだと感じていた。

　ダラグ川が塞がれてしまえば、もはや外部との交流は完全に遮断されるのだ。

　……『紅龍神』の治める地、ねぇ。

　グリフィスは歪ゆがんだ笑えみを漏もらしながら、ダラガッカの連中を哀れんだ。

　家や土地や財が水没しても、その地を離はなれることができない……だったら、お望み通り、こちらから離れられないように仕向けてやろうじゃないか。

「改めて、ダラガッカに兵を出すぞ」

　グリフィスは、陸軍大将を呼んで命じた。

「数は二〇〇〇。それを一つの連隊として、三組を組織する。一組の派遣日数は、三日。三日ごとに二〇〇〇人を入れ替えるのだ、我らが誇ほこる鉄道を使ってな」

　そして最後に、グリフィスはこの作戦の目的を言った。

「ダラガッカを、兵糧攻めするのだ！」




　ダラガッカの村は、その大半が水没してしまっている。

　家も、土地も、田畑も、今は湖の底だ。

　そもそも、元から豊かな土地ではなかった。

　僅かに備蓄していた食料品なども、ほとんど流れ去ってしまった。

　本来ならば、外部からの――リョウやハーメスト商会からの支援物資に頼るつもりだったのだ。

　だが、それは途と絶だえたと考えるべきだった。

　ダラガッカの水撃から一日も経たない間に、グイベル州の州都ウヴァルから新たな兵が派兵され、二〇〇〇もの数でダラガッカ周辺を包囲してしまっていたのだから。

　もはや、人も物も、ダラガッカに出入りすることはできなくなった。

　こんな状況で、三〇〇の住民が揃って生き長らえる術すべはない。

　もって、五日――

　ただ、それは、食料を口にしなくとも生きていられる、という意味と同義になるが。

　もし――

　もし三〇〇という数が減っているならば、きっと、もっと生き長らえることもできようが……
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「以上、報告終わりです」

「ご苦労」

　グリフィスは、部下からの状況報告を受けて、満足げに微笑ほほえんだ。

　グリフィスの連隊は、圧あつ倒とう的てきな人数と物量で、完かん璧ぺきなまでの包ほう囲い網もうを完成させたのだ。

　ダラガッカへと向かう道については、ダラグ川は当然として、事実上不可能と言われる山やま越ごえの可能性や、隠し通路の可能性まで考こう慮りよして、常に六〇〇人以上が周囲の山々を巡回し、包囲している。

　自軍にとって何より大切な補給路である線路についても、定点警備だけでなく、トロッコや馬車を使っての点検・監視を怠らない。

　もし補給路が狙われたとしても、容易に守り抜ぬくことが可能だ。

　元々、不毛の荒野を貫くように走る鉄道なのだ、見晴らしも良いため、奇襲などは実質的に不可能と言えるだろう。

　更さらには、リョウという男に対しては、特別な警戒も加えてある。

　いかなる苦境を物ともせず、それを覆すことのできる、奇策師。

　どれだけ準備をしたところで、慢心はできない。

　とりわけ注意すべきは、今リョウの手中にあるという装そう甲こう戦せん艦かんだ。

　アレの威力は、グリフィスも聞きき及およんでいる。

　特に、その主砲の威力は脅威だ。射程としては、一海里を優に超え、三kmにも及ぶという話だ。

　……だが。

　装甲戦艦も所詮は船。

　海の上でしか役に立たない。

　一方、今回の主戦場は、山の中にあるダラガッカだ。

　船が山登りをできるわけがない。

　要するに、向こうの主力は、主戦場まで辿たどり着つくこともできないのだ。

　……あるいは。

　装甲戦艦の大たい砲ほうを使って、こちらの補給路を狙ってくるかもしれない。

　だが、それは無む謀ぼうというものだろう。

　確かに、一部の線路は――ダラグ川の河口付近では、海から三km以内の距離を走っている。

　直線距離で言えば、射しや程てい圏けん内ないではある。

　だが、ちょうど海と線路との間に、一つの山が聳そびえ立っているのだ。

　いかに海上での射程が三kmあったところで、一〇〇〇ｍ級の山を越えて撃とうとすれば、かなり射程が落ちることになる。結局は線路まで届かないのだ。







[image: ]







　こうして。

　負ける要素はことごとく排はい除じよした。

　あとは、一週間ほど待っていれば、勝手に勝ちが舞い込んでくる。

　こちらも持久戦となるが、勝つのは我々だ。

　ダラガッカ、そしてリョウという男……せいぜい手も足も出ない状況に苦しみ続けるがいい。




　　　　　～～～




　ダラガッカが完全包囲されて、丸一日が経とうとしていた。

　トルーズ市に停てい泊はくするメルキュリア号の船長室で、ニーナとリョウを中心に、作戦会議が開かれていた。

　リョウやニーナ、ミレイユやクラウは、ダラガッカの外に居たため、包囲網に引っ掛からず無事に済んでいた。

　だが、包囲網に囚とらわれている人たちが多く居るのも事実であり、それを無視して行動するなんてこともできるわけがない。

　リョウは、何度かダラガッカへの侵しん入にゆうを試みようとした……だが、敵もさる者、万ばん全ぜんの包囲態勢を敷いているため、諦めざるを得なかった。

「ありゃ無理だ。ネズミ一匹も通れやしないだろう」

　リョウは、正直に賞賛の意も込めて呟つぶやいた。

　グイベル兵たちは錬れん度ども高く、統制も取れている。

　隊列も綺き麗れいだ……ということを逆手にとって、前回の水撃は予想以上の効果を得られたのだが。

　今回はそうもいかない。

「リョウでも無理なら、誰だれでも無理だね」

　と、ニーナが頷く。

「ここで戦闘をするのは合理的じゃないわ。そもそも数でも質でも劣おとっているのだから」

　と、ミレイユも続く。

　相手は二〇〇〇人。

　こちらはせいぜい数百人――もしニヴ島から人を掻き集めたとしても、一〇〇〇は超こえられない。

　その中で、戦闘の専門家ともなれば、ニヴ島から連れてこられる数百人のみ。

　結局のところ、戦力となるのは数百人が限度ということだ。

「武器も体力も食料も限界がありますし、無む駄だな戦闘は避けるべきでしょうね」

　と、クラウも確認するように言った。

「あぁ。アレは、正面から戦って勝てる相手じゃない。つまり――」

　とリョウが言うと、ニーナが言葉を被せるように、

「つまり正面から戦わなければいい、ってことだね」

　リョウの言いたいことを先取りしていた。

「へへ。リョウの言いたいこと、大体判るようになってきたよ」

　と、ニーナはどこか誇らしげに、嬉うれしそうに言った。

「ほぅ」

　と、リョウはイタズラっぽく笑って、

「なら、今回の作戦の説明は、ニーナがやってくれるんだな？」

「……え？」――固まるニーナ。

「俺はもう、今回の作戦を考えてある。だから、俺の言いたいことが判るようになってきたニーナが、説明してくれると助かるんだがな」

「え、あぅ……えと」

　と、困ったように辺りを見渡すニーナ。

　……あちゃあ、ちょっとからかいすぎちまったな。

　ニーナのうろたえぶりを見てリョウは反省しながら、ニーナに謝ろうと口を開いて……だが言葉を発する前に、

「じゃ、じゃあ、私が考えたところまで、ちょっと話してみるね」

　と、ニーナが言った。

　リョウは少し驚おどろいたものの、それよりも面白さが勝って、

「おぅ、頼たのむ」

　と先を促うながした。

「あの、ちょっとした思い付きだから、そんな詳しくは考えてないんだけど……」

　と前置きしてから、ニーナは話し始めた。

「今回、グイベル軍は、ダラガッカを苦しめるために、周囲を包囲して兵糧攻めにしてるでしょ？　でも、実はグイベル軍も、そんなに食料とかがあるわけじゃない」

「まぁ、『赤き荒野』とか呼ばれてるくらいだしな」

「そう。だから今度は私たちが、グイベル軍を兵糧攻めにできないかなって考えたんだ。……つまり、補給路を断つ」

　ニーナは、机上の大陸地図を指し示しながら、

「グイベル軍は、このダラガッカを囲う山の麓ふもとに駐留して、包囲網を展開してる。だけど、この辺りも含めてグイベル州は不毛の大地で、食料がない。わざわざ蒸気機関車を使って、大量に運び込んでいる状態なんだよね。だから、その蒸気機関車の動きさえ封じ込められれば、グイベル軍を兵糧攻めできるってこと」

　ニーナは、そこまで言って、リョウを見やってきた。

　てっきり不安そうな顔をするかと思いきや、ニーナの顔は、まるでリョウに勝負を挑むかのような、真しん剣けんなものだった。

「俺も、同じことを考えていた」

　と、リョウはニーナの考えに賛成した。

　……ただ、これだけじゃどうしようもない。

「案として考え付いてはいたんだが……さて、具体的にはどうする？」

「……うん。私には、ここから先が思い付かなかっ……えと、私は、思い付かなかったんだよ」

　ニーナは噛かんでしまったのか、途中で言い直していた。

「一応だがな――」

　と、リョウは前置きをしてから、一つの案の説明を始めた。

「蒸気機関車の動きを止める手段は、ある」

　ニーナはハッと顔を上げてリョウを見た。

　ミレイユやクラウも、興味深げにリョウを見てきた。

「装甲戦艦の主砲を使う。それで、蒸気機関車の線路を砲撃するんだ」

「……何を言っているの？」

　と、ミレイユが呆あきれたように言った。

「この地図を見て。どこを鉄道が通っているのか教えてあげるわ」

「いや知ってるさ」

「……知ってて、それでもなお、そんなことが言えるの？」

「言う分にはタダだからな」

「…………はぁ」

　ミレイユは聞こえよがしに溜ため息いきをつくと、まるで子供のいたずらを見守っているかのような微笑を浮うかべて、

「なら、この鉄道のどこを狙ねらうというの」

「そいつはやっぱり、ここさ」

　そう言ってリョウが指差したのは、ダラグ川の河口付近。

　海から鉄道までの距きよ離りが最短になる場所だ。

「でも、ここの海岸線には山があるわ。海から線路を狙うには、どうしても山が間に入ってしまうもの」

「海から線路を狙うには、な」

「……あ」

　ミレイユが何かを察して、そのまま固まった。

「そういうことでしたか……はあぁ」

　クラウも察したようで、感かん嘆たんなのか呆れなのかよく判らない溜息を漏らしていた。

　そもそも、ここ以外の場所は、海岸線から少なくとも四kmは離れている。

　どう足掻いても、射程三kmしかない大砲の弾が届くことはないのだ。

　だが。

　このダラグ川河口付近であれば、足掻きようによっては大砲の弾が線路に届くはずだ。

　そう……

「ダラグ川を遡って山を避ける。そこから大砲をぶち込んでやるんだよ」

「……リョウのやりたいことは判ったわ。でも、現実的に、そんなことができるの？　山を迂回できるような位置となると、一五〇ｍは遡らないといけないのよ？」

「できるさ。俺おれたちならな」

「相変わらず、そんな簡単そうに言って……。あの川の水位は浅いのだから、装甲戦艦は絶対に通れない。となれば、主砲だけを他の船に積んでいくつもりなんでしょうけど」

「まぁ、そうだな」

　とリョウは頷く。

　対するミレイユは、質問を続けてきた。

　と言っても、不満や不審があると言うわけじゃなさそうだ。

　リョウがこれから何を言ってくるのか、それを楽しみにしているように見える。

「あの川は、小こ舟ぶねじゃないと底がついてしまうのよ？　だけど、小舟では、装甲戦艦の主砲は撃てない。そもそも巨きよ大だいすぎて運うん搬ぱんができないし、もし仮に運べたとしても、撃った瞬間、その衝しよう撃げきで舟ふねがひっくり返るか、ボロボロに砕け散ってしまうわ」

「『大』では通れない、『小』では撃てない。だったら『中』で……」

「だから、『中』も通れないって……」

　ミレイユの言葉に、リョウは不敵な笑みを返して、

「通れるようにするのさ」

「え？」

「川の水を深くして、中型船が通れるようにするんだ。そして、主砲で線路を撃つ」

「いったい、何をするつもり？　川を深くなんて……今から穴掘りなんてしてる時間も人も、ここには無いのよ」

「そりゃ、下に掘ってる時間なんて無いさ。だが、逆だったらどうだ？」

「逆？　ということは、上に……」

「増水させる」

「……なんてこと」

　ミレイユは、リョウが何をしようとしているのか思い至ったらしい。

　これまでダラグ川を何度も増水させてきたリョウたちだからこそ、この作戦ならば行けると思ったのだ。

　きっとミレイユたちも、今、同じ思いを感じているだろう。

「やってみる価値は、あるわね」とミレイユ。

「むしろ、やらないわけにはいかないですよ」とクラウ。

　そんなクラウに、リョウは一言。

「その意気だ、クラウ。狙撃手としての腕うで、期待してるからな」

「…………へ」

　クラウには珍めずらしく、間の抜けたような声を漏らしていた。

「そ、そそそ、そんなこと言われましてもっ!?」

　クラウは見るからに狼ろう狽ばいして、

「あのあのっ、わ、私は、弓でしたらそれなりに扱えますけど……そのぅ、砲撃は、ほとんどやったことがなくてですね」

「そんな気にすんな。似たようなもんだろ」

「え」

「物を飛ばして遠くに当てる。ほれそっくりだ」

「えー……」

　どうも不満げなクラウだった。

　だが、リョウはどうしてもクラウにやってもらいたかった。

「いやぁ。砲撃手は居るには居るんだがな、なかなか、信頼の置ける人間かどうかってなると、難しい。その点、クラウだったら問題ない。しっかりやってくれると信じてるし、だからこそ、成功しても失敗しても、自分自身の結果として受け入れることができる」

　この点を、リョウは一番重視していた。

　誰かの行動について、自分も責任を負えるかどうか。

「正直に言って、今、俺が無条件で信頼できる人間は、限られてる。ニーナ、ミレイユ、クラウ、そして、ブロムスやワッハ……『無条件』ってなるとそれくらいだ」

　リョウは、ここにいるニーナ、ミレイユ、そしてクラウを見渡しながら、

「だから、作戦の最重要な部分を担う人間は、どうしてもその中から選びたいんだ。まぁ、もしどうしても嫌いやだったら、俺が自分でやるけどな」

　ちょっと冗じよう談だんぽく、そう言った。

　するとクラウは、何かを深く考え込むように、ジッと自分の手を見つめながら、

「適材適所、なんですね」

　と、いつか二人で話したようなことを呟いてから、

「……判わかりました。狙撃手としての任、引き受けます」

　キッとリョウのことを見返して――それこそ勝負を挑むかのように、言ってきた。

「あぁ、頼んだ」

　と、リョウが大きく頷うなずき返したところで、

「でも、リョウ？」

　と、ミレイユが聞いてきた。

「大砲を撃つ人が決まったところで、そもそも、その大砲と人を乗せる船が、決まっていないんだけど？」

「船なら、決まってるよ」

　その問いに答えたのは、ニーナだった。

　さっき言葉を噛んでから、ずっと黙りこくっていたのに。

「ラール号……だよね、リョウ」

　ニーナは確かく認にんするように言ってきた。

「とりあえず、俺が想定してるのは、そうだな」

「うんっ」と、ニーナは満足そうに頷いて、「てことで、ラール号で行くよ！」

「ちょっと待ちなさいよ、ニーナ」

　と、ミレイユが少し怒ったように言った。

「この作戦に使う船が、無事で済むわけがない。たとえ増水させるとはいえ、あんな浅い川をあの大きさの船が遡ったらどうなるか、判ってるでしょう？」

「まぁ、ね」

　ニーナは苦く笑しようしていた。

　それはリョウも判っている。

　中型船が通れるようになる、などと言ったところで、それは、安全無事な航行を意味しているわけではない。

　要するに、強引に突っ込んでゆくしかないのだ。

　ラール号が壊こわれるのを覚かく悟ごして。

　ラール号は、リョウにとって、思い出の船だ。

　だがそれ以上に、ニーナにとっては、もっとも思い出が詰まった船なのだろうと思う。

　それでも、ニーナは一点の陰りもなく、ジッとリョウを見つめていた。

「大だい丈じよう夫ぶ。私は見えたから」

　ニーナは言った。

「見えた？　何が？」

「ラール号が、濁流を掻き分けながら、蒸気機関をフル稼働しながら、船全体がボロボロになりながらも、それでも、しっかりと前に行こうとする強さ。それを、さっき、私は見てたんだ」

　そう言われて、リョウは察した。さっきというのは、ニーナが少し噛んだようになっていたときのことだろう。

　道理で、あれから急に無口になったと思ったら、頭の中でそんなことを考えていたのか。

　ミレイユも、ソレを持ち出されてしまっては反論の仕様がないのだろう、

「好きにすればいいわ。貴女の船だもの」

　と、少し呆れたように、だけど、どこか羨ましそうに、言っていた。

「いいのか、ニーナ」

　リョウは、いろんな意味を込めて言った。

「うん。これでいいんだよ」

　とニーナが答えた。そして、

「もし、ラール号よりも良い船がすぐに見つかったなら、その船を使えば良いと思うよ。でも、ラール号よりも良い船なんて見つからないよ。だって、メルクリオス商会の秘蔵の船を、あのリョウが改造までしちゃってるんだからね」

　とても誇らしげに、ニーナは微笑みを見せてきた。
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　グイベル兵にとっての三日間は、本当に長く感じられた。

　警戒状態での待機というのは、体力だけでなく精神力も大きく削るのだ。

　いつ、どこで、何が起こるのか……そんなことは誰にも判らないにもかかわらず、あらゆる状じよう況きようにも対応しなければならないのだから。

　朝・昼・夜の三交代制で警戒に当たる中、自分の勤務時間が終われば何事もなかったことに安あん堵どし、そして、次の勤務時間に何か起こりはしないかと不安になる。

　そんな中、この日は、ようやく第一陣のダラガッカ包囲の任が解かれる日だった。

　つまり、安堵だけが残り、不安を覚えなくて済む、という日だ。

　予定では、朝早くに、交代人員や物資を載せた列車が到着し、昼からは早くも新チームの兵たちが包囲を続けることとなっていた。

　みな、任務中でありながら、思い思いに帰宅後のことを語っている。

　そもそも、グイベル兵の中で、今回の相手であるダラガッカに対して恨うらみや敵意を持っている者は、ほとんどいない。命ぜられるまま、給料がもらえて、さらに遠えん征せい費込みの特別手当が出るから、ここでこうして包囲を続けているのだ。

　だから、何も起こらずに帰れることは、本当に嬉しいことだった。

　……いや。おかしなことが無いわけではなかった。

　というのも、ここ数日、またダラグ川の流れが弱くなっていたのだ。

　この川について――ここで起きた自軍の惨劇について、知らないものはいない。事実が事実だけに、緘かん口こう令れいが敷しかれていたようなのだが、地元住民らなどから話を聞いて、いろいろ知ってしまったのだ。

　だからこそ、この川の異変は、兵士たちを恐れおののかせている。

　誰も川に近づこうとしないほどだ。

　本当に、精神力が削られる数日間だった。

　ふと、遠くから、巨大な旅団の一群がこちらにやってくるのが見えた。

　すわ敵襲か、と警戒を強める者もいたが、それがすぐに自軍の交代要員だと判り、みな一気に様々な感情をあらわにした。

　そして、同どう胞ほうたちが駐留地までやってくると、言葉だけは心から「良く来てくれた！」と大歓かん迎げいしておきながら、みな、振ふり返ることなく足早に列車駅まで向かっていった。

　ようやく帰れる。

　みなが心を一つにそう思いながら、グイベル兵二〇〇〇人を乗せた列車が、今、州都ウヴァルに向けて走り出した。




　同刻――

　テトラ州とグイベル州の州境に程近い海上。

　ダラグ川の支流が海に流れ込む河口からは、２海里弱ほど離れた位置。

　そこに、一隻の船が浮かんでいた。

　ラール号・改。

　その船首は槍やりのように鋭するどく、そして鉄板で補強されていた。鉄板の補強は船底にまで及び、強度は増している――その一方で、重量も増しているため、喫きつ水すいは以前より深い。

　その側面には、かつてテトラ州立軍の蒸気艦かんに装着されていた外輪が、取り付けられている。もちろんこれはお飾りなんかではなく、内部に積まれた蒸気機関によって稼動する。

　そして何より――

　その船せん舷げんより凛々しくそそり立つのは、装甲戦艦の主砲だ。

　ラール号――メルクリオス商会の裏の顔を支えてきた、人助けのためには何でもする、ある意味ではメルクリオス商会の主力でもある船。

　それが今、まさに人助けのために何でもしようとしているのだ。

　ニーナは、この船の船長らしく、艦橋に堂々と立って先を見み据すえていた。

　万が一にも失敗は無い。

　ニーナは見たのだ。

　ラール号が濁流の中を突き進み、ボロボロになりながらも、ちゃんと役割を達成する姿を。

　その姿を現実とするために、ニーナも、リョウも、ミレイユも、クラウも、ブロムスも、ワッハも、みんなみんな、本気で尽力してきたんだから。

　……あとは、そのタイミングだけ。

　既すでに、攻撃の狼煙のろしは上げていた。この狼煙は、きっとダラガッカにも届いただろう。

　ニーナは、目を瞑つむった。

　今、見える必要のないものは見えなくていい。

　見る必要のあるものだけ、見るのだ。

　だから。

「みんな行くよ！　全速前進！」

　ニーナが掛かけ声を掛けると同時に、ラール号の白しら帆ほが広がった。

　そして、側面に取り付けられた外輪が、勢い良く回転を始める。

　その勢いのまま、河口まで突っ込んでいくのだ。

　だが――

　このままでは、水が少なく底まで見えているダラグ川に――陸地とほとんど変わらないような場所に突っ込んでゆくことになる。

　それでも、誰も速度を落とさない。

　誰もコースを変えようとも思わない。

　リョウの策略と、ニーナの直感、その二つが合わさったときの奇跡を、みんな既に味わったことがあるのだから。

　だから乗組員たちは、必死に突つき進すすむのだ。

　やがて、ラール号の甲板からもダラグ川の河口の様子が見て取れるようになってきた。

　水は、無い。

　でも大丈夫！

　ニーナは確信を持って、前に前にと進んでゆく。

　ダラグ川を増水させるための手段は、既に講じてある。

　そして――

　ソレは来た。

　ダラグ川の上流から、赤土に染まった濁だく流りゆうが、まるで海に食らい付くかのように現れたのだ。

　攻撃の狼煙を上げたことで――川沿いに狼煙を伝えていったことで、ダラガッカでは、ワッハやブロムスなど、志願して取り残されている屈強な男たちが、改めて堰き止めていた川を決壊させたのだ。

　そのタイミングを――爆発的な増水の瞬しゆん間かんを、待っていた。

「紅こう龍りゆう神じん……」

　ニーナは、思わず呟いていた。

『龍』の名を持つ神は、ダラグ川の河口で牙を剥き、そのままラール号と正面衝突するような格好になっている。

　……でも、勝つのは英龍リヴイアスなんだから！

「このまま濁流に突っ込むよ！　衝撃に備えて」

　ラール号は、いっそう速度を上げながら、ダラグ川の『紅龍神』に向かってゆく。

　そして。

　ザンッ……川の流れを断ち切るような、重く激しい音が鳴り響き、ラール号を大きく揺さぶった。と同時に、ダガガガッと底を削るような音と振動が響き渡った。

　これまで猛スピードで回っていた外輪が、強きよう烈れつな抵てい抗こうに遭いバギバギと砕け散ってゆく。

　それでも、これまでの加速が十分だったお陰かげで、船底を削りながらも、しっかりと作戦の場所へと向かってゆく。

　船首を守る鉄板が、川底ごと流れを断ち切ってゆく――龍の口を裂いてゆく。

　半端ない揺れの中で、リョウとクラウは、大砲の準備を整えていた。

　いつでも撃てるようにしておくのだ。

　今は、どんな状況でも、ニーナの指示を聞き逃さず、すかさず発射するために。

　海岸線に立ちはだかる山が、次し第だいに横に――下に――ズレてゆく。

　視界が、開けてゆく。

　その先にある物は、標的――

　線路が見えた！

　そして、ニーナの直感は「今だ」と告げる。

　振動と轟音に囲まれている中――

「撃てぇ！」

　ニーナの声は、それを遥かに超こえる音となって響き渡った。

　クラウは既に狙いを整えていた。すぐに点火して退避する。

　ドウゥンッ！

　耳をつんざき頭を殴り腹を押し潰つぶすかのような衝撃が、辺りを襲う。

　その痛みに耐たえながら、ニーナたちは遠とお眼鏡めがね越ごしに、ジッと標的の様子を見つめていた。







[image: ]







　砲弾が地面に突き刺さり、赤い砂すな埃ぼこりが舞まった。遅おくれて、凄すさまじい爆裂音が大気を震わせてきた。

　やがて、着弾点を覆おおい隠かくしていた砂は風に吹き飛ばされ、そして、その先にある標的の状況を見せつけた。

「よし」

　と軽く呟いたのは、リョウ。

　ニーナも少し遅れて、その状況を確認できた。

「……やった」

　自然と口から言葉が漏もれていた。

　大きく抉られた大地。

　天を突き刺そうとするかのように、歪いびつなまでにひしゃげたレール。

　ニーナたちの一いち撃げきは、しっかりと標的に命中していた。




　不愉快なほど甲高いブレーキ音を上げて、列車が急減速した。

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいのため眠ねむっていたグイベル兵たちは、不快感をあらわに目を覚まし……そして大きな衝突音と共に列車が激しく振動して、完全に停車した。

　直後――

　ドォォンッ！

　空気を振るわせる爆音が響き渡り、車窓の外がやけに明るくなった。

　何事かと警けい戒かいしながら外に出て行く兵士たち。

　彼かれらは、そこで、絶望を目にした。

　それは、破は壊かいされた線路に機関車が乗り上げて脱線し、横転、炎上している光景だった。
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「……ふざけるなぁ！」

『砲撃により、線路が破壊された。機関車横転・炎上。兵二〇〇〇が帰還できず』

　部下からの報告を聞いて、グリフィスは激怒した。

　なぜ、あんな辺へん鄙ぴな村一つも落とせない？

　なぜ、たった三〇〇の敵を潰せない？

　グリフィスの計画では、負けなどありえないはずだった。

　慎しん重ちように慎重を重ね、冷静に計画を立て続けていたはずなのに。

　……なぜ、こうなった？

　この状況にあって、現場では、もはや一般兵の戦意は完全に喪失しているらしい。

　……負けるのか？　このまま、たった三〇〇人の村を相手に、俺は負けるのか？

　認められない。

　そんな無様な結果、認められるわけが無い！

「俺が出る！　新たに砲兵を六〇〇出せ！」

　グリフィスは怒気を込めて発令した……が、反応が鈍い。

　ダラガッカについては、街の方でも噂うわさ話ばなしが飛び交ってしまっている。当然というか、現状、悪い噂しか聞いていない。

　そのせいで、みな、怖おじ気けづいてしまっているのだろう。

「ならば、特別遠征費を増加させよう。そして成功報ほう酬しゆうに至っては、これまでの額の倍を与あたえるようにしよう。それでどうだ？」

　この提示には、さすがに周囲がざわついた。

　これらの報酬を纏まとめれば、金貨一五枚という破格のものだ。

　たった三日間の派兵で、何年も遊んで暮らせるほどに。

　結果として、六〇〇の兵は容易たやすく集まった。

　なればこそ、次の一手が重要だ。

　そもそも、最初から俺自身で指揮を執っていれば、こんなことにはならなかった……

　グリフィスは心の中で舌打ちした。

『赤帝』――その名に相応ふさわしく、深紅に塗られた鉄の防具を装備し、いざ戦地へと向かう。

　線路が破壊されたところまでは、こちらに配備されている蒸気機関車で行くことができる。そこからは馬で行く羽目になるだろうが、せいぜい一八時間もあれば、山の麓に到着するはずだ。

　そうすれば、そこで足止めをくらった兵ら二〇〇〇と、そして、滞たい在ざいを始めたばかりの兵二〇〇〇と合流できる。

　四六〇〇の兵で、一気に決着を付けてやる！




　帰路を断たれた二〇〇〇の兵は、行き場を無くし、その場に佇たたずんでいた。

　ダラガッカ方面に戻れば、赴ふ任にんしたばかりの二〇〇〇の兵が、一週間分の食料を蓄えている。

　だが、そこまで戻る術がない。

　機関車は壊れている。馬もいない。歩いていくには遠すぎるし、それに、そんな体力は、もうない。

　ならば、ここでウヴァルからの救援を待つしかないのか……

　順調にいってもあと半日、待たなければならないのか……そもそも助けは来るのだろうか……

　グイベル兵の精神状態は、もう、限界だったのだ。

　だから、その日の夜――携帯の食料が尽きたとき――

「……飯の匂においだ」

　一人の兵がそう呟いても、周りの兵は「幻覚だ」と言い捨てた。

　だが、その兵は、

「幻覚じゃねぇ！　……いや、幻覚でも夢でもいい。腹いっぱい、飯が食いたい……」

　そう呟きながら、夜の闇やみの中へと消えていった。

　その兵は、もう、戻もどってこなかった。

　その後も、次々、次々と『食料の幻覚』を感じた兵が、夜の闇の中へと消えていった。




　列車を急がせて脱線現場まで辿たどり着ついたグリフィスは、そこで思おも惑わくが外れていた。

　てっきり、ここにはグイベル兵二〇〇〇人がいると思ったのだが……

　あるいは、ダラガッカの山の麓の方まで戻っているのかもしれない。

　グリフィスは、連れてきた馬に乗り換え、先を急いだ。

　そのまま総そう攻こう撃げきを仕掛けることもできよう、と。

　だが、それはできなかった。

　総攻撃など、掛けられるわけがなかった。

　ダラガッカの山の麓に到着したグリフィスは、そこで、二〇〇〇の兵と合流した。つい先日新たに派は遣けんされた方の、二〇〇〇の兵だ。

　ただ、彼らは一点を見つめ、みな一様に固まってしまっていた。

　その視線を追ったその先で、グリフィスは目まの当あたりにした。

　無数の――一〇〇〇を下ることがないほど沢山の銃口が、自らに向けられている光景を。

　それは、現時点でのグイベル兵を上回る戦力……

　グリフィスは一気に冷静になった……いや……背筋が凍りついていた。

　……勝てるのか？

　グリフィスは思わず考えてしまった。




　見るからに敵将と思われる男が、この場にやってきた。話に聞く、グイベル州の領主：グリフィスだろう。

　それを、リョウは、山の木々に身を潜めながら確認していた。

　リョウは前もって、ダラガッカの山に細工をしていたのだ。

　これまでずっと、壊れた銃じゆうを集めてきたリョウ。

　その中には、どうしても直せなかった物も多かった。

　ただ、それをそのままゴミとしてしまうのも勿体無かった。

　だからリョウは、いつかそれらが有効活用できるだろうと、取っておいたのだ。

　それが、今。

　山の中からグリフィスを狙う多数の銃口として、立派な武器となっていたのだった。

　ただ、このままでいると、誰だれかが特攻してきて正体がバレる可能性もある。

　だからリョウは、敢あえて先手に出るかたちで、敵を誘うことにした。

「お前が大将だな？」

　リョウは、一〇〇〇を超える銃口の援護を受けながら、堂々とグリフィスの前に出た。

　相手は明らかに警戒し狼狽した様子で、

「取引をしよう。お互たがい、このまま長期戦は望んじゃいない。だから、ここで俺と一騎打ちをしないか？　それで俺が勝ったら、俺の勝ち。お前が勝ったら、お前の勝ちだ」

「……本気で言っているのか？」

　グリフィスは、嘲笑うように言って、

「いいだろう。その約束、違たがえることのないようにな」

　グリフィスにしてみれば、願ってもないことだった。

　正直に言えば、現状は圧あつ倒とう的てき不利だ。

　そこに、こうして向こうから、戦いの仕切り直しを持ち込まれたのだ。

　断る理由などない。

　……その驕おごり高ぶりが、命取りだ。




　リョウは刀を抜ぬき、上段に構える。

　対するグリフィスは、槍。

　リーチの差は明らかだ。

　それに、グリフィスは、その全身を鉄によって守られている。面と向かって見る限り、まともに攻撃の通りそうな部位が、無いと言っても過言じゃないのだ。

　果たして、それをどうするか……と考える間もなく、グリフィスが攻せめ込んできた。

「せぇいっ！」

　と突き出される槍を、リョウは寸前で避ける。

　鮮やかな攻撃をしてくるが、どれも速度に欠け、そして綺き麗れい過ぎる。型に嵌はまった、とても読みやすい軌道で攻めてくるのだ。

　リョウはグリフィスの攻撃を避けると、グリフィスの足を払うように刀を振るった。

　カイィィン……

　甲高い金属音が響き渡る。

　リョウの一撃は、鉄の具足によって完全に防がれた。

　……固い。

　だが、グリフィスの防具にも隙すき間まがないわけじゃない。そこを狙えれば――あるいは、鉄の防ぼう御ぎよ力を超える攻撃を与えられれば――

　ともあれ。これなら、集中していれば負けはない。

　そう思った矢先――

　ドゥン！

　空気を切り裂く爆発音。と同時にリョウは、足に焼けるような痛みを感じた。

「ぬぅ！」

　そこをグリフィスの槍が突いてきた。
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「ちぃ！」

　リョウはそれをギリギリ刀でいなしながら、転がるように何とか避けた。

　その視界の片かた隅すみには――

「一騎打ちねぇ。そんな約束を守ってないで、早くその男を殺してしまいましょうよ」

　と、穏おだやかに笑いながら言う男がいた。

「……ルーク！　貴様」

　グリフィスが苦々しく呟つぶやいた。

　ルークと呼ばれた男は、表情一つ変えず、

「妙みような約束をするのはいいですが、それならちゃんと、自分に有利な状況を作ってくださいよ。それが作れないのなら、いっそ破ってしまうべきです。ここは、破った上で、皆みな殺ごろしにしちゃった方がいいですよね」

「いいのか、そんなこと言って」

　と、リョウはルークに向かって言った。

「こっちには、一〇〇〇丁の銃があるんだぞ？　撃ちあえばこちらが勝つ」

「だったら、撃ちあえばいいんですよ。そちらが勝てるんですからね」

　……こいつ。

　こちらの手の内はばれている、というわけか。

　リョウは心の中で苦笑した。

　……だが、一つ破られたところで、もう一つの奥おくの手がある。

「約束を破ったのはそっちだ。後悔するなよ」

　リョウはそう言って、周りに向かって合図を出した。

　すると、そこから出てきたのは、グイベル兵たちだった。ここダラガッカの麓ふもとを包囲するために派遣されていた兵士たちだ。

　味方の増援か、と表情を緩めるグイベル兵も居たが、その表情が一いつ瞬しゆんにして曇る。

　リョウに呼ばれて出てきたグイベル兵たちは、もちろん、自分たちの武器を持っている。

　それらがすべて、味方であるはずのグイベル兵に向けられていた。

　その数こそ少ないものの、現状、実力が拮きつ抗こうするほどの状態になるものだった。

「な、なぜ、我々に武器を向ける!?」

　怒いかり困こん惑わくするグリフィス。

「なぜって？　簡単なこと。飢えて死にそうだったところに、食事を分け与えただけだ」

「食事を……？」

「あぁ。グイベル州の食料事情が厳しいのは、周知の事実だ。ある意味、そこが唯ゆい一いつの弱点とも言える。だからこそ、その弱点を徹てつ底てい的てきに突くのさ」

「バカなっ！　貴様ら、報酬は欲ほしくないのか!?　あれほどの報酬があれば、食料だって、どれほど買かい占しめることができるか……」

「判ってないなぁ、あんたは」

　リョウは苦笑する。

「金だけ持ってたって、人は生きていけないんだよ。その金を何に使うのか、それこそが重要なことなんだからな」

　ヒトは、死にそうな状態になれば何にでもすがる。

　その弱み……と言うのも何だが、その状況で、彼らが欲するものを与えれば、心は簡単に揺れ動く。

　腹が減っているときに金を渡されたところで、商人がいなければ何もできない。彼らにとったら、莫ばく大だいな金よりも、ほんの少しの食料の方が嬉しかったってことだ。

　現に、兵たちに食事を分け与えていたニーナは、『女神様』なんて言われて褒ほめ称たたえられていた。

　一神教の帝てい国こくにあって、一般人を『女神』と呼ぶなんて、よっぽどのことらしい。

　それほどまでに、喜んでくれたことなのだ。

「さぁ、これでも一騎打ちをやめるか？　それとも、まだ一騎打ちを続けるか？」

　リョウは、改めてグリフィスに問い掛けた。

「……ならば、一騎打ちだ！　手出しは無用だぞ、ルーク！」

　グリフィスは、決意を込めた目でリョウを見据えながら、そう叫さけんだ。

「いいだろう」

　リョウはニヤリと笑って、グリフィスの挑戦を受けた。

　リョウの視界の隅では、ルークがこれ見よがしに肩かたをすくめていた。

　改めて、それぞれの武器を構えて対たい峙じする、リョウとグリフィス。

「行くぞ！」

　と叫んで、リョウに突っ込んでくるグリフィス。

　その速度は遅いものの、身体を屈めるような体勢で防御を固めつつ、槍を突き出しながら突撃してくる。

　文字通りの鉄てつ壁ぺき――隙すきがない。

　リョウは横に飛ぶようにして、その突撃を避けた……その瞬間、

　キィィン！

「つっ!?」

　リョウの持つ刀に何かが当たって衝しよう撃げきが走り、そのまま刀が弾き飛ばされてしまった。

　ルークが、銃でリョウの刀を撃ち落としたのだ。

「ほらチャンスですよ、グリフィス卿きよう！」

　ルークが楽しそうに叫んでいた。

「おぅ！」

　と、グリフィスもニヤリと笑ってルークに応じていた。

　刀を拾い直す暇ひまはない。

　元からそのつもりだった、というわけか。

　これじゃあ『一騎打ち』じゃない！　……などというつもりは毛頭ない。

　そもそも、あのルークという男は、『一騎打ち』を約束したわけではないのだから。

　それくらい、リョウも判っている。

　刀が弾かれ、その場にうずくまるリョウに向かって、グリフィスは、致命の攻撃をくらわせようと、槍を振りかぶった。

　その瞬間を待っていた。

「脇わきがガラ空きだぞ」

「っ!?」

　ズダンッ！

　耳をつんざくような破は裂れつ音おん。

　鼻を突くのは、火薬の臭い。

　リョウもグリフィスも、動きが止まる。

　その中で唯一……

　つつー……と動き落ちてゆくものがあった。

　グリフィスの、脇と口から――

　その鎧よりも紅あかい、血が流れ落ちていた。

「……まだ、奥の手があった、のか」

　グリフィスは、苦痛のためか、それとも負けを悟さとった屈辱のためか、顔を歪ませる。

「そりゃそうだ。確実に勝つためには、いつも最悪の事態を考えておくんでな」

　リョウは、懐ふところに隠し持っていた拳銃を構えながら、言い放った。

「……あぁ、俺おれの負けだ」

　グリフィスは、そう呟きながら、ゆっくりと後ろに倒たおれていった。




　グリフィスの最期を見届けても、リョウは、拳銃の構えを解かなかった。

　その銃口は、グリフィスを射抜いた直後から既に、ルークに向けられていた。

　妙な動きをすれば、そのまま打ち抜くつもりだったのだ。

　だが――

「……ちゃっちゃっ。……まいったなぁ」

　そこには、既にルークの姿は無かった。

　まさか、逃にげる気配を感じ取れなかったなんて。

　あの、生死を決する緊きん張ちよう感の中にありながら、まったくもって気付けなかった。

　それは、そういえば、あの男が姿を現したときも、そうだった。

　気配が――呼吸が――感じられないのだ。あの男からは全く。

　正直に言えば、戦せん闘とうの技術はリョウの方が数段上だろう。

　直接対決となればリョウが勝つ。それは確実だ。

　……だが。

　あの男、いつの間にかリョウの周りに現れて、そして、こちらの急所を抉えぐっていくかのような、そんな不気味さを持っている。

「ルーク、か……」

　その名前、これから何度も聞くことになるだろう。

　あるいは、リョウの耳にも入らないほど、陰に生きていくのかもしれない、と。




　大将の死に、グイベル軍は身動きが取れなくなっていた。

　しかも、ここで対峙しているのは、同じグイベル兵たちなのだ。

　もはや『成功報酬』などというものが支払われる可能性は、皆かい無むだった。

　これ以上戦い続ける意味は、どこにある？

　これからどうすればいいのか……これまでただ命令に従っていただけの兵たちには、判わかるはずもなかった。

　そこに、気さくに声を掛けてくる男がいた。

「なぁ、これからみんなで、一いつ緒しよに飯を食わないか？」

　今さっきグリフィスを討うち取った男――リョウだ。

　兵たちは、思わず稀け有うな目でリョウを見やっていた。

「あぁ、別にそんな目で見なくてもいいじゃないか。……まぁ、個人的な恨みがあるってんなら仕方ないけどな、きっと、俺たちにはそういうのは無いんじゃないか？　今回は、ちょいと立場が違っただけでさ」

　それは、確かにそうだった。

　今回のダラガッカ侵略は、多くのグイベル兵にとって、感情的な対立はまったくといっていいほど無かった。

　ただ『石炭を手に入れれば儲かるから』――

　ただ『報酬がいつもより多いから』――

　そんな理由で参加している者の方が多かった。

「だったら折せつ角かくだ。ほんの少しだけでも、『同じ立場』として話をしてみないか？　それで俺のことが嫌きらいになったら仕方ないし、俺のことが好きになったら、そいつは嬉うれしい」

　リョウという男は、こんな状況でも、いきなり友人のように接してきた。

　厚かましいように見えて、だが、実は悪く感じない。

　そう思えてしまう不思議な魅力が、この男にはあった。

　ちょっとくらいなら、話してみてもいいか。

　いや、話してみたい。

　そんな感情が、グイベル兵の間に広まってゆく。

　いつしか――

　リョウを取り囲むように談笑するグイベル兵の姿が、そこにはあった。




　　　　　～～～




「預言なんてモノは、ただの言葉だ。意味が一つとは限らない、のであるな」

　スゥリィは、いつかのリョウの言葉をそのまま言った。

『ダラガッカは消滅する』

　今、スゥリィは、そのご神しん託たくの意味をリョウに話していた。

　スゥリィは、心の底から楽しそうに微笑むと、

「実はな、この戦いが終わったら、この村の名前を変えようと考えていたのであるぞ。それに、何度も何度も水害を人為的に起こした今回の作戦自体、この村を滅ぼそうとしているようなものとも言える。だからこそ、『ダラガッカは滅ぶ』というご神託が、嬉しくてたまらないのであるぞ！」

「つまり、スゥリィたちが皆殺しにされたら、この地域の名前は変わらず『ダラガッカ』として残ることになった。人は死んでも街は残る……ダラガッカは存続する」

「しかし、今、ここに生き残りを懸けた私たちは、勝利と共に、ダラガッカという名の消滅を目指した。ゆえに、この戦いへの勝利によって、ダラガッカは消失する」

「面白おもしろい考えだ」

「だけど、間ま違ちがいじゃない」

　いつかリョウがスゥリィに言ったことを、今度はこちらに返されたような格好だ。

　……ちゃんと、神託に頼たよりきりじゃなく、自分の頭で考えて、選んでるんだな。

　いずれにせよ。

　神託は間違いがない――だが、その意味するところは一つに絞れないのだ。

　結局のところ、未来は判らない。

　丁度良い。

　普ふ通つうの人生とまったく変わらないだけじゃないか。

　それが、リョウには面白くてたまらなかった。







エピローグ







　ダラガッカは、消失した。

　それは、住民たちの望むかたちとなって、永遠に消え去った。

　いつかの伝説のように、リョウは『龍』を――『紅龍神』を斃たおしたのだから。

　そしてまた、ここに、新たな伝説が生まれる。

「この村の名は、『リヴィアス』であるぞ！」

　スゥリィは、いつものように自信ありげに、大きく胸を張って言い切った。

『紅龍神』から、『英龍リヴイアス』へ――

　それは偶ぐう然ぜんの名前なのだろうか、それとも……。

　すると、スゥリィは言葉を続けていた。

「ご神託に間違いはない、のであるぞ」

　神託は、今もなおスゥリィに届けられているらしい。

　はたして、それは『誰』の言葉なのか……

　今のリョウには、知る由も無かった。




　グリフィス亡き後のグイベル州は、空位が続いていた。

　鉄の一大産地であり、金属工業の最先端を行く、見渡す限りの紅い荒こう野やが広がる大地。

　そんなグイベル州に接する各州は、虎こ視し眈たん々たんとその領土と産業を狙っている。

　だが、グリフィスは皇こう帝ていと懇ねんごろの関係にあった。ここであからさまにグイベル州を狙ねらうことは、いわば、皇帝との明確な対立表明をすることと同義だった。

　今は誰も、皇帝との対立を望むものはいない。

　野心ある者も、今は皇帝と対立していない方が好都合なのだ。

　今は――。

　そんな歪んだ権力闘争は、各勢力が、裏でグリフィスの後継者争いに加担するかたちとなって、世に現れていた。

　このような流れになることは、ルークも想定していた。

　むしろ、これまでの流れは、まさにルークの想定どおりに進んでいると言って良い。

　インデッグは死に、テトラ州を裏で実効支配している。それを足がかりにして、次はグイベル州だと狙いを定め、今まさに、グイベル州をも実効支配するべく、計画を進めている……

　それは、順調なはずなのだ。

　……だが。

　ルークは苛いら立だちを覚えていた。

　それはたとえるなら、自らが歩いて行こうとする先を、野良犬がうろちょろ歩いているかのような……

　目障りなのだ。

　その上、こちらが手に入れようかと思っていた物を、くすねて持っていってしまう。

　装そう甲こう戦せん艦かんも……

　良質な石炭も……

　あの男が手に入れているのだ。

　……次は、鉄か。

　防衛力、そして資源を抑えていくリョウ――メルクリオス商会。

　ほんの数ヶ月前には弱小でしかなかった海運商会が、いまや、容易く数千単位の金貨を動かすほどになっている。

　それどころか、今、新たに数万単位の事業を始めているという……。

　とりわけ、テトラ州での影えい響きよう力りよくは、政治を掌しよう握あくしているはずのルークよりも大きくなっていた。

　政治的な話でいえば、ルークの目的のひとつでもある帝てい都と陥かん落らくは、もうすぐ達成されるだろう。

　だが、このまま進むわけにはいかない。

　まずは、リョウを潰すべきだ。

　これからは、それを主目的に据えていかなければならないだろう。




　メルクリオス商会の帆はん船せん：ラール号は、今日もニヴ島からトルーズ市に向けての航海をしていた。

　あの日――ダラグ川を逆走して濁だく流りゆうを貫き、装甲戦艦の主砲で線路を砲ほう撃げきしたあのとき――ラール号は、あれだけのことをしても、中破で済んでいた。

　しかも、主に壊こわれたのは、追加装備した外輪や、槍やりのように鋭するどくした船首の部分のみで、正直大破も覚かく悟ごしていた船底部分については、へこみや擦り傷などの小破程度で済んでいたのだ。

　今は、蒸気機関を一いつ旦たん外して、外輪も完全に除去、そして、帆ほを最新式のものに張り替えた上で、帆船の中型商船に戻っていた。

　以前と同様、メルクリオス商会の裏の船――ある意味でメイン船として、活かつ躍やくしている。

「いやぁ、運が良かった」

　とリョウは言うのだけど、仲間内では、ラール号が無事だったのはなぜか、ちゃんとした理由に気付いている。

　リョウが船底を改造してくれたお陰かげだ、と。

　もしあの改造がなかったら、それこそ、ダラグ川の途中で舟ふねが力尽きてしまい、今もなおグイベル軍の補給路の破壊ができずに、『ダラガッカ』の人々は延々と苦しみ続けていたかもしれない。

　メルクリオス商会が、以前より強くなれていたからこそ、今回の勝利があったのだ。

　そして、次も――

　ここでリョウたちは、とんでもない荒あら稼かせぎをやってのけたのだ。

　この次は、その稼いだ分も合わせて使いまくることで、更さらに強くなることができるだろう。

　より高みを、目指していくのだ。

　まずは、その一歩――

　ラール号は、トルーズ市を目指して順調な航海を続ける。

　改めて、アレモスとの交こう渉しようをするために。




「きんかいちまんはっせん……」

　ニーナは、契けい約やく書しよに書かれた数字を音読してみた。

　だけど、まったく現実味がないというか、もはやどんな額なのか想像もできなくなってしまっていた。……商会の社長にあるまじき、だけど。

　金貨一八〇〇〇という額は、これまでのメルクリオス商会では扱あつかったことのない額だったのだ。

「それは初期の投資額だ。足りなくなればすぐに補充させてもらう」

「ひぇ」

　事も無げに追加投資の話をするアレモスに、ニーナは完全に気の抜けた声を漏もらしてしまった。

「ニーナ……。貴女、形だけでも社長なのだから、もう少し威厳を持ちなさいよ」

　隣となりでミレイユが呆あきれたように言ってきた。

「だ、だって……。って言うか『形だけ』ってどういうこと？」

「そのままの意味よ。自覚してるんでしょう？」

「うぅ」

　言葉もないです。

　そんなニーナの態度とミレイユの言葉を裏付けするかのように、

「いや、追加投資は受け取らない」

　と、毅然とした態度でアレモスと交渉する声がする。

　言わずもがな、リョウだ。

　ミレイユに言わせれば……というかほとんどの人が誤解することでもあるんだけど――実質的な社長さん、という感じだった。

「ほぅ。それはどういう意味だ？」

　と問とい質ただすアレモスの声は、どこか楽しそうに聞こえる気がする。

　好敵手、なんていう言葉が、ふと浮うかんできた。

「正直、金はまだまだ必要だ。だけど、ハーメスト商会からだけ受け取っているのは、ちょいと勿体無いなぁと思ってな」

「勿体無い、とは？」

「これは俺の――俺たちの理念なんだけどな」

　と、リョウは敢えて言い直して、

「俺たちは、みんなに豊かになって欲しい――儲かって欲しいんだ。それは要するに、世界全体が豊かになるってことだ。それは畢ひつ竟きよう、自分たちの利益にもなる。だから、ここでハーメスト商会とだけ話をしてるのは、勿体無いって思うんだ」

「して、私の融ゆう資しを断って、具体的に何がしたいのだ？」

「簡単なことさ。世界中の一般市民から融資を受けるんだ」

　それを聞いたアレモスは、怪け訝げんそうに眉まゆを寄せて、

「この世界で、他人へ融資できるほどの金持ちは限られている。当然ながら、我わがハーメスト商会よりも融資できる者は、居ない」

「そりゃ一対一だったら、じいさんに敵うところはないさ。だが、一対一〇〇〇〇なら？　一対五〇〇〇〇なら？」

　アレモスの顔に驚愕の感情が見て取れた。

　ニーナも、この話を初めてリョウから聞いたときは、本当に驚おどろいた。

　これまで、融資といえば、両替商が預かり金を貸し付ける、といったような、一対一の多額融資しかなかったから。

　そもそも、ほとんどお金がない一般の市民が、かなりお金を稼いでいるはずの商会に貸すだなんて、状じよう況きようがあべこべすぎて思い付きもしなかったのだ。
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　それは、アレモスも同じだったんだろう。

「本当に、世界中から集めようというのか」

「だから、そう言ったろ？」

　リョウは楽しそうに笑って、

「こういった、小額多数の融資を集め、その金を使って俺たちが利益を出すことで、その利益が世界中に広がっていくんだ。ひとつひとつは小さくても、だからこそ、誰でも手軽に、失敗を怖れずに融資できるようになるんじゃないか、って思ったんだ」

「……途方もないことを、考えるものだ」

　アレモスは、呆れと感かん嘆たんを混じらせたような溜ため息いきを吐つくと、

「だが、それほどまでに、今回の事業に自信があるのだな」

　どこか挑戦的に言ってきた。

「まぁな」

　と、リョウは自信たっぷりに笑って、

「成功例もあることだしな」

「あぁ、そうだな」

　アレモスも、釣つられるように口角を上げていた。

　今回の事業――メルクリオス商会が新たに始めようとしている仕事――

　それは、灌漑だ。

　と言ってもなかなかイメージができないと思うし、実際、ニーナがいきなりリョウにそう言われたときには、何がなにやらさっぱり判らなかった。

　要するに、水路の開拓――

　それはすなわち、水運商会としての力の拡大だ。

　きっかけは、もちろん、今回のダラガッカの――もとい――リヴィアスの一件だった。

　最初は、ダラグ川に小こ舟ぶねを沈しずめるところから始めたこと……

　それにより、強引に川を蛇だ行こうさせ、わざと流れを停滞させることで、結果として水深を深くする効果をもたらした。

　また、かつてのダラガッカの集落があった場所は、今は湖の底に沈しずんでいる。

　この、川の上流での水の堰き止めは、きっと、水不足の地域でやれば絶大な効果をもたらすことだろう。

　リヴィアスは、きっともっと豊かになる。

　リヴィアスへの水路では、少なくとも小型船の往来に苦慮することがなくなった。

　陸の孤こ島とうだったリヴィアスに、道が繋つながったのだ。

　そして今。

　この成果を、他の川でも実じつ践せんしていこう、という事業を進めている。

　すべての土地に、道を繋げるのだ。

　その野望は、やがて世界中と繋がり……

　そして……

　世界中の人々を、もっと豊かにしてゆくのだ。







あとがき







　――またお目に掛かることができました。

　三ヶ月ぶりです。しやけ遊魚です。

　お陰様で、作家人生初の二巻を出すことができました。

　さて、二巻の本編では、入浴シーンがあります（イラスト付き！）。特に、この企画を出したときからどうしても書きたかったシーンとセリフが書けたのは、本当に良かったです。

　あとは、『石炭で荒稼ぎ』・『未来予知を覆す』・『リョウの龍退治』といったところが見所です。どれも一筋縄ではいかない、ひねくれた展開になってます。

　最後に、謝辞をば。今回も、より一層の支えがあってこそ、しやけの本は世に出ています。

　七原冬雪様。より一層柔らかそうなイラストを描いていただき、ありがとうございます。

　担当様、編集部の皆様。いつもありがとうございます。今後ともよろしくお願いします。

　そして、本作および前巻を手に取ってくれた皆様に、最大級の感謝です。作者本人は楽しく書かせてもらっている本作ですが、皆さんも、少しでも楽しんでもらえたら嬉しいです。

　それでは改めて、またお目に掛かることができますように――
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